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国際 協力 事業 団 は 、 中 華人 民 共 和 国 政府 の 要請 に 基づき 、1979 年 以来 1 0 数 年 
に わた り 、 同 国 の 鉄道 技術 分 野 へ の 技術 協力 を 行っ て きま し た 。 

同 分 野 へ の 協力 は 、 当 時 、 対 外 経 済 開放 政策 を 打ち 出し た 中 国 に 対す る 技術 協力 の 
端緒 と な っ た 訳 で す が 、 今 回 、1 0 数 年 を 経て 、 同 協力 の 実績 を 把握 し 、 効 果 を 測定 
する と 共に 、 今 後 両国 が 取る べき 措置 の 参考 に 資す る た め 、 同 協力 に 対す る 評価 を 行 
いま し た 。 

調査 団 は 、 中 国政 府 関係 者 と 協議 を 行う と 共に 、 専 門 家 や 帰国 研修 員 等 の 配属 先 を 
訪れ 意見 を 交換 し 、 資 料 を 収集 し た 後 、 帰 国 後 の 国内 作業 を 経て 、 こ こ に 本 報告 書 が 
取り まとめ られ まし た 。 

本 報告 書 が 、 今 後 の 日 中 間 の 鉄道 分 野 技術 協力 に 対す る 一 助 に な れ ば 幸い で す 。 

な お 、 最 後に な り ま し た が 、 本 件 調査 に ご 協力 と ご 支援 を 賜っ た 関係 者 各位 に 対し 
心 より 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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1 . 調査 の 目的 


我が国 の 中 国 に 対す る 日 中 鉄道 協力 は 1979 年 に 開始 され た が 、 そ の 当初 か ら 鉄 
道 分 野 で の 技術 協力 の 主体 は 専門 家 派遣 事業 と 研修 員 受 入れ 事業 で あり 、 そ の 他 
に 開発 調査 及び プロ ジェ クト 方 式 が ある 。 中 国 へ の 技術 協力 は 、 鉄 道 か ら 始 まっ 
た と 言っ て も 過言 で は な く 、1979 年 度 か ら 1992 年 度 ま で の 14 年 間 に 専 門 家 派 遺 及 
び 研 修 員 受 入 は 各々 280 名 と 230 名 で ある 。 し か し な が ら こ の 分 野 に お ける 協力 
の 実績 や 成果 を 体系 的 に 整理 し た こと が な く 、 一 方 引続き 中 国 側 か ら は 短期 及び 
長期 専門 家 の 派遣 及 び 研 修 員 受入 の 要請 が な され て いる 。 また 、 中 国 の 技術 レベ 
ル が 向上 し た 結果 近年 で は 例え ば 「 高 速 鉄道 」 に 関す る 高度 な 技術 分 野 で の 技術 
協力 要請 が な され る よう に な り 、 日 本 側 と し て も 対応 た 普 慮 する ケー ス も 刀 え て 
き て いる 。 そ と で 、 本 分 野 で の 過去 の 協力 の 成果 を 把握 する と と も に 、 今後 の 中 
長期 的 な 協力 方 針 の 検討 に 資す る た め の 評 価 調査 を 実施 する 。 

と の な か で 国内 調査 に お いて 、 研 修 員 受入 事業 を フォ ロー する こと は 、 中 国 捉 
の 対象 人 員 も 少な く 、 一 個所 に お ける 日 数 も 短期 間 で あり 、 日 本 側 か ら 見 て それ 
が 中 国 で どう 生か され て いる か 、 そ の 成果 を 具体 的 に トレ ー ス する と と は 難し い 
と 思わ れる の で 、 専 門 家 派 半 事 業 を 中 心 に 調査 を 実施 する と と と し た 。 

具体 的 な 調査 の 目的 と し て は 次 の と お り で ある 。 
① 要請 内 容 の 妥当 性 を 把握 する 
⑨ 技術 了 協 力 の 成果 ・ 効 果 を 確認 する 
⑱ 将来 に 役立つ 教訓 ・ 提 言 を 導出 す 
④ 交 米 に 対す る 陣 力 の 方 向 を 探る 


2、 調査 方 法 
中 国鉄 道 部 へ の 技術 協力 は 、1979 年 度 か ら 1992 年 度 まで 14 年 間 に 互 り 実施 され 
て きた が 、 短 期 専門 家 の 任 務 終了 時 点 に 担当 者 と し て 報告 和書 を まとめ る と と も 
に 、 長期 専 門 家 は 任期 期 間 中 を 通し て の 包括 的 な 報告 を 残し て きた 。 ま た 中 国人 
に お いて る も 報告 書 が 書か れる と と は ある よう だ が 、 国 内 調査 に お いて は 入手 で き 
る も の で は な か っ た 。 従 っ て 今回 の 調査 に お いて は 全体 に 玉 り 報告 書 に 基づい た 
ヒア リン グ を 中 心 と し た 総括 的 な 調査 を 行う こと と し た 。 
現在 も 技術 協力 と し て 続い て いる と と で も あり 、 プ ロジ ェクト の 完了 後 の 一 般 
的 な 評価 と 云っ た 形 は と れ な い が 基 本 的 に は J 1CA の 「 事 後 評価 」 の ガイ ドラ 
イン に 沿っ て 対応 する 。 具体 的 な プロ ジェ クト に 対す る 技術 協力 と は 異な り 、 明 
確 な 起承転結 が ある わけ で は な い の で 、 分 か り 易 い 形 で 把握 し 難い 所 も ある が 
国内 調査 で ア ウト ライ ン を 掴み それ を も と 現地 調査 で デー タ を 収集 し 、 調 査 の 
目的 が 遅 せら れる よう 努め た 。 
主 な 調査 項目 と し て は 次 の 通り で ある 。 
⑤ 専 門 家 派 遺 ・ 研 修 員 受 入 の 案件 ど と の 実施 状況 と 目標 達成 度 
づ 協 力 に よっ て も た ら さ れ た 成果 ( 業 務 上 の 反映 ・ 技 術 移転 の 吸収 度 ) 
協力 の 実施 効率 性 (手続 ・ 中 国 側 便宜 供与 協力 形態 の 適切 さき ) 
@ 有 償 資 金 協 力 等 と の 関連 性 
@ 協 力 継続 の 必要 性 


2 一 1 国内 調査 

技術 協力 は 過去 14 年 間 と 期間 も 長 朝 に わた り 、 か つ 、 内 容 も 膨大 で あり 、 資料 
の 整理 が 必ず し も 十分 で な く 、 一 部 は 散逸 し て 入手 出来 か か っ た も の も あっ た 。 
今回 の 調査 た に お いて は 、 ま ず 報 告 午 の ある も の に つい て は 概要 を 把握 し た うえ で 
専門 家 の 代表 者 に 面接 し 表 一 1 の 様式 (A 1 、B 1 ) 従っ て 報告 午 に 述べ られ 
て いな い 点 、 ま た 、 そ の 後 の 和 機会 で 鉄道 部 の 関係 者 等 と 接触 が あり 、 情 報 と し て 
得 た も の を 聞 収 り 調査 を し て 、 技 術 協力 の 成果 と し て まとめ る 。 ま た 、 今後 の 技 
術 協力 の 方 向 を 探る た め 関 係 者 (JR 各社 ・ 鉄 道 建設 公団 ・ メ ー カ ー・ 在 日 中 国 
人 通訳 等 ) に 、 非 公式 な が ら 面 談 し て 参考 意見 を 聴取 させ て 頂い た 。 お 忙し い 


ー の ら ー 


中 協力 し て 頂い た 皆様 は 、 と と 深く 鼻 旗 する 次 第 で ある 。 

2-2 現地 調査 

技術 協力 の 成果 を 具体 化し 、 更 に 発展 させ 得る の な 中 国 側 で ある 。 ま た 、 効 果 
が あっ た か どう か 認 誠 で きる まで に は や は りあ る 程度 の 時 間 を 要する 。 専 門 家 が 
その 派 遺 中 に 成果 た つい て 実感 で きる の は お し ろ ま れ で あり 、 さ ら に 専門 自身 
が 帰国 後 中 国 サ イド の 情報 に 接する 揚 会 も る な か な か 少な い の が 実態 で ある 。 
今回 の 現地 調査 の メン パー こと 日程 に つい て は 、 表 2 の 通り で ある 。 
調査 日 程 は 眼 度 が あり 、 北 京 以外 は 広州 ( 深 天 を 含む ) ・ 上 海 ・ 治 陽 ・ 天 津 の 
各 都 市 で あっ た 。 技術 協力 の 成果 の 上 が っ た と 思わ れる 科 所 を 主 と し ヒ アリ ング 
調査 を し た が 、 一 部 の 機関 で は 、 調査 の 主旨 が 充分 伝わっ て お ら ず 、 総 括 的 な 調 
査 に 終わ っ た 所 も あっ た 。 

調査 内 容 は 、 次 の 3 点 に 集約 し て ヒア リン グ し た も の で ある 。 
(⑪) 過去 の 技術 協力 の 成果 
幼 専門 家 派 貴 ・ 研 修 員 受入 の 問題 点 と 改善 点 
(9 今後 の 技術 協力 の 方 向 

披 術 陣 力 調査 は 、 ヒ アリ ング 形式 で 行っ た が 、 そ の 時 間 は 半日 (18 時 間 ) 
単位 で あり 、 1 日 間 に わ た っ て 聴取 で きた の な 、 阿 道 工程 局 ( 洗 陽 ) 、 基 本節 
工程 局 (鉄道 部 ) 、 科 学研 究 院 (北京 ) で あっ た 。 

調査 方 法 に つい て は 、 表 1 の A ら ・B 2 を も っ て 式 理 する 手配 を と っ た が 、 通 
訳 を 介する 制約 も あぁ り 調 査 団 よ り の 鋼 査 主旨 に 基づく ヒア リン グ 形 式 と な っ た 。 
調査 対象 機関 か ら は 概要 把握 と 調査 主 昌 に 基づい て 、 均 任 者 か ら の 説明 が 主 と な 
っ た ケー メス と 、 実 際 に 参加 し た メン バー の 出席 こよ っ て 直接 聴取 で きた ケー ス と 
が あり 、 充 分 な 技術 協力 が 行わ れ て いる 機関 は 後者 で 対応 し て くれ た 。 な お 、 調 
査 表 の 記入 に つい て 、 一 部 中 国 側 で 記入 し て くれ た 所 も あり 、 感 謝 す る 次 第 で あ 
る 。 

また 1992 年 月 に 「 日 中 鉄道 披 術 協力 の 成果 」 と し て 中 国 個 で 収 り まとめ た も 
の が あり 、 今回 の 調査 に お いて も 参考 と し た 。 


3. 技術 引力 の 成果 

技術 協力 の 成果 は 借款 や 融資 と は 異な り 、 ハ ー ド 的 な 目 に 見 える 形 と し て 完成 
され た も の を 云う の で は な く 、 お し ろ ソ フト 的 な 形 を 成 さ な い 技 術 移転 で あり 、 
どう 日 本 の 技術 が 中 国技 術 者 へ 定着 化し た か で ある 。 
し か し 技術 移転 は や は り プ ロジ ェクト に お いて 実現 し て と そ 説 得 力 の ある 成果 と 
し 認め らち れる も の で ある が 、 形 を も っ て 成果 が 現れ る まで に は 時 間 が 掛か り 、 忍 
耐 を 要する も の で ある 。 し た が っ て 福 急 な 成果 を 問う べき で は な い が 、 も し 的 を 
得 た 場合 創出 され る 成果 は 測り し れ な いも の が ある 。 テ ー マ に よっ て は その 成 
果 と し て 狭小 な も の か ら 広大 な も る の まで 考え られ る が 、 十 分 な 整理 が な され て い 
な か っ た 。 こ て 記述 する 分 類 が 最適 か どう か は と も か くつ の 試案 と し て 取り 
まとめ た も の で ある 。 

技術 協力 の テー マ を 成果 が 上 っ た ケー ス に つい て 整理 を する と 次 の 通り で あ 
る 。 

(3) テー マ が 双方 に と っ て 明確 で あり 、 特 に 中 国 側 に 目的 意識 が あっ た ケー ス 
(9 ある 程度 継続 性 を も っ て 専門 家 派遣 、 研 修 生 受入 を 実施 し た ケー ス 

(8) 技術 移転 の 受け 手 と し て 資 任 お も っ て 実施 し た ケー ス 

4 技術 協力 が 目 に 見 える 形 で 実現 し 、 積 み 重 ね を 得 た ケー ス 

似 トッ プ の 理解 と 明確 な 方 向 付け が な され て いる ケー ス 

(人間 的 稀 が り を 持つ と と に より 永続 性 を 保つ と と が で きた ケー ス 

上 記 の よう な ケー ス で 技術 協力 の 成果 を 上 が っ た と し て も 一 過 性 で 永続 任 の な 
いも の で は 十分 で は な い 。 技術 は 日 々 進歩 し て ゆく も の で あり お 互い の 共通 の 場 
を 持っ て 、 人 的 * 組織 的 な 緊密 な 交 湾 に よっ て 更に その 成果 を 大 きく 育て ゆく と 
と が で きる の で ある 。 

日 本 の 鉄道 事業 は 歴史 的 に も 輸送 量 的 に も か な り の 実績 を 上 げ て お り 、 そ の 技 
術 的 な レベ ル も 上 が り 新 た な 技術 開発 に 向け て 現在 も 努力 し て いる と ころ で あ 
る 。 一 方 中 国 は 国土 の 広 さ や 他 の 輸送 体系 が 未 発達 で あり 国内 輸送 特に 貨物 輸送 
は 鉄道 に 大 きく 依存 し て いる な か 、 近 年 の 政 革 解 放 経 政策 の も る と で 益々 その 重 要 
体 は 肖 し て いる 。 中 国鉄 道 と し て も 技術 の 自主 開発 、 語 外国 か ら の 技術 導入 を な は 


か り 、 近 代 的 な 鉄道 へ と 脱 度 し よう と し て いる 。 そ の な か に あっ て J [CA の 技 
ー オ 4 オー 


術 庫 力 は 地道 で は ある が その 長年 の 積み 重ね に 対し て 大 き な 評価 を 受け て いる 。 
1979 年 か ら 1992 年 度 ま で の 技術 協力 の 項目 は 時 系 列 釣 に 整理 する と 表 一 3 に 示 
し た 通り で ある 。 成果 の 上 っ た テー マ を 例示 に よっ て 整理 ・ 分 類 し て みる と 次 の 

通り で ある 。 

④ シス テム の 導入 ・・・・・ 経 営 辻 理 、 工 事 の 次 任 施工 体制 

⑨ ブロ ジェ クト の 完成 ・・・ 大 夢 山 トン ネル の 完成 、 京 秦 線 の A 下 電化 

⑧ 技術 移転 ・・・・・・・・ 環 状 線 試験 線 に お ける 走行 試験 、 都 市 トン ネル 

④ 問題 点 の 解決 ・・・・・・ デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 の 保守 、 信 号 ・ 通 信 シ ステ ム の 落 良 

⑧ 資 機材 の 導入 ・・・・・・ 鉄 筋 ガス 圧接 材 、 軌 道 分 岐 器 マン ガン クロ ッ シ ン グ 

@ 技術 交流 の 場 形 成 ・・・ 鋼 橋 肪 館 塗 装 技術 鉄道 科 学研 究 院 と JR 総研 、 

自費 調査 団 

②⑰ 知識 の 向上 <・・・・・・ 耐 震 設 計 、 プ ログ ラム 制御 電子 交換 機 

⑱ 成果 が 不 十分 で あっ た テー マ ・・・ 系 統 総合 試験 、 鉄 道 技術 管理 規程 
(成果 の 分 類 ) 


83 一 1 シス テム の 導入 

中 国鉄 道 部 は 大 戦後 の 脆弱 な 鉄道 を 国 の 基幹 を な す 動 脈 を 成す 立 淫 な 鉄道 に 作 
り 育 て て きた 。 し か し 世界 の 鉄道 界 の な か で も 、 日 本 の 鉄道 は 技術 的 に も 経営 的 
に も 多く の 経験 を 有 し て お り 、 中 国鉄 道 の 政 革 に 資す る べく 運営 ・ 管 理 に 関す る 
シス テム 的 な テー マ が 取り 上 げ ら れ た 。 社 会 体制 は 違っ て いて も 経営 的 に は 合理 
性 を も っ た 之 営 を 目指 し て お り 、 そ の 一 部 は 取入れ られ 中 国 の 国情 た 合わ せる ベ 
く 試 行き れ て いる 。 

8ー-1 一 1 経営 管理 **・・・・ 広 州 鉄路 局 グ ルー プ へ の 権限 変 誠 (集団 公司 化 ) 
1987 年 日 本 の 国鉄 は 地域 割 の 分 割 を し 、 資 任 を 明確 に させ る た め に 経営 を 民営 
化す る と いう 思い 切っ た シス テム 転換 を 成し遂げ 、 成 功 さ せ せ た と と は 、 世界 の 鉄 
道 界 に 大 き な 衝 撃 を 与え 注目 され て いる 。 中国 鉄道 で も 国情 は 異な る が 300 万 人 
を 擁する 大 組織 で は 機能 性 に 欠け て いる こと に た 鑑み 、1992 年 2 月 8 日 広州 鉄路 局 
を 広州 鉄路 集団 公司 と し て 権限 の ある 程度 の 委 を 受け 資 任 の 分 限 化 の 試行 を 始 
め た 。 


(技術 協力 テー マ ノ 鉄 道 運 営 政策 1986 年 ) 
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8ー1ー2 工事 の 次 任 施 工 体制 ・・・ 工 程 局 の 公司 人 (競争 原理 の 導入 ) 

中 国 の プロ ジェ クト 遂行 に は 担当 する 機関 が 直 坦 で 施行 する 体制 が 基本 で あっ 
た 。 そ の 工事 旨 に つい て は 必要 な だ け そ の 和 機関 で 調 遅 す る 制度 で あっ た た めい わ 
ゆる 予算 管理 が で きず 終了 し て みな いと 総 工事 費 が 分 ちぬ と いっ た 状態 で あっ 
た 。 長期 専門 家 か ら の 提言 や 講義 か ら 日 本 の 工事 請負 制度 に つい て 学び 工期 ・ 放 
工法 ・ 工 事 費 等 に 対し て 色々 な 機関 (公司 ) が 鼓 争 原理 に よっ て 施工 を 担当 する 
制度 を 確立 し た 。 こ れ は 各 機 関 が 真剣 に 工法 や 総 工事 費 に つい て 検討 する 風 潮 が 
定着 し 、 全体 の 技術 レベ ル の 向上 が 見 られ た 。 

* 線 中 防災 体側 ・・・ 地 震 ・ 降 雨 ・ 法 面 崩 填 等 に 対す る 防災 シス テム 


3-ー2 プロ ジュ ェクト の 完成 

技術 協力 に よっ て ブロ ジェ クト が 完成 を みた も の は 、 単 に 物 が 完成 し た と 云う 
意味 で の 成果 で な く 、 そ の 技術 対す る 経験 を 積む こと に よっ て 、 中 国技 術 陣 へ 
の 技術 の 定着 だ け で な く 、 更 に 自主 開発 技術 力 を 得る と と が で きる と と の 意義 が 
大 きい の で ある 。 そ の テー マ ・ 内 容 に お いて は 大 小 が あり 、 ブ プロ ジェ クト 実現 の 
段階 と し て も 計画 ・ 設 計 ・ 施 工 * 保 守 管理 まで の 一 連 の 流れ が あり 、 ど と の 段階 
で 商 献 し て いる か は 事例 ど と 廊 異 な っ て いる 。 

プロ ジェ クト の 完成 まで に は JI CA の 技術 協力 だ け で な く 、 中国 自 身 の 研 究 開 
発 や 諸 外国 か ら の 技術 指導 等 が あっ て 総合 的 に 集積 し た も の で ある 。 日 本 か ら の 
技術 移転 な つい て も 、 製 品 購 入 の 段階 で メー カー か ら 技 術 指導 を 受け た り 、 借 未 
の 工事 腰 約 の な か で 直接 間接 的 に 日 本 の 技術 者 が 関 写 し て いる と と が ある 。 

目 笠 と し た プロ ジェ クト に つい て は 、J I CA の 技術 協力 は 焦点 を 絞っ て 集中 


的 に 実施 され て お り 、 成 功 し た ケー ス で は 、 中 国 側 技術 者 の レベ ル ア ッ プ と な っ 
た だ け で な く 、 物 を 完成 し た こと と に よる 自信 が 更に 大 き な 飛 忠 を 生ん で いる 。 
玉 北 京 ・ 天 津 間 納 送 力 増 強 計 画 
※ テ ィ 州 ・ 室 鶏 間 電化 計画 
玉 北 京 ・ 秒 皇 鳥 問 電化 計画 (AT 電化 ) 
玉 御 則 ・ 広 衝 間 複 線 電 作 計画 (大 下山 トン ネル の 完成 ) 
大 同 ・ 奈 洗 島 間 新 線 建 設計 画 
に 


8ー2ー1 北京 ・ 天 津 間 鉄 道 答 送 力 増 強 

1979 年 度 』T CA 技術 協力 の 開始 時 の テー マ と し て 北京 ・ 天 当 間 鉄道 給 送 力 増 
衣 計 画 を 主題 と し た 。 日 中 の 鉄道 技術 者 に と っ て 手探り 状態 で の スタ ー ト で あっ 
た が 、 日 本 の 専門 家 か ら 色 々 な 提案 が 出さ れ た 。 そ の な か で ルー ト 選 定 の 一 提案 
が 採用 され 工期 と 投資 額 の 館 約 を みた 。 ま た 平行 ダイ ヤ の 考え 方 が 採用 され 、 較 
送 力 の 増加 に 役立っ た 。 


3 一 2ー ら 大 玉 山 トン ネル の 完成 ( 科 ・ 広 線 捜 線 電 化 計画 ) 

中 国 で は 建国 後 新 線 建 設 を 精力 的 に 行っ て お り 、 ト ン ネ ル 設 計 ・ 施 工 技術 も 一 
応 確立 され て いた が 、 小 型 施工 機械 を 使っ た 人 海戦 術 が 主体 で あり 、 国 内 で は 山 
病 地 も 多く 、 ル ー ト 選定 上 も トン ネル 施工 の 制約 を 受け て いた 。 鉄道 部 側 に は ト 
ン ネ ル 施 工 の 禄 と な る 隊 道 工程 局 が あり 、 そ の 韓 部 が 日 本 の トン ネル 施工 視察 
し 、 中 国 側 で も 取り 組め る 可能 性 を 見 い 出し た 。 一 方 、 衡 * 広 線 複 線 電化 計画 が 
あり 、 大 幅 の 輸送 政 善 を 行う た め 、 ル ー ト の 短絡 ・ 勾 配 政 良 を 目的 と し た 中 国 で 
初め て の 長大 トン ネル で ある 大 瑞 山 トレ ネル を 計画 し 、 こ こ 人 日 本 の トン ネル 技 
術 の 導入 する こと と し た 。 日 本 の 山岳 トン ネル 技術 は 合理 的 な 新 オ ー ス トリ ア エ 
法 (NATM 工 法 ) が 確立 し て お り 、 中 国 に と っ て も 時 機 を 得 た 技術 導入 と な っ 
た 。 大 下山 トン ネル は 長大 で ある ば か り で な く 、 大 断層 が 横断 し て お り 、 新 技 
術 の 導入 と 併せ て 断層 部 の 施工 に 多く の 普 労 を ます る と と と な っ た 。 し か し 日 本 の 
度 重なる 技術 協力 に よっ て 工期 的 に も 技術 的 に も 成功 宰 に 完成 する こと が で き ( 
1987 年 4 月 貫通 ) 、 衡 広 線 複線 電化 プロ ジェ クト に お ける モニ ュ メ ント 的 な 
大 事業 と し て 評価 され て いる 。 NATM を 主 と し ト ン ネ ル 人 関す る 幅広 い 技術 移 
転 に よっ て 中 国 ト レン ネル の 設計 ・ 施 工 ・ 保 守 に 関す る 技術 の 確立 に 資 献 し 、 そ の 
後 の プ ロジ ェクト で ある 大 率 線 他 の プロ ジェ クト に お いて 長大 トン ネル ( 例 : 軍 
都 山 ) に 自信 を も っ て 取組 むと と が で き そ の 成果 を 発 押す る と と が で きた 。 

また 日 本 の 専門 家 は 施工 を 考え た 設計 即ち 施工 者 と 設計 者 の 融合 と プロ ジェ ク 
ト 管 理 の 必要 性 に つい て 何 度 も 員 調 し た 。 し か し 中 国 社会 で は まだ 縦 割り で 横 の 
コミ ケー ショ ン が 少な いと と 、 プ ロジ ェクト 管理 (工程 、 予 算 管 理 等 ) が 不 十分 
で あっ た 。 大 理 山 トン ネル の 施工 に 関す る 技術 協力 を 通じ て 、 洛 陽 の 了 道 工程 局 


ー ケ アー 


内 で は 技術 開発 * 設 計 ・ 施 工 の 一 貫 し た 職場 を も っ て いる こと か ら 、 人 的 交流 や 
施工 と 設計 の 一 体 化 を 実施 し て お り 、 ま た 請負 制度 の 導入 も あっ て プロ ジェ クト 
の 管理 の 必要 性 に つい て 今回 の ヒア リン グ の な か で 強調 し て いた の が 印象 残っ 
た 。 


8328 京 徐 線 の AF 電化 (北京 ・ 秒 生島 間 電 化 計画 ) 

中 国鉄 道 の 電 化 計 画 は 1958 年 か ら 始ま っ て いる が 当初 は 直接 き 電 方 式 に 寄る も 
の で あっ た 。 その 後 B き 電 方 式 が 採用 され て いた が 、1981 年 か ら 1985 年 瓦 る 
ATT き 電 方 式 に 関す る 専門 家 の 技術 指導 な ら び 研修 (29 名 の 専門 家 派遣 ・34 名 
の 研修 を 受信) に よっ て 京 秦 線 に お いて 、 初 め て と の 方 式 が 採用 され 1985 年 12 月 
完成 営業 開始 され た 。 ち な み に A 耳 方 式 電化 工事 は 、B 方式 電化 に 比較 し 、 変 
電 所 8 箇所 減 、 送 電線 約 200km 短 縮 と な っ た と され て いる 。 と の プロ ジェ クト に 
関し て は 円 借款 に より 日 本 製 の 給電 器 が 導入 され 、 そ の 軍 転 状況 も 非常 に 良好 
で 故障 も 少な く 保 守 の 面 で も 大 き な 効 果 を 生み 、1988 年 1 月 に は この 電化 に つい 
て 国家 表彰 を うけ て いる 。 ま た 京 率 線 内 き 電 方 式 電化 完成 以来 今日 まで 中 国 担当 
技術 者 は 新 電化 方 式 の 技術 を 十分 体得 し 、 現 在 は 中 国 に お ける 標準 方 式 の 電化 と 
し て 同 方 式 が 採用 され 大 同一 楽 息 島 間 (542km) 廊 州 武漢 間 (500km) に 実施 され 
て いる 。 な お こと れ の 電化 用 諸 設備 に つい て は 全て 国産 され る よう に な っ て いる 。 
な お 京 秦 線 の A 和 方 式 電 化工 事 は 、B 耳 方 式 電 化 た 比較 し 、 変 電 所 3 箇所 減 、 送 
電線 約 200 km 短縮 と な っ た と され て いる 。 

現在 で は 中 国 が 目指 し て いる 、 高 速 鉄道 に 於 ける 電化 に お いて は 、 特 に 大 容量 
負荷 に 適する と と も に 、 給 電設 備 に 対す る 投資 額 が 比較 的 少な い 47 方 式 に よる 電 
化 の 採用 が 定着 し て いる 。 

ハル ピン 一 大 加 間 (950k m) お よび 郎 州 ・ 武 漢 間 の 電化 も 本 方 式 で 計画 され で 
お り 、 第 8 次 5 ヵ年 計画 に お いて は 実施 が 予定 され て いる 。 
以上 の よう な 成果 を 得 て い る と か ら 在 来 線 の AT き 電 方 式 に つい て は 十分 技術 移 
転 が な され た も の と 見 な され る が 、 和 電化 の 進展 と と も 特殊 地域 ( 寒 府 地 ) や 特 
殊 個 所 に お ける 相 線 対策 等 の 問題 が 残さ きれ て いる よう で ある 。 


8 一 8 技術 移転 


技術 協力 と いう 概念 の な か で 狭い 意味 で の 技術 色 ち 鉄道 レス テム を 構成 する 一 
ー8 一 


部 の 技術 に 関し て 日 本 か ら 中 国 へ 技術 導入 し それ が 定着 し た も の に つい て この 
範 較 に 入れ る 。 

* 環 状 線 試験 線 に お ける 走行 試験 

玉 都 市 トン ネル (都市 NATM・ シ ー ル ド ) 

* 員 隔 制 御 シ ステ ム 、 自動 絢 還 停止 装 置 、 鉄道 通信 技術 

※ 光 ファ イ バ ー ケ ー プ ブル 

ポロ ング レー ル 


鉄道 建設 工事 の 安全 


8-8 一 1 環状 線 試験 線 に お ける 走行 試験 

北京 に ある 鉄道 科学 研究 院 は 中 国鉄 道 界 の 先進 的 な 技術 に 取組 ん で お り 、 施 設 
お よび 技術 者 賠 は 中 国鉄 道 の 先 導 役 で あり 、 世 界 の 鉄道 技術 陣 と の 交流 も 盛ん で 
あり 、 日 本 に お ける 国鉄 の 鉄道 技術 研究 所 (現在 の JR 総研 ) の 役割 と 好 一 対 で 
ある 。 

1982 ご 84 の 3 年 度 に 互 り 、 車 両 と 軌道 の 動 的 な 走行 試験 の 方 法 と 解析 法 に つい 
て 技術 指導 を 実施 し た 。 今 後 の 重 要 な 課題 で ある 高速 化 に と っ て 車両 動揺 と 軌道 
の 保守 管理 の 相互 作用 の 問題 は 非常 に 重要 で あり 、 日 本 の 理論 及び 測定 技術 の 指 
導 を 行い 中 国 に お ける 走行 試験 に 関す る 技術 を 確立 する と と が で きた 。 


8-ー8 一 2 都市 トン ネル (都市 NATM* シ ー ル ド ) 

鉄道 部 の 工程 局 は 建設 技術 の うえ で も 先進 的 で あり 鉄道 に 限ら ず 道路 や 地下 鉄 
つい て も 手掛け て いる 。 現在 北京 ・ 上 海 ・ 天 津 等 の 大 都市 は 交通 混雑 の 打開 策 
と し て 地下 鉄 に 力 を 入れ て いる 。 日 本 の 地下 鉄 技術 は その 地 が 被 雑 で あり 、 工 
事 延長 も 長く 多く の 経験 を 積ん で お り 、 そ の 技術 レベ ル は 世界 的 で あり 、J iC 
A の 技術 協力 を 通し て 日 本 の 鉄道 技術 者 が 開発 し た 都市 ナオト ム を 中 心 と し た 地下 
鉄 関連 の 技術 導入 が 図ら れ た 。 さ ら で な 地下 鉄 の 計画 か ら シ ー ル ド を 含め た 損 削 技 
術 ・ 防 災 ・ 空 調 設備 等 巾 も 広がっ て いっ た 。 
北京 地下 鉄 は 第 一 ・ 二 期 工事 を 開削 工法 に よっ て 完成 を みた が 、 現 在 市 内 交通 混 
雑 は 年 々 激しく な っ て き て いる た め 延 伸 の 計画 が 実施 きれ て いる 。 こと に 日 本 の 
都市 NATIM が 骨 争 に 打 勝 っ て 採用 され 、 成 功 宰 た 施工 中 で ある が 、 こ れ は 大 理 


山 ト トンネル の 延長 と し て 技術 協力 の 対象 と な っ た も の で ある 。 
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8-8 一 8 変電 所 等 の 憶 隔 制御 装置 

き 電 シス テム の 状態 提 掘 、 保 守 作業 の 統制 、 事 才 処 理 の 迅速 化 、 要 員 の 合理 化 
等 の 目的 の た め 、 遠 隔 制 御 装置 を 導入 し 、 シ ステ ム の 運用 を 行う こと は 、 世 界 的 
な 常 幸 で ある 。 

1980 年 以来 、 派 貴 専 門 家 に よる 遠隔 制御 装置 の 譜 義 及び 技術 指導 が 行わ れ て き 
た が 、 京 徐 線 (北京 ・ 抄 皇 島 間 ) 電化 、 障 海 線 ( 郎 刑 * 宝 鶏 間 ) 電化 等 に お い 
て 、 品 隔 制御 装置 (日 本 製 ) が 採用 され た 。 

変電 所 集中 監視 制御 装置 (CSC) は 、 中 国 に お いて も 将来 の 高速 鉄道 電化 
お いて は 当然 必要 と な る 設備 で あり 、 ま だ 採用 され て いな い 既 設 電化 区 間 を 含 
め 、CSC が 広く 設置 され る と と を 期待 し て いる 。 


8-8 一 4 自動 列車 停止 装置 
1981 年 以来 の 技術 協力 に よっ て 、 日 本 の 在 来 線 に お いて 使用 きれ て いる AT 
S -P 形 自動 列車 停止 装置 の 経験 を 学び 、 中 国 側 の 現有 襲 置 の 改良 を 行い ZT 
ルー 2 形 自動 列車 停止 装置 を 開発 し た 。 こ れ は 、 日 本 に 於 ける ATS-8 形 自動 
列車 停止 装置 と ほぼ 同一 レベ ル に 直し て いる 。 


38-8 一 5 鉄道 通信 技術 

1 9 8 1 年 以来 の 技術 協力 に よっ て 、 ケ ー ブ ル 接続 技術 水準 の 向上 が あっ た 。 
一 方 ケー ブル の 利用 面 で は 搬送 装置 採 用 に よる ケー ブル 心 線 数 の 減少 と 伝送 品質 
の 向上 、 電 化 区 間 に 於 ける 電車 線路 と の 適正 な 境 隔 距離 の 算定 及び 施工 基準 を 習 
得する こと に より 、 施 工 の 簡略 化 並 びに 通信 設備 に 対す る 信頼 性 の 向上 が な され 
た 。 


3-8 一 6 光ファイバー ケー プル 

近年 の 中 国 経済 発展 は 急速 に 仲居 し て お り 、 鉄 道 輸送 の 増 強 要請 は 大 きく 、 急 
増す る 輸送 策 要 に 対応 する た め 、 新 線 建 設 及び 線 増 並び に 電化 等 急送 に 進め られ 
て いる 。 円 油 な 輸送 の 確保 と 安全 対策 の 面 に お いて 、 鉄道 通信 綱 の 近代 化 及び 整 
備 計 売 は 急務 と な っ て いる 。 

設備 近代 化 の 一 貫 と し て 、1985 年 代 より 北京 を 中 心 と し て 光ファイバー ケー プ 


ル の 敷設 が 実施 され た が 、 と れ に 関す る 技術 力も 不 十 分 な 点 が 多く 、1985 年 7 月 
か ら 約 2 箇月 間 、 光 ファ イ バ パー ケー ブル 通信 た 関し て 、 技 術 員 8 名 に よる 研修 員 
の 浜 遣 と な っ た 。 と の 研修 に よる 光ケーブル 通信 の 基礎 的 技術 及び 設計 * 施工 普 
びに 光ケーブル 通信 の ネッ トワ ー ク 等 関す る 技術 の 習得 効果 は 大 き な も の が あ 
り 、 と れ ら 技術 の 有効 な 活用 に より 、 そ の 後 年 間 約 2,500km に 及ぶ 光 フ ァ イ バ 
ー ケ ー ブ ル の 避 設 工事 が 進め られ て いる 。 し か し 、 光 ケー ブル 及び 関連 諸 設備 に 
対す る 中 国 の 技術 レベ ル は 日 本 の それ て 比較 すれ ば いま だ 相当 の 差 が 有る よう で 
あり 、 こ と れ に 関し て の 技術 協力 に つい て 、 今 回 現地 調査 の 際 関 係 部 門 か ら 強 い 
語 が あっ た 。 


8-ー8 一 7 ロン グレ ー ル 

ロン グレ ー ル の 設計 施工 お よび 保守 に 関す る 専門 家 派遣 上海 鉄 路 局 で あっ 
た が 、 出 席 首 は 同局 が 主体 で あり 、 こ の テー マ を 要請 し た 目的 意識 は 高かっ た と 
思わ れる 。1988 年 度 の み の 技 術 協力 で あっ た が 或 る 程度 の 基礎 知識 が あっ た と 
と 、 ロ ング レー ル 布 設 の 必要 性 が 高かっ た と と も あり 、 講 義 お よび 研修 の 成果 を 
踏 えて 中 国 側 な り の 方 法 に よっ て その 技術 が 定着 し 、 着 々 と 布 設 し て いる 現状 で 
ある 。 こ の ロン グレ ー ル 布設 の 技術 、 特 に 圧接 技術 に つい て は 上 海 鉄路 局 の 力量 
を 認め られ て 上 海 地下 鉄 の 軌道 工事 の な か で 施工 を 任 さ れ て いる と と は 高く 評価 
され て 良い 。 


8-8 一 8 鉄道 建設 工事 の 安全 

鉄道 部 と し て 新 線 建設 や 電化 ・ 線 増 等 の 改 良 工事 だ け で な く 、 部 外 の 道路 * 地 
下 鉄 ・ 建 築 工 事 も 請負 制 の 導入 に よっ て 工事 を 手掛け て いる 。 同一 の 工事 の 経験 
を 多く 積む な ば か り で な く 、 新 し い 技術 に つい て も 積極 的 に 取組 む 姿 勢 を 見 る こと 
が で きた 。 そ の よう な 状況 に 呼 店 し て 、1989 年 に 鉄道 建設 工事 の 安全 に 関し て 専 
門 家 派遣 と 研修 が 実施 きれ た が 、 そ の 総括 と し て 日 本 の 安全 対策 に 関し て 、 成 都 
を 初め 各 工 租 局 や 鉄路 局 等 で 広く 恨 示 会 (延べ 17 個 所 ) が 催さ れ 、 建 設 工事 の 安 
全 に 関す る 意識 の 高揚 が 図ら れ た 。 

また 、 研 修 の 擬 会 に 日 本 で 線路 近接 作業 に お いて 蛍光 料 を 秦 布 し た 上 着 を 落 
用 し て いる の に 着目 し て 中 国 の 電化 工事 た 取 信 れ た 。 と れ に よっ て る その後 隊 員 


(中 国 で は 全て 直 乾 工事 ) の 死亡 で 「0」 と な っ た と の こと と で ある 。 日 本 で 長い 


経験 か ら 得 た 知恵 で は ある が 、 帰 国 後 即席 に 採用 きれ すぐ 効果 を 発 押し た こと 
で 、 中国 側 の 話 の 言葉 が あっ た 。 

38-4 問題 点 の 解決 

披 術 協力 の な か に は 技術 指導 と いう 形 で 目前 の 問題 点 の 解決 に 役立っ た も の が 
ある 。 音 門 家 は 日 本 の 多く の ケー ス に つい て 準備 も し 、 自 分 自身 の 経験 も 載 か で 
ある 者 が 人 選 さ きれ て いる と の こと も あり 、 目 前 に 辿っ て いる 個別 の 問題 解決 に 問 
切 た 対処 し 感謝 も され 、 ま た 評価 を 得 て いる 。 

*※ デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 の 保守 

* 信 号 シ ステ ム の 改良 

ネ * 通 信 シ ステ ム の 改良 

*※ ト ン ネ ル の 断 周 突 破 、 漏 水 ・ 排 水 対 策 


383-ー4ー1 ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 保守 

中 国 の 主要 幹線 交 お いて 高速 化 ・ 大 量 輸 送 化 ・ 省 力 化 を 狙い と し て 電化 *DL 
他 を 推進 し て き で いる 。 中 国 で は 機関 車 の 製造 と 主要 な 保守 は 分 離 出来 ず 、 同 一 
工場 で 行わ れ て いた (現在 で は 製造 と 保守 の 分 離 が 進ん で いる ) 。 日 本 で は 鉄道 
会 社 は 保守 管理 の み を 行っ て いる た め 、 保 守 体制 及び 保守 技術 の うえ で は 相当 に 
進ん で い る 。 日 本 の 車両 保守 の 基本 は 整理 整頓 を 福 と する 良い 職場 環境 の 確立 で 
あり 、 そ れ に よっ て 保守 作業 員 の 作業 へ の 取組 み 意 坦 も 高まり 、 保 守 技術 の 向上 
を みて いる 。 こ の 思想 が 各 工 場 (天津 、 二 七 、 成 都 ) で 採用 され 効果 を 上 げ て い 
る 。 

また 、 一 部 の 個別 技術 (ディ ー ゼ ル エ ンジ ン 本 体 及 び オ イル タン ク の 高 分 子 准 
則 浴 接 薬剤 の 調 配合 と 使用 方 法 ) の 技術 移転 が 行わ れ た 。 


9-4 一 2 信号 シス テム の 改良 

1980 年 3 月 、 北 京 ・ 天 津 間 輸 送 力 増 強 の 向上 に 関し て 、 専 門 家 に よる 技術 指導 
が 行わ れ た 。 ま た 日 中 専門 家 の 共同 調査 研究 に 於 て 、 短 工期 ・ 少 額 投資 だ よる 還 
送 力 増強 向上 案 が 作成 提出 され た 。 

鉄道 部 に お いて も 、 こ の 案 が 重視 され 、 そ の 一 部 が 採用 きれ た 。 と の 内 信号 設 
備 政 良 案 に 関し て は 、1981 年 4 月 か ら 北 京 南 倉 半 の 信号 設備 政 良 工事 が 行わ 


れ 、 列車 迎 転 間隔 が 1 分 9 分 間際 か ら 8 分 間 脱 に 短縮 され た 。 


8 一 4-8 通信 レ メ テム の 恨 

1961 年 以来 専門 家 に よる 通信 回 線 の 設計 法 、 同 還 ケ ー ブ ル 及び 山岳 部 に お 
ける 無線 通信 の 滑 定 法 等 に 関す る 技術 指導 を 行っ た 。 

通信 ケー ブル 敷設 困難 な 山 量 地 形 で 、 橋 染 * ト ン ネル 等 の 多い 豊 沙 線 に お い 
て 、 列車 無 に よる 指 信 設備 の 設 四 普 看 し て いた が 、 と れ ら の 技術 の 採用 な よ 
り 問題 点 が 解決 され た 。 


83-ー4 一 4 トン ネル の 断層 突破 

犬 猫 山 ト ン ネ ル 施 工 に お いて F 8 断層 と 称せ られ る 長大 トン ネル 、 大 断面 で の 
大 出水 を 伴う 断層 に 遺 遇 し た が 、 こ れ は 中 国技 術 者 に と っ て 最大 の 難問 で あっ 
た 。 日 本 で は 多く の 経験 を も ちっ て お り そ の 適切 な 技術 指導 (先進 ボー リン グ と う 
回 塊 の 採用 ) に より 無事 克服 し 多く の 賞賛 を 得 た の で ある 。 


8-5 資 機材 の 導入 

技術 協力 の な か で 提供 で きる 資 機材 は 軽微 な も の み 限 ち れる が 、「 百 聞 は 一 見 
に 如 か ず 」 で 即効 性 も あり 、 技 術 内 容 に 対す る 理解 も 早く 、 後 々 定着 し て 成果 の 顕 
著 な も の が あっ た 。* 鉄 筋 ガス 圧接 機 

分 野 器 マン ガン クロ ッ シ ン グ 

* ま トン ネル 断面 測定 器 、 測量 機器 、 車 両 ・ 軌 道 動 揺 測定 器 

3-5 一 1 鉄筋 ガス 圧接 機 

中 国 で は 鋼材 は まだ 高価 で あり 、RC 樹 造物 が 増え る な か 鉄筋 の 継手 を 重ね 災 
手 か ら ガ ス 有 圧接 継手 と する と と に よる 鋼材 の 館 約 意義 は 大 きい 。 長 期 専門 家 お よ 
ぴ び 短期 専門 家 た よっ て 鉄筋 の ガス 圧接 技術 が 紹介 され る て 同時 に 、 機 材 一 式 が 導 
人 入 き れ 、 公 半 試 験 を 行っ た 。 

と の 技術 は それ ほど 複雑 で は な く 、 し か る 効果 が 大 きい と と か ら 往 な く 中 国 で 
機材 を 国産 化し て 、 現 在 で は 一 般 化 され る に 至っ て お り 、 特 に 建築 に お いて 多用 
きれ て いる 。 


838-ー5 一 2 分 岐 器 マ ン ガ ンク ロッ シン グ 
軌道 分 岐 器 の クロ ッ シ ン グ 部 は 構造 上 の 剖 点 部 で あり 材質 的 に も 製造 技術 の う 


え で も 高度 な 技術 を 要する 個所 で ある 。 以 前 は レー ル を 組合 せ た り 、 材 質 の 悪い 
鋳鉄 で 造り 当 道 保守 に お いて 収 替 頻度 も 多く 苦労 し て いた 。 こ の 点 じ 長期 専門 家 
が 着目 し て 提言 し 、 日 本 の マン ガン クロ ッ シ ン グ を 紹介 し て 日 本 の 借款 の 一 部 に 
取入れ 、 メ ー カ ー か ら 製 造 手拭 を 購入 する と と も に 製造 技術 ・ 指 導 を 受け て 山 光 
関 工 朋 に お いて 現在 フル 衝 働 し て いる 。 


3-6 永続 的 な 技術 交流 の 場 が 形成 され た も の 

J 1 CA の 技術 協力 は 一 過 考 で ある こと は 止む を 得 な いと と で ある が 、 技 術 は 
日 々 進歩 する も の で あり 、 こ の 技術 協力 を 契機 に 人 的 、 あ る い は 組織 的 な 交流 に 
継が る こと は 非常 に 有意 義 で ある 。 特 に 中 国 で は 技術 交流 が 人 と 人 と の 友情 と 去 
っ た レベ ル で の 人 的 交流 に 続く こと を 重んじ て お り 、 さ ら で に 両国 の 友好 の 一 助 と 
な っ て いる 面 を 見 落と し て は な ら な い 。 


* 鋼 橋 防 負 浴 装 技術 
鉄道 科学 研究 院 と JR 総研 
* 自 旨 調 査 団 派 遺 


3-6 一 1 鋼 橋 防 分 塗装 技術 

中 国 に も 長江 大 橋 の よう な 長大 橋 も あり 、 そ の 保守 と し て サン ド プ ラス ト を し 
た うえ で 防 仙 塗 装 し て いる よう な 例 も ある が 、 普 通 の 棋 染 に まで 行 届 いた 保守 が 
行わ れる ほど 防 錆 技術 が 確立 し て いる わけ で な い 。 し か し 、 防 錆 技術 に 対す る 関 
心 は 高く 研究 対象 と し て は 進ん で いた 。1986 年 度 に 実施 きれ た 専門 家 派遣 を 契 機 
と し て 、 日 本 の 材料 技術 研究 協会 と 中 国鉄 道 部 金属 科学 研究 所 と の 技術 交流 が 約 
束 さ れ 、 現 在 も 和 装 の 面 候 性 試験 を 続行 し て いる と と ろ で ある 。 


83ー6 一 2 赤 道 科学 研究 院 と JR 総研 と の 技術 交流 

中 国鉄 道 界 の 技術 の 最 先端 を 担っ て いる の は 鉄道 科学 研究 院 で あり 、 現 在 日 本 
で の 同じ 役割 を 持つ JR 総研 と が 対等 の 立場 で の 両者 の 協定 に 基づく 技術 交流 の 
場 が 形成 され た 。 こ と これ は JI CA の 技術 協力 を 契機 に お 互い の 役割 と 技術 力 を 認 
埋 し 合い 、 ま た 研究 者 同士 の 交流 の 場 か ら 生 み 出 され た も の で ある 。 


3 一 6 一 3 自費 調査 団 派 道 


JTCA の 技術 協力 と し て の 研修 か ら 麹 展 し て 、 そ の 和 に 入ら な い が 、 鉄 道 部 と 


し て 必要 性 を 認め て 自 細 で の 調査 団 洲 道 が 実施 され る よう に な っ た 。 と これ は 長年 
に 坪 る 日 中 技術 者 の 交流 に よっ て 、 日 本 の 鉄道 技術 に 対す る 信頼 を 得 た だ け で な 
く 、 人 間 的 な 友情 を も 築き あげ た こと に 條 る も の で ある 。 今 の 段階 で は 日 本 側 の 
負担 も 大 きく 問題 ああ る が 、J 1T CA 技術 協力 の 成果 の 実り と し て 花開い た も の 
で あり 、 大 切 に 者 て て ゆき た い 流 れ で ある 。 


3-7 知識 の 同上 に 役立つ も の 

中 国鉄 道 技術 者 に と っ て 関心 の ある 事柄 に つい て は 、 外 国 の 文献 は 翻 駅 され て 
要 所 に な 翻訳 の うえ 備え られ て よく 勉強 され て いる 。 し か し 直人 に 日 本 の 技術 者 か 
ら 豊 富 な 資料 を も と に た 講義 を 受け 質疑 応答 し た り 、 共 現場 視察 し 提言 を 受け た 
り 、 技 術 討 識 を する と と は 大 い に だ 触発 され る と と で あろ う 。 ま た 日 本 へ の 研修 に 
よっ て 完成 し た プロ ジェ クト ある い は 施工 中 の も の を 直接 見 聞 す る こと の 効果 は 
大 きい 。 し か し あく まで も 参加 する 中 国 側 の 技術 者 の 意 谷 に よっ て 成果 は 左右 さ 
れる と と も に た 、 専 門 家 に よる 講義 も 日 本 へ の 研修 も 時 機 を 得 な いて 効果 は 期待 で 
き な い 。 や は り プ ロジ ェクト で た 反映 させ る 等 、 実 践 を 通し て と そ 技 術 は より 身 に 
つく も の で ある 。 し か し な が ら 計 画 段階 や 困難 に ぶつ か っ た 時 に ヒン ト を 与え た 
り 、 無 駄 な 試行 錯誤 や せ ず に 済む と 言う 効果 が ある 。 こ と れ は 上 か ら 下 まで の 技 
術 者 全体 の 技術 力 の 層 の 厚 さ が 効 いて いる は ず で あり 、 そ れこ と で 長年 の 技術 協力 
の 積 重 ね が 効果 を も た ら す も の で ある 。 

玉 耐 城 設 計 

※ ブ ログ ラム 制御 電子 交 換 

末 防 災 シ ステ ム 


ネ シ ー ル ド 


8-7ー1 表 震 設計 

1979 年 の 古山 地 志 だ お いて 、 ほ な と ん ど 無 防備 で あっ た た め に 建物 倒 雷 と し 
て 大 き な 被 害 を 被っ た 。 こ の 地震 断層 帯 を 横切っ て 充 石 線 の 建設 が 計画 * 施 工 さ 
れ た (1981 一 85) 。 鉄 道 建造 物 (土木 、 建 築 、 給 水 設備 ) に つい て ある 程度 の 地 
展 に 対す る 配慮 を し て ある も の の 、 日 本 の 経験 と それ に 基づく 規準 か ら み る と 
分 な 耐震 設 計 と は 言い 難い 。 特 に 建 築 関係 で は ブレ ハブ 部 材 を 格子 結合 し て 構 周 


骨格 を 造り レン ガ 壁 を 用 いる の が 基本 的 構造 で あっ た 。 日 本 は 地 鍼 多発 国 で あ 


0 、 人 口 は 集 根 し 、 し か も 地震 が 軟弱 で あり 劉 坊 披 術 は 世界 で も 進ん で いる 。 こ て 
の よう な 背景 で 1982/88 の ら 年 度 に 互 り 硬 須 設 計 じ 関す る 技術 協力 が 実施 され 
た 。 し か し 既に 施工 中 で あり 、 本 格 的 に 耐 設 計 を 取入れ る と と は 無理 と 思わ れ 
た が 、 幾 つか の 提言 を し 今後 の 地 震 対策 の 必要 性 を 強調 し た 。 

今回 の 現地 ヒア リン グ で な 、 諾 毅 で 学ん だ こと を 一 部 実地 に 生か す と と も に 、 
酔 震 設計 標準 の な か た 取り 入れ た と の こと で あっ た 。 


8 一 7 アー2 ブロ グラ ュ 制 御 電子 交 挨 機 

1985 年 、 専 門 家 に よる ディ ジタル 電子 交換 機 に つい て 技術 指導 が 行わ れ た 。 中 
国 で は 、 全 く 新 し い 技術 で あり 、 電 子 交換 機 の 仕組 、 機 能 等 の 新知 識 の 揚 握 が な 
され た 。 ま た 、 継 続 的 な 技術 要請 も あり 、 中 国 代表 者 ら 名 が 来 日 し 、 更 に 奥深 い 
技術 指導 の 実施 と と も に 、 デ ィ ジ タル 電子 交換 機 の 現物 に よる 説明 を 行い 、 最 新 
技術 に 対す る 知識 の 向上 が 行わ れ た 。 


8 一 7ー8 シー ルド 

都市 トン ネル の 錠 時 で ある シー ルド に 対す る 句 首 部 技術 者 の 関心 は 、 各 都市 
の 地下 然 計画 が 打出 され る 気運 の な か で 非常 K 音 まっ て お り 、 ト ン ネ ル の 中 で シ 
ー ル ド を テー マ に する と と の 青 諸 が あり セミ ナー な か で 后 回 か 取入れ た だ 。 し か し 
突 放 夫 行 た お いて 鐘 導 部 技術 者 は シー ルド 部 に な 参画 で き な か っ た が その 知 譜 レ 
ベル は 向上 し て お り 近 い 将 来 に は 花開く で あろ う 。 


3 一 8 余り 成果 を 上 げ て いな いも の 

多く の 技術 協力 の な か た は 衝 々 の 理由 で 成果 の 上 が っ て いな いも の も ある 。 そ 
の 理由 と し て は 日 本 と 中 国 の 鉄道 名 営 の ルス テム の ギャ ッ プ が 大 きか っ た り 、 投 
術 導入 する に は 早 過ぎ て 現在 で は つい て ゆけ な か っ た りす る こと と が 挙げ られ る 。 
成果 が 上 が る 技術 協力 と し て は 中 国 側 技 術 者 の 関心 が 高い も の 妹 ち 目前 た せま っ 
て いる 問題 に 関す る も の が 優先 し 、 そ う で な いも の は 単発 と な っ て 効果 が 期待 で 


き な い こと と が ある 。 


38 一 1 新設 電化 区 間 の 系 統 総 合 試験 
中 国 側 は 、 受 電機 器 や 、 継 電器 等 に 対し て 、 そ れ ぞ れ 個別 性 能 試験 実施 の み で 


済ま せ で いる 。 き 電 率 統 総 合 試験 に 於 いて 、 重 要 な 位置 を 占め る 人 工 故 障 試験 に 
関し て 、 専 門 家 に よる 技術 指導 を 行っ た が 、 語 般 の 事情 に より 実施 で き な か っ 
た 。 シ ステ ム と し て 、 全体 的 性 能 確 認 を 行う 系 弥 総 合 試験 を 必要 と する 日 本 側 と 
は 、 基 本 的 な 思考 の 相違 が 感じ られ た 。 し か し 、 鉄道 部 担当 技術 者 は 、 試験 の 実 
施 に 向け て 、 格 箕 の 努力 を され て 、 電 力 部 と の 折 御 だ あたっ て いた が 、 当 時 の 中 
国電 力 事情 も あり 、 試 験 は 中 止 さ れ た 。 


8-8-2 鉄道 技術 管理 規程 

鉄道 夢 営 は と ステ ム で 動か す も る の で あり 、 を その 実体 は 全て 規程 と 云う 形 で 明文 
化 さ きれ て いる が 、 内 容 と し て な 非常 に 広く また 細部 に 瓦 る まで 記述 され て いる 。 
確か に 重要 で 基本 的 な テー マ で は ある が 、 日 本 と 中 国 で は 鉄道 運営 の や り 方 は 根 
本 的 に 異な っ て お り 、 と の レベ ル ま で 深度 化し 、 し か ゃ 広 範囲 な テー マ を 短期 間 
で 修得 する と と な は 難し いと 思わ れる 。 また 中 国 側 の 分 業 化 は 徹 庶 し て いる こと と も 
あり 、 技 術 移転 の 対象 を 絞り 難い と と も 旨く ゆか な か っ た 一 因 で ある 。 


ー17ー 


4 、 成 果 を 上 げ る た め の 改善 策 

技術 協力 の 成果 は 、 中 国 側 に お ける 投 術 協力 実施 後 の 活 用 し よう と する 意志 に 
寄る も の で ある 。 ま た その 効果 が すぐ じ 現 れる も の で は な いと と も あり 、 専 門 家 
目 身 で 中 国 派 遺 中 に 確認 する と と は ほとん ど 出 来 ず 、 任 務 が 終 れ ば その まま 放 還 
きれ 、 問題 が 頭 在 化 され ず 改 療 方 も されない 点 が あっ た 。 

現地 調査 を 略 ま えて 専門 家 派遣 お よび 研修 員 受 入 に お ける 問題 点 と 改善 策 に つ 
いて 整理 し て みる と 次 の 遥 り で ある 。 

4 一 1 技術 協力 の テー マ の 選定 

技術 協力 の テーマ の 選択 は 、 鉄 首部 外事 司 が 関係 搬 関 か ら の 希望 を 取り まとめ 
た 案件 を 鉄道 部 内 及び 国家 の 委員 会 で 検 計 容 誠 の うら え 、J 1 CA 等 日 本 側 と 協議 
し て 決定 する 。 専 門 家 派遣 の テー マ と 人 数 が 決定 され る と 外事 司 が 各部 所 別に 知 
毅 出 席 人 数 を 割当 て 、 そ の 人 数 に 応じ て 各部 所 で 人 選 す る こと と な る 。 と の 手順 
は 研修 に つい て も 同様 で ある 。 

外事 司 で 候補 と し て 挙がっ た テー マ は 、 各 部 所 か ら の 案件 の 中 か ら 、 あ る 判断 
や 議論 の フィ ルター を 通し て 優先 順位 を つけ て 選定 きれ る 。 

年 度 末 に 実務 者 協議 の 場 で 双方 で 協 誤 し た も の を 正式 な 外交 ルー ト に よっ て 決 
定 さ れる と と と な る 。 し か し 中 国 側 か ら の 要望 が あっ た か ら と 言っ て 、 本 質 的 に 
中 国鉄 道 に と っ て 適切 な テー マ で ある か どう か 次 の 点 に 配慮 し な が ら 十 分 検討 す 
る 必要 が ある 。 

() 実情 担 所 ・・・ 選 定 さ れ た テー マ が 中 国鉄 道 の 実情 を どれ だ け 反 喘 し た も の で 
ある か を 、 日 本 に お いて 把 所 する こと は 現実 と し て は な か な か 共 し い 。 中 国内 で 
の 選定 作業 段階 で 鉄道 部 と 情報 交換 で きる 長期 専門 家 の 
役割 に 大 い に 期 待 し た い 。 

人 日 本 側 の 対応 ・・・ 技 術 協 力 に 応じ る 日 本 側 は 運輸 省 、] R 各 社 ( 旧 国鉄 ) 、 
鉄道 建設 公団 お よび 営団 地下 鉄 等 公 的 な 鉄道 関係 機関 が 主体 で ある 。 専門 家 を 演 
道 し 、 研 修 員 を 受入 れる 側が 対応 で きる テー マ で ある と と を 考慮 し な けれ ば な ら 
な い 。 中 国 側 も 承知 し て いる と と で は ある が 、 ヤ ー ド 作業 や 重量 物 貸 物 輸送 の よ 
うに 現在 の 日 本 で は ほとん ど な さ れい な い 業 務 で ある と か 、 研 究 開発 中 で ノウ ッ ハ 


ウゥ K 関 する テー マ で ある 場合 の 取扱 い は 青 注 意 で ある 。 


(3) 現場 で の 実践 * ・* 中 国鉄 道 部 の 研究 者 な ら び に 専門 の 技術 者 は 良く 答 強 し て 
お り 、 日 本 の 技術 図書 類 に つい て も 関心 の 高い 書物 は 発行 後 すぐ 客 訳 され 図書 棚 
に 並ん で お り 、 情 報 レ ペル で は 非常 に 進ん で いる と 考え た 方 が よい 。 知識 と し で 
知っ て いる こと を 単に 講義 で 聞い た と し て も あま り 価値 を 認め な い の が 一 般 的 な 
と と で ある 。 し か し 中 国 関 が 現場 実 施 で きる 技術 レベ ル と 云う と と に な る と 、 
知識 レベ ル と は 別 で あり 、 現 場 に 合致 し 吸収 し 本 当 の 効果 を 期待 で きる か の 見 遂 
し を 立て る 必要 が ある 。 

(4) 時 間 的 制約 *・・ 成 果 の 見 通し を つけ て テー マ を 選ぶ 必要 が あり 、 限 られ た 時 
間 に 対 し て 間口 を 広げ 過ぎ る と と が 多々 ある 。 制約 の ある 時 間 の な か に テー マ を 
広げ 過ぎ る と 日 本 側 の 専門 家 も 専門 外 が 多く な り 対 応 す る の が 難し く な っ た り 、 
受 庄 者 側 も や は り 専 門別 に 分 化 さ れ て いる の が 現実 で あり 、 あ る 程度 テー マ を 絞 
っ た 方 が 良い 場合 が ある 。 


4ー の 2 
技術 協力 内容 
テー マ が 決ま っ て も その 内 容 の 範囲 と 深度 は 大 小 あり 、 諾 義 の 進め 方 も 自由 靖 
量 に 任 き れ て いる 。 過 去 の 色々 の ケー ス を 見 る と 下請 千 を 丹念 に 読み 、 現 地 と も 
十分 打合せ を し た 積 り で も 直前 に な っ て 変更 ・ 追 加 が あっ て 対応 困難 を きた し 
た と と が あり 、 そ の 様 な 時 に は 得てして 中 国 側 に 不満 が 残る と と と な る 。 そ の 原 
因 は 器 毅 出席 予 定 者 が 名 地 拡 が っ て お り 、 事 前 調整 が 困難 で ある うえ 、 専 門 
の 違い や 技術 レベ ル に も 差 が あり 全員 に 満足 が 得 ちら れる よう 対応 する と と は 仲 々 
難し い 。 
と れ を 解消 する に は 出来 る だ け 早 い 時 期 に 出席 する 部 所 と 出席 者 (現実 だ は 約 
ら ヶ 月 決定 する と の と と ) の 意向 を 取り まとめ 、 日 本 仙 に 伝え で お く と と が 
望ま し い 。 日 本 側 も 出来 る だ け 早 く 専門 家 を 決め て 準備 を 開始 する の が 望ま し 
く 、 日 本 を 出発 前 に 中 国 側 の 要望 を 把 掘 する と と も K、 中 国 到着 後 は 先ず テー マ 
に 対応 する 現場 の 実体 を 舞 ん だ うえ で (必要 に 応じ て 現地 視 家 等 を する ) 義 の 
内 容 を 再 検討 する 必要 が ある 。 
最も 成果 を 生 な の は 技術 移転 の 対象 者 と その 内 容 が 限定 され 、 継 続 的 に 誠 症 を 
し て いる 場合 で ある 。 研修 と か 実施 され て いる プロ ジェ クト を 平行 し て お り 実 体 


問 で きる 内 容 で ある 場合 は 相乗 効果 を 生む も の で ある 。 

理解 度 を 高め 効果 を 上 げ る た め の 要 点 を 挙げ る と 次 の よう に な る 。 

(1) 出席 着 の 生 の 要望 が どれ だ け 取 り 入 れ ら れ て いる か 

人 技術 移 転 対象 機関 は 明確 化 さ れ て いる か 
( 吉 所 別役 割 が は っ きり し て お り 、 相 互 交流 は 余り な いた め ) 

(3) 研修 あぁ あるいは 講義 内 容 の 継続 が あっ て フォ ロー で きる の か 

(9 出席 者 の 技術 レベ ルド 温 送 が ある の を どう 克服 する か ( 庶 談 と か 質問 の 時 間 
を 十分 に と っ て 補充 する ) 


4 一 8 専門 家 派 遣 期間 お よび 講評 方 法 等 
専門 家 派遣 事業 は 技術 協力 の 主体 を な す 制 度 で あり 県 体 的 に は 要請 され た テー 
マ * 内 容 対 し て 適任 者 を 選任 し て 2 一 5 名 程度 の チー ム を 組ん で 中 国 六 派遣 す 
る も の で ある 。 14 年 間 の 派遣 事業 の 方 法 の 細か い 点 で は 変遷 が ある も の の 中 国 側 
の 技術 者 に 対す る 講義 が 主 で あり それ に 技術 指導 や 提案 を も っ て 補足 する 形式 で 
あっ た 。 
今後 も 専門 家 派遣 事 業 は や は り 講義 形式 が 中 心 と な る で あろ う が 中 国 の 高級 技 
術 者 と 日 本 の 専門 技術 者 と 合同 で 中 国 の 実務 技術 者 に 対す る も セミナー 形式 を 採用 
する と と も る 検討 する 。 
こと て で 6 従来 の 方 法 に お いて 幾つ か の 点 に つい て 考察 する 。 
(1) 派遣 期間 ' 
専門 家 派遣 の 方 法 が 従来 の 形態 で ちあ る な ら ば 、 誠 毅 日 数 は 専門 家 の 準 備 期 間 、 
体力 的 な こと を 考慮 し 、 ま た 受 謗 者 側 の 事情 を 踏ま えて 10 日 前 後 の 日 数 で 良い で 
あろ う 。 中国 側 と し て も 日 本 の 技術 を その ま 受 誠 す る より も る 中国 の 実状 に 合わ せ 
どう 応用 で きる か 関心 が あり 、 専 門 家 に と っ て 講 毅 に 先立っ て 実状 担 掘 す る 日 
数 が 必要 で ある 。 ま た 一 適 り の 誠 毅 が 終了 し て も 深度 化し た レベ ル に 対応 すべ く 
座談 会 や 質 獲 応 答 の 時 間 を 十分 取る こと が 必要 で ある 。 即 ち 派 遺 期間 中 講 琶 は 
原則 と し て 一 幼 所 で 行う る の と し て 現場 視察 ・ 移 動 日 等 も 入れ て 1 ヶ月 が 基本 と 
考え られ る 。 
⑫) 通訳 
技術 移転 に お ける 通訳 の 役割 は 、 直 接 対話 が 出来 な い 現状 で は 最も 肝 婁 な 点 で 


ある 。 特 技術 用 語 を 目 由 に 駆使 出来 る 通訳 を 期待 する こと は 出来 な い の で 、 事 
前 に 用 語 を 渡し 準備 し て お いて 貫 う 等 通訳 の 能力 に 対応 する 配慮 が 必要 で ある 。 
そう で な けれ ば その 場 で 適当 に 恥 さ れ て し まい 、 か えっ て 誤解 を 生む と と さえ あ 
る 。 
(3) 映像 擬 融 
映画 、 ス ライ ド 、VTR、OHP 等 の 映像 擬 器 を 駆使 する と と は 大 変 有効 で あ 
る 。 し か し 地方 に よって は 有 材 が な か っ た り 、 仕 様 が 異な っ て 折角 準備 し た も の 
が 役立た な いと と も ある の で 現地 の 事情 せつ いて 確認 し て お く 必 要 が ある 。 
0 複写 _- 
コピ ー に つい て は まだ 十分 に 普及 し て いる と は 言い 難い の で 注意 し て お く 必 要 
が ある 。 個 人 に 対し て 行 渡る よう に する と と は な か な か 難し い の で 映像 資料 を 活 
用 する な ど 工 夫 を する と と が 望ま し い 。 
(5 文献 ノ 登 籍 
日 本 の 主 な 文献 書籍 は 中 国 側 で 入手 し 攻 訳 る され て いる が 、 大 学 と か 研究 所 
は と も か く と し て 一 般 の 技術 者 が 容易 に 読む と と は 難し いと 思わ れる 。 そ の た め 
派遣 終了 時 に 求め られ た り 、 研 修 時 に 要望 が ある が 、 あ くま で 機関 に 対し て 寄 菩 
する よう に し た ほう が 良い と 思わ れる 。 
(6) 中 国 側 の 実状 把握 
中 国 仙 の 実状 把握 が な か な か 難し い の が 実態 で ある 。 中 国 の 秘密 主義 の 風 湖 が 
続い で いる せい で あろ う が 資 料 人 手 は 難し く 、 説 明 も 口頭 や 黒板 を 使う と と が 多 
く 、 な か な か 改善 され な い 。 現在 で は 専門 家 自 身 が 現地 で 直接 視察 する の が 最 炎 
で あろ う 。 
(7 技術 指導 * 提 言 
日 本 側 の 技術 指導 と か 提言 に つい て 採用 する か どう か は 、 中 国 側 に 委ね られ 日 
本 仙 で 一 切 の 嘉 佐 が 持て な いと 言う 原則 は 止 な を えな いと と で は ある 。 し か し 現 
地 で の 親身 と な っ て 丁寧 な 説明 を する と と も 帰国 後 も 可能 な 限り の フォ ロー を 
望む な も の で ある 。 
(8 技術 協力 内 容 の 伝播 
調査 に よれ ば 専門 家 派遣 や 研修 後 は 報告 書 に まとめ 関係 部 所 に 回 し て いる 場合 


も ある よう で ある が 、 技 術 協 力 の 内 容 に つい て 出席 者 の み に 止ま っ て いる て と と も 


多い の で は な いか と 思わ れる 。 伝 括 の 仕方 と し て 、 報 告 書 の 作成 と 回 覧 し た り 、 
示方 番 や 標準 等 に 取り 入れ られ た り 、 展 示 会 を 開催 する 等 が ある 。 技術 協力 が 終 
了 後 も それ が 中 国鉄 道 技術 者 周 に どう 浸入 し て 行っ た か を 見 る こと は 次 の ステ ッ 
プ の た め に も 大 切な と と で ある 。 


4 一 4 技術 協力 の 担い 手 

JI CA の 鉄道 技術 協力 の 担い 手 の 主 体 は JR で ある が 、 国 鉄 か ら JR だ な っ 
て か ら は 公社 か ら 民 間 企 業 と し て 大 き な 変革 を 遂げ た 。 し か し な が ら 国 の 基幹 的 
輸送 を 担っ て いる と いう 公 的 な 役割 と 過去 の 歴史 を 踏ま えな が ら 今 後 と も 中 心 的 
役割 を 果たす と と を 期待 する も る の で あり 、 こ と の 点 に つい て 大 き な 流 れ に 変わ り は 
な い 。 また 鉄道 建 設 公団 や 党 団 地下 鉄 等 の 仏 鉄道 事 業者 に な 今後 は 一 財 の 協力 
を 望む も の で ある 。 

中 国鉄 道 部 は 資 機材 を 単に 運用 し て 輸送 業 を 営ん で いる だ け で は な く 、 日 本 の 
音 の 国鉄 で も 似 た よう な シス テム で あっ た が 、 製 作 メ ー カ ー で も あり 、 直 韓 施工 
会 社 の 役割 きも 備 えて いる 。 前 述 の 機関 で は 計画 や 基本 設計 及び 保守 管理 まで 
は 対応 で きる が 、 中 国 側が 時 に 期待 する メー カー サイ ド の 技術 に 答え られ な いこ 
と が ある 。 ハ ー ド あっ て の 輸送 業 で あり 、 製 造 に 関す る 技術 移転 に 目 が 向け られ 
る の も 当然 の と と で ある 。 今後 は 内 容 に よっ て 純 民 間 企 業 の 協力 の 神 を 広げ る と 
と も 必要 で あろ う 。 


4-5 技術 協力 の 対象 と な る 技術 水準 

技術 移転 に は 本 来 時 間 的 に も 資金 的 に も か な り の エネ ルギー を 要する も の で あ 
り 、 短 期間 の 詳 開 や 研修 だ け で 、 容 易 に 成果 を 上 げ る と と を 期待 で きる も の で は 
な い 。 また 現在 の 日 本 の 鉄道 技術 と し て 限度 が あり 大 編成 貨物 輸送 、 石 内 輸送 、 
ヤー ド シ ス テム 、 大 出力 機関 車 等 に つい て は 技術 協力 の 対象 た する だ は 無理 で あ 
ろう 。 また 中 日 間 の 技術 レベ ル た 差 が あり 過ぎ 、 中 国 の 実情 に 合わ な い 場 合 が あ 
り 、 移 進 的 技術 に つい て は 段階 的 な 対応 を する と いう 認 議 を 明確 だ すべ き で あろ 
う 。 

特に 注意 を す る の は 、 中 国 の 研究 者 段階 で は 知識 レベ ル と し て 十分 に 高い の 
だ が 現場 の 実状 に 合わ な いり 場合 に 問題 が か 生じ る こと が 多い 。 知識 や 試験 的 な レベ 


ル で 理解 し た と し て も 、 輸 送 の 現場 で は 租 々 の 制約 が あっ て 実現 で き な い こと は 


よく ある と と で ある 。 
新しい 技術 の 導入 の 良い 機会 新しい プロ ジェ クト の 実施 時 需 で ちあ り 、 こ れ か 
らち は その 機会 も 多く な る 見 通し で ある 。 


4 一 6 ノウ ハウ 
J I CA の 技術 協力 の 中 で 、 メ ー カ ー サ イド の 製造 技術 の 移転 に つい て 吐 に 中 
国 側が 逢 望 する こと が ある 。 設 計 図 だ け で な く 工 具 や 工作 図 か ら 品 質 管 理 ・ 採 算 
作 和 総合 的 な る の で 、 い わ ゆ る ノッ ハウ で あり 技術 移転 は 制約 が ある 。 ま た 鉄 
道 事業 者 の 持っ で いる ユー ザー 側 の ノウ ハウ は 日 本 の 風土 の 中 の 長い 経験 か ら 得 
られ た も の で あり 、 そ の まま 中 国鉄 道 に 適用 で きる も の で は な い 。 日 本 側 の 協力 
が あっ た に し ろ 基 本 的 に は 自 か ら の 手 で 実情 だ た あっ た ノウ ハウ を 築き 上 げ な けれ 
ば な ら な い 。 各 鉄道 会 社 の ノウ ハウ ゥ に つい て は 最新 の 技術 と し て 技術 協力 の 対象 
と は 出来 ず 必要 な 対価 を 必要 と し て いる 。 と の 辺 の 事情 は 中 国 側 に も 十分 の 理解 
が ある こと が 分 っ た 。 
ノッ ハウ に だ 関し て 技術 協力 の 中 で どう 取扱 うか に つい て 次 の よう 整理 する 。 
① メー カー サイ ド と ユー ザー サイ ド の 区 分 を 説 識 し メー カー サイ ド は 別 の 商業 ペ 
ー ス の な か で 技術 習得 を 図る こと と し 、J』 I CA ペー ス は 鉄道 事業 者 と し て の 
計画 ・ 設 計 * 運 営 * 保 守 管理 等 に 関す る 事項 を 技術 協力 の 対象 に する と と 。 
@ 日 本 の 鉄道 各社 も 更 な る 近代 化 (高速 化 ・ 省 力 化 ・ サ ービス 向上 等 ) を 進め 
て いる 途上 に あり 、 最 新 の 技術 は 開発 途中 と 言う こと と で 成熟 し た 技術 で も な く 、 
無償 提供 に は 抵抗 が 大 きい と と 。 


特 K 焦 眉 の 問題 で ある 時 速 300km/h 以上 の 新幹線 タイ プ は 他 の 外国 に は 商 
業 ペ ー ス の 対象 と な っ て お り 、 そ れ と の パラ ンス に も 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 
ノウ ハウ の 問題 は 中 国 側 も 十分 認 誠 し て お り 、 日 本 合 で の 技術 協力 対象 の 範 政 
を 明確 に し て 、 可 能 な る の に つい て は 従来 通り の 技術 移転 に 意 る 尽く すこ と と 
し た い 。 


4ー7 フォ ロー アテ アップ 
技術 協力 も 実施 後 そ の まま 放置 し て お いた の で は 才 散 久 消 し て し まう 葛 れ が あ 
り フ ォ ロ ー ア ッ プ に つい て 言及 し た い 。 


技術 協力 を 有効 に 生か すか どう か は 中 国 側 た 潜 ね られ て いる こと で は ある が 、 
日 本 側 と し て も 国 の 資金 を 無駄 に し な いた め 日 中 の 友好 に 永続 的 に 役立っ て いる 
か に つい て 関心 を 持つ べき で ある 。 今 まで は 協力 が 継続 し て 実施 され て きた こと 
も あり 、 ま た 10 数 年 間 と いう フォ ロー する に は 短い 期間 で あっ た が 、 半 求 に 向 か 
っ て は フォ ロー アッ プ 体 側 を し っ か り 築く べき で ある 。 

従来 か ら 一 部 の 専門 家 は 派遣 や 研修 終了 後 も 個人 的 で ある が 、 継 続 し て 交流 関 
係 を 持っ て いる 例 が ある 。 それは 個人 的 レベ ル で は ある が 、 実 質 的 に 技術 協力 の 
フォ ロー テッ プ の 役割 を 果たし て お り 非 常に 効果 的 で も あり 中 国 全 の 感 狼 の 念 を 
呼ん で いる 。 ま た 同様 の テー マ で 継続 し て いる 場合 は 実質 的 な 引き 継ぎ が 行わ れ 
て お り 、 効 果 的 な 積 上 げ が 行わ れ て いる 。 

今回 の 評価 調査 も る フォ ロー アッ プ の 一 つの 方 法 で あり 、14 年 を 経過 し た こと 、 
日 本 の 協力 体制 に 大 き な 変革 が あっ た て と (国鉄 か ら す JR へ) 、 中 国 経 済 体制 に 
大 き な 変 化 が あり 鉄道 に 課せ らち れ た 役割 が 格段 に 大 きく な っ た 時 点 で 大 き な 人 目 
に お ける 適切 な 措置 で あっ た 。 

今後 は 計画 的 に 大 き な テ ー マ が 終了 し た 時 点 あ る 年 月 を 経た 時 点 た 同様 の フォ 
ロー を する こと と は 必要 な こと で ある 。 ま た 中 国 側 で も 自ら の 手 で 適切 な 評価 を す 
る て こと を 提案 する 。 


4 一 8 研修 員 受入 

研修 制度 も 14 年 間 の 間 に 試 行 錯誤 を し て 現在 の 形 た 定着 し て お り 、 そ の フロ ー 
チャ ー ト は 専門 家 派遣 の 場合 と 大 体 同様 で ある 。 研修 は 、 緊 急 度 も 高く 最も 効果 
的 と 考え られ る テー マ に つい て 実施 され て お り 、 ど ちら か と いう と プロ ジェ クト 
に 対応 し 基 効 性 を 重視 し て いる と 考え られ る 。 研 修 員 受 入 に つい て 人 研修 枠 が 近 
年 少な く な っ て き て いる こと は 、 事 情 が ある に せよ ょ 研修 制度 へ の 対応 を 再 検討 せ 
ざる を 得 な い 状 況 で ある 。 当初 の 研修 の 果たし て きた 役割 は 、 専 門 家 派 遣 に 基 づ 
く 講 症 等 と 合わ せ て 技術 移転 の 効果 を 高め る こと に あっ た 。 当 時 は 中 国 側 技術 者 
の 訪日 の 搬 会 も 少な か っ た と と も あり JI CA の 研修 制度 も 多目的 に 活用 され て 
いた 。 

と の 14 年 間 に 中 国 側 の 訪日 の 機会 が 培 え る と と も に 、J ECA 桁 の 縮小 また 中 
國 鉄 道 の 役 割 の 高まり か ら 、 こ の 研修 制度 を 整理 すべ き 叶 壮 に き て いる と 考え ら 
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れる 。 
研修 の 目的 と し て 考え られ る も の を 技術 者 の 周 別 及び 内 容 別に 整理 する と 次 の 
通り で ある 。 
1-1 若年 技術 者 に 対す る 日 本 の 技術 修得 の た め の 技 術 養成 
1-2 中隊 披 術 者 が 日 本 の 技術 を 担当 する ブロ ジェ クト 生か す た め の 技術 到 得 
の 視察 
1-8 幹部 術 者 の 日 本 の 技術 事情 の 総合 的 把手 
2-1 一 つの 技術 の 流れ を 把握 する (計画 ・ 設 計 ・ 施 エン 製作 ・ 保 守 管理 ) 。 
2-2 同種 の 技術 を 数 多く 捉 察 し 比較 検討 する 。 
2-3 日 本 の 経済 ・ 文 化 ・ 風 土 等 技術 を 取り まく 硝 景 を 把握 する 。 
過 ま の 研修 に 関し て 問題 と な っ た 点 を 列 準 する と 次 の 通り で ある 。 
期間 
研修 期間 は 中 国 側 に と っ て は 貴重 な 機会 で あり 出来 る 限り 長く 取っ て 欲し い 
と いう 声 が 多い が 、 受 入 側 の 事情 も あり 1 一 1.5 ヶ 月 の 中 で 効率 よく 研修 する 
の が 適当 で あろ う 。 し か し 限 ち れ た 研修 期間 内 で ある に も か か わら ず 、 技 術 と 
は 祭り 関係 な い 一 般 的 オリ ェ ン テー ショ ン 人 時 間 を と られ る こと に 不満 が あ 
り 、 技 術 的 な 研修 内 容 を 増やし て 欲し いと の 声 が 強い 。 
行程 ノ 時 期 
日 本 側 の 諸事 情 に よっ て 予定 が ころ ころ 変わ っ て 、 沙 ち 着い た 視察 が で き な 
か っ た と と 、 完 成 し た 姿 を 視察 する だ け で 技術 的 に 最も 興味 の ある 施工 途中 の 
彼 階 が 見 られ な か っ た と の 不満 が あっ た 。 しかしながら 受入 れ 側 と し て も 、 多 
数 の 搬 関 と の 社 整 が 必要 で あり 苦労 し て いる 現状 で ある の で 中 国 側 に も 十分 理 
解 し て 貰う 必要 が ある 。 ま た 研修 受入 時 期 に つい て 多 客 期 と か 人 事 異動 の 時 
を は ず す 等 スム ー ス な 如 周 が と れる よう 配慮 する 必要 が ある 。 
人 数 と 通訳 
中 国 側 ※ と っ て 日 本 語 の 了 避 は 大 きく 、 受入 側 か ら 見 て も 研修 団 に 通訳 は 不 
可 欠 で あり 、 一 名 分 の 桁 を どう し て も 取っ て し まう 。 ま た 、 中 国 備 技 術 者 も か 
な り 再 門 分 野 別に 分 伯 し て いる た め 、 一 つの テー マ に 対し て 専門 列 吸 収 で き 
る 技術 着 を 選定 し な けれ ば な ら な い 。 そ うな る と 今 迄 の 4 一 5 名 律 が 最小 単位 
と な る で あろ う 。 
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年 令 ・ 披 術 水準 

JI CA に お ける 研修 制度 の 役割 に 対し て 、 現 在 の 中 国 側 の 認識 は 、 専門 家 
に よる 中 国 で の 講義 を 中 心 と し た 技術 修得 に 対応 し て 、 日 本 の 実状 を 視察 し 、 
中 国 へ 採用 する か どう か を 判断 する た め の 研 修 と 考え て いる 。 従 っ て 、 研 修 員 
の 中 心 と な る の は 相当 の 経験 を 視 ん で 、 十 分 判断 力 を 持っ で いる と と 、 帰国 後 
自分 の 業務 の な か 取入れ る だ け の 権限 を も っ た 者 と し て いる 。 し た が っ て 年 
令 も 45 て 5 0 才 の ベテラン が 中 心 と な る 。 その うえ で 将来 性 を 見 込ん で 、 
ある 程度 経験 を 得 た 有 望 な 若い 技術 者 308 5 才 ) を 加え る と いっ た イメ 


ー ジ で ある 。 


4ー9 長期 専門 家 

長期 専門 家 2 名 の 枠 は 派遣 事業 の な か で も 大 き な 比 重 を 占め て お り そ の 活用 
方 に つい て は 十分 配慮 する 必要 が ある 。 まだ 中 国 側 に お いて 、 専 門 家 自 身 の 再 
門 分 野 に つい て は 勿 只 の と と 他 の 分 野 で の 活用 方 を 考え て 貰い た い 。 

今 まで その 時 代 の 課題 に 合っ た 経験 豊か な 専門 家 を 人 選 し (土木 ・ 電 気 ) 広 
く 鉄 道 分 野 金 和 に つい て 技術 指導 や 助言 を 行っ て き で て 、 帝 い 評価 を 受け て き て 
お り 、 今 後 と も 生か し て 生き た い 制 度 で ある 。 

人 人 選 に つい て 国鉄 改革 後 は JR か ら の 派遣 が 諸般 の 事情 で 難しく な り 鉄 道 建 
設 公団 か ら の 派遣 と な っ た 。 こ れ に よっ て 鉄道 運営 母体 で は な いた め 、 な お 一 
悦 十 分 な 支援 体制 を 占 く と と が 必須 条件 と な っ て き て いる 。 

すなわち 長期 専門 家 が 十分 に 活躍 する た め に は 日 本 側 の 支援 体制 と 中 国 側 の 
活用 体制 が 車 の 両輪 と な る の で ある 。 

長期 専門 家 制 度 を 有効 に 機能 させ る た め に は 次 の こと を 留意 すべ き で ある 。 
① 専 門 家 自身 の 意欲 と 熱意 
@ 日 本 側 の 各 機 関 に よる 線 力 な る 支援 体制 
中 国 側 の 活用 体制 の 強化 

・ オ フィ ス 問 題 を 含め 密接 な 連絡 体制 

・ 現 地 調査 等 に よる 実情 把握 を し 易く する た め の 合 宮 供与 

・ カ ウン ター バー ト の 選任 (常駐 で な く て も 技術 部 門 と 直接 連絡 で きる よう 

に する 。 


5. 今後 の 技術 協力 の 方 向 

1 9 7 9 年 か ら の 技術 協力 の 内 容 の 変 枯 を 見 て も 分 か る よう に 、 具 体 的 プロ ジ 
ェクト へ の 技術 指導 (大 理 山 トン ネル ・ 京 楽 線 電化 等 ) が 中 心 で も あっ た の が 、 個 
別 で は ある が 一 般 的 な 項目 に 対す る テー マ に な り 、 最 近 は 高速 化 を 中 心 と し た よ 
り 高 度 な 技術 へ と 移っ て き て で いる 。 技 術 協力 に お いて 大 切な と と は テー マ の 選定 
で ある が 、 中 国 の 胡 望 を その まま 鵜 奪 みた する の で な く 、 中国 側 の 技術 水準 合 
わせ て 本 質 的 に 必要 な 技術 で あり 、 ま た 日 本 側が 確実 技術 移転 で きる テー マ を 
選定 すべ き で ある 。 “高速 化 ” “コン ビュ ー タ ー” “先進 的 ”" と 云っ た 観念 的 な 
言葉 だ けが 先行 する テー マ は 妥 注 意 で ある 。 決 定 し た テー マ に 対し て 具体 的 な 内 
容 で 肉 付 け し 、 実 現 仁 を も っ た 即ち 中 国 側 の テー ズ に 合っ た も の と する 必要 が あ 
る 。 更に 技術 伝 所 し 難い 体制 で も る こと 鑑み 、 具 体 的 プロ ジェ クト で 反映 さ 
せる か 技術 移転 個所 を 明確 に する 等 成果 の 上 が り 易 いよ う 配 慮 する 必要 が ある 。 

日 本 か ら の 技術 移転 と 云っ て も 、J ! CA の 技術 協力 だ け で な く 自 細 研 修 、 借 
款 に よる 技術 合作 、 車 両 等 メー カー か ら の 里 入 に 伴う 技術 修得 、 他 政府 機関 じ よ 
る 研修 等 その 機会 や 、 方 法 は 数 多く ある 。 従 っ て 他 の 技術 移転 の 動向 を 十分 把握 
し て 総合 的 な 見 地 か ら J 1 CA の 枠 を 最も 有効 に 生か す よ うな 方 向 づ け を する 
べき で ある 。 

中 体 的 な テー マ の 選定 作業 に お いて 、 北 京 に 在 っ て 鉄道 部 と の 情報 交換 が し 易 
い J CA 事務 所 や 長期 派 貴 専門 家 が 鉄道 部 と 事前 に 十分 に 打合せ を し た うえ 
で 、 両 国 の 正式 交渉 に 臨む べき で あろ う 。 テ ー マ の 選定 に お いて 注意 すべ き 点 は 
次 の と お り で ある 。 


①⑩ 成果 と し て ど と まで 期待 で きる か 一 応 の 見 通し を 立て る 必要 が ある 。 
(具体 的 プロ ジェ クト に 直結 し た テー マ の 場合 は 最も 効果 的 で ある ) 
⑫ 派 遺 及び 研修 期日 は 限ら れ て お り 、 テ ー マ と その 内 容 に 対す る 巾 と 深度 を 


疾 当 な 簡 男 と する 。 
⑨ 中 園 の 現 杖 把握 と 出席 技術 着 の レベ ル を 把握 し て 効果 の 上 が る よう 十分 配 虚 
する 。 


④ 中 国鉄 道 部 は 直 朝 製造 * 施 工 の 体制 で あり 、 こ の 点 に 関し て は 日 本 側 は 上 分 


は 対応 で き な い 体制 で ある こと を 明 確 に する 。 


⑯ 技術 協力 の アウ トブ プット と し て 日 本 の 事業 に 結び つく こと と と な る か 。 


現時 点 に お いて 中 国 側 の 胡 亡 と 実態 を 勘案 し て 考え られ る テー マ を げ る て 次 
の と お り で ある 。 こ れ に は 中 国鉄 道 部 が 近年 ほぼ 公 や け に 明らか に し て いる 要 望 
と 、 現 地 調査 で の 中 国鉄 部 各部 局 で の 生 の 示 参 考 と し て 、 優 先限 位 の 高い テ 
ー マ か ら 挙 げた も の で ある 。 


5 一 1 新幹線 型 高速 化 鉄道 

中 国 の 鉄道 は 客 貸 両 方 の 輸送 に 大 き な 役 割 を 持っ て いる が 、 経 済 の 発展 に 伴っ 
て 上 緊急 で ある うえ 代替 も な い 貨 物 輸送 の ウエ イト が 大 きく な りつ つ あ る 。 そ の 夕 
寄せ が 旅客 輸送 た く る が 、 特 に 北京 ・ 上 海 間 の よう な 大 都市 問 に は 、 大 量 高速 旅 
客 輸 送 鉄道 を 求め る 気運 が 高まり つつ ある 。 こ と の 高速 旅客 輸送 は 800km グ /h 
を めざす 最新 形 新 幹線 の イメ ー ジ で あり 、 こ の タイ プ に つい て は 日 仏 独 各国 が 世 
界 鉄道 界 な か で 寺 烈 な 競争 し て いる と と ろ で ある 。 韓 国 ・ 台 湾 の 新幹線 選定 に お 
いて 見 られ る よう に 、 在 来 新幹線 型 で は な く 、 新 世代 の 新幹線 で の 競争 で ある 。 
と れ は 日 本 と し て も 現在 技術 開発 中 の 技術 で も あり 、 基 本 的 に 有償 ペー ス と な っ 
て いる 。 即ち 無償 」T CA ベー ス の 技術 協力 に 馴染 まな い が 、 こ の 制約 に つい て 
は 中 国 側 も 十分 理解 し て いる 。 し か し 在 来 型 新幹線 で 確立 され た 技術 に つい て 
は 、 技術 移 転 の 対象 と する と と は で きる だ し て も 、 中 国 側 と し て それ で 満足 する 
こと は 出来 な いで あろ う 。 こ の 点 人 関し て 中 国 側 の 一 応 の 整理 は で き て お り 、 新 
幹線 に つい て は すべ て 初歩 的 段階 で あり 、JI CA ベース と し て は 日 本 の 東海 道 
新幹線 計画 時 の 考え 方 と 開業 後に 問題 を 生じ それ を 改良 し た 点 に つい て 技術 協力 
の 対象 と する こと で 良い と の と と で ある 。 従っ て 日 本 側 の 対応 と し て は JR 各社 
* 鉄道 建設 公団 ・ そ の 他 関 係 民 間 会 社 等 に より 、 中 国 の 新幹線 型 高速 鉄道 に 対す 
る 技術 協力 爺 囲 を 明確 に し て 、 そ の 簡 囲 内 で 対応 する 必要 が ある 。 新 幹線 と いう 
中 国 に と っ て は 全く 新しい シス テム 対す る 基本 的 な 概念 を 技術 協力 の 対象 と す 
る こと を 望ん る で お り 、 そ の 仕訳 に つい て は 可能 で あろ うと 考え る 。 仕 駅 され た 内 
容 に 対す る 専門 家 の 人 選 ・ 研 修 の 仕方 に つい て は 次 の ステ ッ プ と し た い 。 


5-@ 存 来 線 改良 

5-2ー1 表 定 速度 の 向上 と 輸送 量 増大 

中 国 の 経済 発展 状況 か ら み て 、 ま た 他 交 通 機 関 の ぜ い 絆 さ を 合わ せ 考 える と 、 
中 国鉄 道 の 在 米 線 を 政 良し て 、 そ の 能力 を 最大 限 に 生か すこ と を 考え る べき で あ 
る 。 中 国鉄 道 部 と し て の 比重 は むしろ 貸 物 答 送 重き が 置か れ て いる が 、 旅客 栓 
送 の ニー ズ も 高まり つつ あり 、 新 線 建設 や 電化 ・ 線 増 と 云っ た 在 来 線 の 大 改良 計 
画 が 打 立 て られ て いる 。 貨物 輸送 に つい て は な 大量 給 送 が 当面 の 課題 と され て いる 
が 、 旅 客 王 送 に つい て も 表 定 速度 の 向上 と 輸送 力 (列車 本 数 の 増発 ) が 必要 で あ 
る 。 こ の た め に は 大 改良 だ け 頼 る の で は 、 資 金 的 に も 時 間 的 た も 対応 で きる も 
の で は な く 、 結 果 的 に 貨物 優先 と な っ て 旅客 輸送 が 犠 竹 に な る と 予想 され る 。 こ て 
の 解決 の た め に は 在 来 線 の 小 改良 、 即 ち 信号 シス テム ・ 運 転 シ ステ ム (ダイ ヤ ・ 
運転 技術 等 ) を 見 直す と と に よっ て 相当 効果 を 上 げ ら れる も の に 取組 むべ き で あ 
る と 考え られ る 。 高密 度 ダ イヤ を 確保 し な が ら 相 当 の 表 定 速度 を 上 げ る 日 本 の 運 
転 技術 の レベ ル は 高く 、 技 術 協力 の 余地 は か な りあ る も の と 考え られ る 。 て の 在 
来 線 表 定 可 度 の 向上 、 輸 送 量 の 増大 と 言う テー マ は 多岐 互 る 内 容 が あり 、 継 続 
的 に 妨 醒 を も っ て 取組 む 必 要 が ある 。 

広州 深志 間 で は 、 在 来 線 の 高速 化 (1 6 0 km/h) を 旗印 に た 1895 年 
を 目指 し て 8 線 代 に よる スピ ー ド アテ アップ て 旅客 列車 増発 の た め に 、 線 増 工事 の 最 
盛 期 で ある 。 て の 計画 は 在 来 線 の 改良 と し て 画 期 的 な ちの で あり 、 運 転 計画 及び 
信号 方 式 だ つい て は 一 応 の 案 が ある よう だ が 、 フ ラン ス の 指導 の も と に 進め て お 
り 詳細 は 不明 で あっ た 。 日 本 と し て も 別 の 適当 な 線 区 こ お い て 在 来 線 高速 化 の モ 
デル ケー ス と し て 取組 お 機会 を 得 ら れれ ば 幸い で ある 。 

(項目 ・・・ 車 両 ・ 信 号 ・ 運 転 指令 ・ 軌 道 ・ 停 車場 計画 等 ) 


5-2-2 安全 

中 国 経済 活動 の な か で 、 碁 衣 的 役割 を 果たす た め に な は 、 鉄道 輸送 の 安全 は 不可 欠 
で あり 、 ま た 基本 で ある 。 科 来 は 納 送 量 が 比較 的 少な か っ た た め に 、 そ の 人 欧 害 が 
加 実 に 現れ な か っ た が 、 と れ か ら な 許さ れ な く な っ て くる で あろ う 。 鉄 道 部 と し 
て や 1 9 8 7 年 の 上 光 事 故 等 の 反省 に た っ て 、A TS 改良 型 (運転 手 が 鳴 天 和 上 


に 出 き な い ) を 了 下 入 る 等 安全 対策 を 謝 じ て いる が 、 日 本 の 鉄道 は 安全 に つい て も 


多く の 経験 を 育 し て お り 、 こ の 分 野 で の 技術 協力 に お いて 多く の 対応 が 可能 で あ 
る 。 
(項目 ・・ * 軍 転 管理 * 信 号 ・ 防 災 シ ステ ム ・ 通 信 等 ) 


5-8 サー ビス 向上 * 省 力 化 

中 国鉄 道 に お いて 速 度 向上 、 定 時 性 、 列 車 回 数 増 等 基本 的 な 質 の 向上 に 加え 

て 、 旅客 荷主 サー ビス の 向上 が 図ら れる 領 向 は 必然 の 流れ で ある 。 旅客 輸送 で 

は 座席 予約 シス テム の 避 入 ・ 車 両 及び 駅 設備 の 快適 化 等 が あり 、 貨物 輸送 で は 一 貫 
輸送 シス テム の 導入 ・ コ ン テ ナ 化 等 が ある 。 また 、 中 国鉄 道 $ 経 営 の 合理 化 に 向 

け て 近い 将来 に 省力 化 に 取組 む 時 代 が くる は ず で ある 。 


5-8-1 座席 予約 シス テム 

中 国鉄 道 は 旅客 列車 の 輸送 力 が 不足 し て いる うえ 、 軸 座席 以上 の 座席 予約 シス 
テム が 全て 手 作 業 で ある 。 座 席 数 も 少な いこ と も あっ て それ な り に 秩 訟 が あり 、 
空席 を 残し て いる と と も な いよ う で ある 。 し か し な が ら 一 最 利 用 客 に と っ て 発 駅 
(一 部 は 近傍 の 駅 で も 可能 だ が ) で し か 入手 出来 ず 、 鉄 道 部 側 も 苦労 し て いる 実 
態 で ある 。 日 本 の 座席 予約 の 技術 は 十分 実績 を 積ん 々 で いる と と 、 上 海 鉄路 局 や 北 
京 西 駅 の 新設 に 伴う 座席 予約 シス テム の 導入 に 意欲 的 で ある と と か ら 、 想 急 の テ 
ー マ と し て 技 術 協力 の 対象 と し た い 。 鉄道 管 理学 院 に は 、 コ ンピュータ ー と 日 本 
の MARS の ソフ ト が 教育 用 と し て 導入 され て お り 、 そ れ の 活用 方 と し て 地域 を 
限定 し た うえ で 中 国 の 実情 合 っ た ソフ ト を 二 次 開発 を 対象 と し て 技術 協力 ペー 
ス と 場合 に よっ て は 和 有償 ベー ス と 組合 わせ て 実施 する こと を 提案 する 。 


5-8-2 運行 管理 シレ ステ ム 

中 国鉄 道 の 列車 運 行 管理 状況 は 幹線 に つい て 、 相 当 な ロン グラ ン で ある こと 、 
長大 貨物 輸送 が 主体 で ある こと 、 運 行 管理 が ち 密 さ に 欠け る こと 等 の 理由 で 表 定 
速度 を 落し 、 列 車 (特に 旅客 ) 本 数 を 浅 ち し て ダイ ヤ の 確保 に 対応 し て いる の が 
現状 で ある 。 新幹線 の 運行 管理 レシ レス テム の イメ ー ジ が 中 国 側 に ある が 、 在 来 線 に 
つい て そ と まで は 難し い が 、 北 京 ・ 天 水 間 、 広 州 ・ 深 才 間 等 パタ ー ン 化 で きる 之 
行 ダ イヤ や 区 問 で 導入 する 可能 性 は ある 。 と れ を 通し て 在 来 線 外 体 の 運行 示 理 の 
改良 が 期待 で きる 。 ま た CTC を 導入 し て 線 区 や 特定 区 間 で の 運行 管理 の 改善 と 


省力 化 を 図る こと も 有効 で ある 。 


5-8-8 省力 化 軌道 

中 国 の 軌道 保守 は 人 海戦 術 に よる も の で ある が 雪 道 整備 状況 は 立 泊 で ある 。 ま 
た PC 枕木 化 や ー 部 大 型 枕木 の 導入 や 軌道 検 測 車 の 購入 等 軌道 保守 の 省力 化 に 到 
組み で いる 。 て の 点 に つい て も 日 本 で は スラ ブ 境 道 化 や 保守 作業 の 揚 披 化 ・ 軌 道 
検 測 車 (マヤ 車 ) の 活用 等 、 保 守 の 省力 化 に は 積 概 的 で あり 、 技 術 協 力 の 対象 と 
し て は 適当 で ある 。 


5-4 経営 の 近代 化 

中 国鉄 道 に 期待 きれ て いる 基幹 輸送 の 役割 は 大 きい が 、 ハ ー ド 面 で の 近代 化 だ 
け で な く 、 経営 的 旬 ち り ソフ ト 面 で の 近代 化 は 避け て 通れ な い 。 鉄道 部 に お いて 
も 、 既 に 試行 され て いる 請負 頭 任 制 の 導入 (公司 化 ・ 競 争 入札 等 ) や 鉄路 局 の 権 
限 肖 議 化 (広州 鉄路 局 の 集団 公司 化 ) が ある 。 

「 経 営 」 は 総合 的 な シス テム を 指し て お り 、 虹 体 的 に な 教育 、 情 報 管理 、 技 術 基 
準 ・ 規 定 の 制定 、 経理 シス テム 等 が あり 、 そ の 一 部 に つい て 日 本 の 実情 を 紹介 し 
て きた 。 し か し 中 国鉄 道 の 理念 に 合致 し た も る の に する だ は 、 独自 な も の を 創造 す 
る 相当 な 労力 が 必要 で あり 、 時 間 と ある 程度 の 試行 錯誤 を 覚 語 し な けれ ば な ら な 
いで あろ う 。 

日 本 の 鉄道 経営 の 選 史 に お いて 、 人 色々 な 経験 を 経て を た お り 、 現在 の 民営 分 割 
の 経営 シス テム に お いて 一 応 の 成功 を 見 て いる と と は 、 中 国鉄 道 の 経営 近代 化 に 
参考 に な る と と が 多々 ある は ず で ある 。 

また 近年 の コン ピュ ー タ ー 化 な 経営 近代 化 の 犬 き な 助 け に な る も の で あり 、 既 
た 実施 され た 鉄道 学院 プロ ジェ クト を 活用 すれ ば さら に 有効 で あり 、 期 待 す る と 
ころ は 大 きい 。 

と の テー マ に つい て は 鉄道 経営 者 ・ 政 策 立案 者 ・ 各 部 門 の 幹部 等 の 決断 に 負う 
と と ころ で あり 、 総 合 的 な 見 地 か ら 技術 協力 の 具体 的 テー マ を 決め る と と と な る 。 
(項目 ・・・ 鉄 道 経営 体制 、 経 営 管理 シス テム 、 統 計 処理 手法 、 情 報 管理 シス テ 
ム 、 鉄 道 資 材 規 格 化 、 鉄 道教 育 シ ステ ム 、 コ ンピュータ ー 化 等) 


5-5 都市 交通 

中 国 経 済 の 活況 は 、 都 市 人 口 の 集中 化 を 要 いて いる が 、 と れ は 世界 的 な 償 向 で 
あり 避 サ て 通れ な い 現 象 で ある 。 中 国 の 既成 大 都市 は 既に 人 口 過 密 で ある の に 加 
え 、 地 方 か ら の 人 口 流入 が 続い て お り 、 ま た 、 経 済 の 活性 公 は 都市 内 交通 混雑 に 
一 剛 の 拍車 を か け て いる 現状 で ある 。 

今 ま で は 都市 交通 の 足 と し て は 自転 車 と バス を 主体 と し て きた が 、 こ の まま 放 
置 すれ ば 葉 用 車 と 貨物 自動 車 で 溢れ か える の は 開発 途上 の 大 都市 の どこ に で も 見 
られ る 現象 で ある 。 中 国 の 都市 交通 計画 は 特別 市 の 行政 に 委ね られ て いる が 、 鉄 
道 の 専門 家 は 少な く 、 特 に 計画 や 施工 に つい て は 鉄道 部 に 期待 する と ころ が 大 き 
い 。 日 本 の 都市 交通 は 鉄道 主体 と し た も の で あり 、 中 国 に お いて も 十分 参考 に 
な る は ず で ある 。 都市 交通 と し て 専用 の 地下 鉄 と か モノ レー ル だ け で な く 、 既 存 
の 国鉄 に つい て も 活用 する と と を 考え る べき で あり 、 場合 に よっ て は 相互 乗入れ 方 
式 を 導入 する こと も 考え られ る 。 さらに 都市 開発 計画 と 一 体 的 に すれ ば より 効果 的 
で あろ う 。 


5 一 6 個別 課題 

中 国技 術 者 の 知識 レベ ル (特に 研究 者 ) は 相当 に 高い が 、 現 場 で の 実践 力 に は 
欠け る きら い が あ る 。 鉄道 の 個々 の 技術 は 現場 で の 奇 酷 な 朱 件 の も と で の 失地 を 
通し た 経験 に 寄る 所 が 大 きい も の で ある 。 従っ て 短期 間 の 講義 に よる 頭 だ け で 理 
解す る と と は 不可 能 で ある が 、 対 象 と な る 事柄 に 対す る 動機 づけ に は 十分 役立つ 
は ず で ある 。 個別 の 具体 的 な 技術 移転 に は 、 別 途 の カウ ンタ ー パ ー ト 研修 と か 、 
長い 年 月 を 掛け た プロ ジェ クト 参画 に お いて 技術 指導 を する と か 、 徹 庶 的 な 国 秦 
化 に 取組 む 等 の こと が 考え られ る 。 特 代 資 機材 の 国産 化 に は メー カー と も ゃ 協同 で 
技術 協力 する こと と も 一 寄 で ある 。 ハ ー ド あっ て の 輸送 シス テム で あり 国 化 へ の 
援 巧 も 時 に 組入れ る べき で あろ う 。 


5-B 一 } トン ネル 施 王 
技術 陣 力 の 成果 が 上 が っ た 項目 と し て の 実績 を 踏ま えて 、 そ の 征 長 線 の うえ テ 
ー マ と し て 現 定 すべ く 要 望 が ある 。 地 質 調 査 や 急速 施工 と いっ た 高度 化し た 内 容 
を も っ て いる が 、 取 上 げ る べき か どう か は 他 の 案件 と 累 急 性 、 重 要 性 に つい て 栓 
対す べき テー マ で ある 。 

昌和 


と の テー マ が 19983 年 の 要請 案件 に 革 が っ て いる の は 、 鉄 道 の 新 線 建設 プロ 
ジェ クト が 多く 、 し か も トン ネル 施工 が 開業 時 期 の 死 命 を 制 し て いる と いう 緊急 
性 に 寄る も る の で ある 。 ま た 鉄道 部 内 で の トン ネル 関係 者 は 発言 権 が あぁ り 、 日 本 仙 
の 専門 家 選定 と 技術 協力 の 内 容 に つい て 信頼 侍 が ある こと に 依る て 推察 で きる 。 


5-6ー2 長大 橋 染 (吊橋 ) と 軟 地 匂 対 策 

中 国 の 橋梁 上 部 工 技術 に つい て は 鋼材 が 貴 重 で ある と と 、 高 い 品 質 管 理 を 確保 
する た めも あり 、 コ ンク リー ト の プレ ハブ 工法 に お いて 日 本 より むし ろ 策 手 的 で 
あり 、 長 大 斜 張 橋 に も 取組 ん で お り 失 梁 技術 は か な り 高 い 水 準 で ある 。 一 方 日 本 
に お いて も 本 四 連 絡 橋 を 契機 と し て 、 長 大 橋梁 に つい て 近年 急速 な 進展 を みて い 
る 。 また 中 国 で は 揚子江 の 渡河 や 上 海 浦東 地区 等 で 長大 橋 染 の 計画 が 進ん で お 
り 、 と の 分 野 で は 日 中 の 技術 交流 が で きる 分 野 で あり 、 中 国 側 で は 串 模 に 特に 関 
心 が 高 い 。 

橋梁 基礎 に つい て は 、 日 本 の 複雑 ・ 軟 弱 な 地名 条 件 と それ を 克服 する 施工 機械 
と 工法 に お いて 進ん で お り 、 今 後 の 中 国 橋梁 基礎 技術 の 発展 に 役立つ と と が で き 
る と 思わ れる 。 ま た 、 従来 は 出来 る だ サ 避 け て きた 琴 弱 地盤 地域 に つい て も 取組 
まざる を 得 な い 状況 に あり 日 本 の 実績 の 多き か ら 、 中 国技 術 者 へ 与え る 示唆 は 大 
きい で あろ う 。 


6 . 今後 の 中 国鉄 道 分 野 へ の 技術 協力 の 重要 留意 ・ 検 討 事項 


専門 家 の 業 務 内 容 も 1979 年 1985 年 頃 ま で は 、 当 該 指導 科目 に つい て の 一 般 的 
な 技術 内 容 と 日 本 に お ける 関連 技術 の 紹介 が 主 な も の で あっ た 。 と れ は 、 鉄 道 
分 野 に 対す る 日 本 か ら の 技術 協力 が 始ま っ た 初め の 段階 と し て は 鉄道 分 野 の 多く 
の 中 国人 技術 者 に 日 本 の 技術 紹介 と 共に 一 般 的 な 同 分 野 の 知識 の 技術 向上 に 相当 
大 き な 貢 献 を し た 。 

し か し な が ら 、 そ の 後 と これ ら の 知識 ・ 技 術 の 修得 を 経て 、 鉄 道 分 野 の 技術 者 の 
技術 水準 が 上 が り 、 一 般 的 な 専門 知識 ・ 技 術 に つい て は 日 本 か ら 専 門 家 に 来 て 
も ら う 必要 性 が ほとん ど な く な っ た 。 

し た が っ て 、1986 年 以後 に つい て は 、 中 国 側 の 技術 者 が 未だ 知ら な い 、 よ り 
高度 で 専門 的 な 技術 及び より 問題 解決 を 目指 し た 専門 家 の 派遣 要請 の ニー ズ が 高 
く な っ て き て いる 。 と の よう な 中 国 側 の ニー ズ に より マッ チ し た や り 方 で 対応 し 
て いく た め に は 、 中 国 側が 求め て いる 指導 科目 内 容 の 事前 把握 が 是非 と も 必要 で 
あり 、 そ れ に より 、 よ り 適 確 な 専門 家 の 人 選 が 可能 に な る と 思わ れる 。 ま た 、 
中 国鉄 道 分 野 に お ける 問題 解決 を 目指 し た 専門 家 の 派 遣 を 実現 し て いく と と が 
中 国 側 の 真 の ニー ズ に 答え て いく と と に な る と 思わ れる 。 と この 実現 に は 、 短 期 再 
門 家 の 派遣 期間 の 長期 化 、 事 前 の 現地 に お ける 問題 に 係る 情報 収集 等 、 解 決 す べ 
き 課 題 も 多い が 、 こ とれ が 実現 され る 場合 の 効果 ・ 成 果 の 大 き さ を 考え 、 関 係 機関 
の 間 で 鋭意 検討 する 必要 が ある 。 

これ まで 実施 し た 中 国鉄 道 分 野 へ の 技術 協力 で 成果 の あっ た 点 や 問題 点 と を その 
改善 策 等 だ に つい て は コン サル タン トチ ー ム に よる 調査 報告 に お いて 詳し く 述 べら 
れ て いる が 、 以 下 に JTCA チ ー ム か ら 見 た 鉄道 分 野 の 今後 の 協力 を 検討 する に 
あたっ て 重要 に な る と 思わ れる ポイ ント を 記す と と と し た い 。 

と これ に より 、 今 後 の 計 画策 定 の 際 の 参考 に な れ ば 幸い で ある 。 


6-1 短期 専門 家 派遣 

6-1ー1 短期 派遣 専門 家 の 要 望 の と り ま と め 方 

これ まで は 毎年 度 の 個別 専門 家 派 中 事業 の 計画 筑 定 に 際 し て の 基礎 資料 と な る 
「 根 調査 表 」 に 記載 され て いる 短期 専門 家 の 業 務 内 容 に つい て は 、 複 数 の 指導 
科目 を 一 枚 の 同一 要 所 調査 表 に 記載 し て いた と と も あり 、 詳 細 が 記さ れ て いな い 
場合 が ほとん ど で あ っ た 。 ' 

この た め 、 短 期 専門 家 の 指導 科 目 の 詳 細 内 容 は 、 別 途 関 係 機関 か ら 説 明 ペ ー 
パー を 入手 する な ど し な いと 、 把 所 で き な い 状況 で あっ た 。 ま た 、 最 近 で も 
4 ォ ー6 の 指導 科目 に つい て 各 科目 それ ぞ れ 4 一 5 人 の 短期 専門 家 の 派 遣 を 要請 
し て いる が 、 そ れ ぞ われ の 指導 科目 に 対し て 優先 順位 が 全く 付 さ れ て いな い の で 、 
本 必 名 省 会 議 で 案 伯 の 採 各 に つい て 検討 する 際 に 支障 を 米 し て きた 事実 が ある 。 
(中 国 側が 要請 する 各々 の 指導 科目 に 対し 、 優 先 順 位 を 付 さ な か っ た の は 、 要 請 
し た 鉄道 分 野 の 案件 を 全部 実施 し て ほし いと 希望 し て いた こと に も その 原因 の 
ー つ が ある よう 思わ れる 。) 

いずれ に し て も 、 1 案件 毎 の 専門 家 の 指 導 科 目 の 内 容 が きち ん と 整理 され 、 
大 全館 及び J 1 CA 事務 所 の コメ ント を 付 し て 、1 指導 科目 = 1 案件 と し て 一 析 
の 「 要 調査 表 」 に まとめ て 提出 され る よう 関係 機関 に 留意 し て も ら う 必要 が あ 
る 。 ま だ た 、 鉄道 分 野 の 中 で 複数 の 指導 科目 = 複数 の 案件 の 要望 を 出す 場合 に は 、 
中 国 側 で 必ず 案件 毎 の 人 先 順位 を 付 し て も ら う よう 申し 入れ て お く こ と が 必要 で 
ある 。 案 件 の 優先 順位 が 付き され て いる と と に より 、 限 られ た 予算 の 中 で の 案件 の 
検討 、 案 件 の 採 吾 が より スム ー ス に 行い 得る と と と な る 。 


6-1-2 短期 専門 家 の 派遣 期 間 と 業務 内 容 

1 案件 = 1 指導 科目 に つい て 4…5 人 の 短期 専門 家 を 約 1 月 派遣 する 形態 が 
一 般 的 な パタ ー ン と な っ て いる 。 ま た 、1 ケ月 の 派遣 中 の 専門 家 の 業務 形態 は 
大 きく いっ て 二 つ に 分 けら れる 。 


ー つ が 現場 視察 に よる 中 国鉄 道 技術 (プロ ジェ クト 等 ) に つい て の 情報 収集 で 
あり 、 も うー つが 、 中 国 全 土 か ら 集め られ た 鉄道 部 技術 者 対す る 講 閉 で ある 。 

ここ で 一 番 大 き な 問 題 は 、 日 本 人 専門 家 が 中 国 派 遣 され て 中 国 の 実情 を 見 る 
まで 、 中 国 の 名 技術 の 直面 する 具体 的 な 問題 の あり 方 を は と ん ど 知 ら な いま ま 
中 国 派 遣 さ れ て し まっ て いる 例 が 多い こと で ある 。 も ちろ ん 、 年度 毎 の 個別 
専門 家 派 遺 計画 が 筑 定 さ れ 、 本 履 で の 関係 機関 の 協力 を 得 て 、 専 門 家 侯 補 者 が 
内 定 され た 科 階 で 、 指 導 科 目 に 関連 する 情報 を 本 作 で 整理 し 、 必 要 応 中国 
伯 部 か ら も 情報 を 提供 し て も ちっ て いる 。 し か し 、 中 国鉄 首部 が 提供 で きる 
資料 情報 の み で は 、 ま ざさ に その 指導 科目 で 問題 と な っ て いて 日 本 の 専門 家 の 指導 
を 受け た いと 考え て いる 情報 が 、 非 常に 伝え 罰 く いと し で いる 。 

この 現状 を 改善 する た め に は 、 中 国 か ら 得 られ る 情報 の 精度 を 高め る 必要 が あ 
る が 、 そ の 方 法 と し て 1 指導 科目 4 ご 5 人 の 専門 家 の うち 1 人 を 先行 し て 派 中 
する と いう 考え 方 が 中 国 側 か ら 提案 され た 。 と れ に より 、 中 国 の 現場 に 日 本 の 
関係 者 が 事前 現場 着き 視 守 等 を 行なっ て 、 問 如 等 の 整理 を し て 、 日 本 の 
関係 者 等 へ 情報 提供 を 行う こと が で きる 。 と うす れ ば 、 同 一 案件 = 同一 指導 科目 
の 他 の 専門 家相 補 者 、 中 国 に お ける その 案件 対す る 協力 内 容 の 真 の ニー ズ を 
地 握 で き 、 日 本 の 現状 因 ち し つつ 、 人 材 リ クル ー ト 面 で の 調整 を は じ め 、 技術 
面 で も ニー ズ に 充分 マッ チ し た 愉 好 で 事前 準備 が で きる と と と な ろう 。 

同一 案件 で 、 他 の 専門 家 先行 し て 派遣 する 専門 家 の 役 目 を 事前 の 正確 な 情報 
取 集 の み と する か 、 後 続 の 専門 家 と 合流 し て 講義 等 まで 行う 形態 する か に つい 
て も 今後 関係 概 関 間 で 詰め の 議論 が 必要 で ある 。 

と れ ま で 派遣 され て きた 短期 専門 家 の 派遣 期間 が 大 旨 1 月 と 設定 され た 彰 
に は 中 国 側 の ニー ズ に よっ て と いう より は 、 む し ろ 日 本 側 の 専門 家 派遣 の 人 材 
リク ルー ト 関 連 の 事情 に よる と ころ が 大 きい と 言え る よう で ある 。 


中 国 側 と し て は 、 現 場 視察 と 講義 を 組み 合わ せ て 行う 現在 の や り 方 より も 
むし ろ 本 音 と し て は 現場 視察 + 講 義 + 現 場 で の 問題 解決 へ の 具体 的 助言 ・ 提 案 を 
行なっ て ほし いと し て いる 。 も か か わら ず 、 現状 で は 、 日 本 の 短期 専門 家 リ ク 
ルー ト の 事情 を お も ん ば か っ て 、 いわ ば 中 国 側が 自主 的 撮 制 し た 愉 好 で 泊 中 
要望 期間 を 1 ケ月 と し て いる の が 実情 で ある 。 (と の 背景 に は 、 国 鉄 が J R へ と 
民営 化 さ れ 、 民 間 か ら 多 人 数 に の ば る 長期 間 の 専門 家 派遣 が 難し く な っ て いる と 
いう と と が ある よう に 思わ れる 。) 

1 ケ月 以上 の 派 遺 期間 と し た 場合 の 派遣 専門 家 り クル ー ト 係る 難し さと いう 
問題 を 解決 し な けれ ば な ら な い が 、 中 国 側 の 日 本 人 専門 家 に 対す る 期待 は 潜在 的 
は 計画 段階 及び 進行 中 の プロ ジェ クト 等 に お ける 問題 解決 に より 大 き な 比 重 が 
ある と 考え られ 、 協 力 の 効果 も 大 きい と 考え られ る 。 し た が っ て 、 1 月 に よる 
短期 の 専門 家 派遣 期間 を 固定 的 に する の で は な く 、 必 要 に 応じ て 3 一 6 ヶ月 の 
専門 家 派遣 に も 対応 で きる よう に し て いく こと と が 重要 な 課題 と し な っ て き て いる 。 


6-1-3 現地 活動 形態 

現在 の 現地 で の 業務 形態 で は 、 現 地 情 報 の 収集 ・ 整 理 か ら 見 て 、 中 国 K 入 っ て 
か ら 現 場 を 視察 する と と は 必要 と 考え られ る 。 し か し 、 講 義 の や り 方 に つい て は 
改善 の 余地 が ある と 考え られ る 。 中 国 側 と し て は 1985 年 以降 、 か な り 絞 っ た 専門 
領域 で の 日 本 か ら の 専門 家 派遣 を 求め 、 そ れ に 見 合っ た 指導 科目 内 容 と する よう 
努め て きた が 、 日 本 の 専門 家 の 講 義 内 容 が や や 一 般 的 な 技術 の 紹介 に 終わ っ て 
いる ケー ス も 散見 され る と し て いる 。 

また 、 講 義 形式 が 専門 家 か ら 受 講 者 に 対す る 一 方 通行 の 場合 、 日 本 の 事情 紹介 
的 な も の に な っ て し まう 傾向 が ある と し て いる 。 


と れ ま で に も と の よう な 一 方 通行 で は 、 中 国 の 実情 に 治っ た 知識 ・ 技 術 の 向上 に 
必ず し も つなが ら な いと し て 、 講 義 終了 時 に 講演 者 で ある 専門 家 と 受講 者 と の 
座談 会 形式 を 取り 入れ て いる 例 も ある 。 

と の 座談 会 形式 は 、 講 演者 で ある 専門 家 が 受講 者 の 抱え て いる 中 国 の 実情 を 
踏ま えた 問題 に ある 程度 対応 で きる よう な や り 方 を し て いく 必要 が あろ う 。 

と れ ま で 講義 は 、 日 本 人 専門 家 が 中 心 で や っ て きた 。 し か し 、 専 門 領域 記 
よっ て は 中 国人 技術 者 も 育ち 、 相 当 高度 な レベ ル に ある 人 も 育っ て いる 。 そ と で 
し か る べき テー で マ 設定 を 行い 、 日 本 人 専門 家 と 中 国人 技術 者 の 両方 が 中 国人 受講 
者 に 講義 ・ 講 演 を 行い 、 続 いて 問題 解決 の 議論 を 行え る よう な 効果 的 な セミ ナー 
を 企画 し て も よい の で は な いか と 考え られ る 。 

また 、 も う 一 つ 重 要 な と と は 、 中 国 に お ける 専門 家 の 活 動 形態 と し て 、 現 場 に 
お ける 具体 的 提案 ・ 問 題 解決 を 講義 の 後に で きる よう に し て いく こと で ある 。 

と の た め に は 、 既 述 し た よう 1 ヶ月 を 大 幅 に 越え る 派遣 期間 が 必要 に な る が 
その 期待 され る 効果 を 考慮 すれ ば 、 ぜ ひ 中 国 を 含め 本 部 関係 機関 の 間 で 議論 を 
進め る 必要 が ある 。 


6 一 1 一 4 今後 の 派遣 分 野 

1975 年 1993 年 まで の 1 5 年 間 に 2 8 0 人 の 短期 専門 家 を 派遣 し た が 、 こ とこ れ を 
指導 科目 数 で みる と 7 2 と な る 。 鉄道 分 野 に 係る 技術 は 、 土 木 ・ 電 気 通 信 ・ 
機関 手 等 多岐 に 上 且 る が 、 相 当 幅 広く 中 国 側 の ニー ズ に 対応 し て きた と 言え る 。 

と の よう に 幅広 く 技術 協力 を 実施 し て きた と と が 、 中 国 の 鉄道 技術 分 野 で 相当 
高い 協力 の 効果 ・ 成 果 が 上 が っ て いる こと な が 今 次 調査 で も 明らか と な っ て いる 。 
と の よう な 広範 囲 、 大 人 数 に よる 技術 協力 の 実績 を 踏ま え 、 今 後 更 に 日 本 か ら 
O DA ベー ス で の 個別 専門 家 の 派遣 スキ ー ム で 協力 する と すれ ば 、 真 に 中 国 側が 
必要 と する 鉄道 分 野 の 協力 の 重点 は どの 分 野 ・ 領 域 に 集約 され る の か きち ん と 
整理 ・ 把 握 し て お く と と が 重要 で ある 。 


近年 、 派 遣 さ れ た 長期 専門 家 の 総 合 報告 ( 書 ) に よれ ば 、 そ の 重点 分 野 ・ 領 城 
は 、 旅 客 鉄道 の a) 速度 向上 に 関す る 分 野 b) 安全 に 関す る 分 野 c) 新 し 
い 設 計 ・ 施 工 技術 関 する 分 野 の 三 つ で あり 、 中 国鉄 道 部 じ も こと の 置 進言 し た と 
し て いる 。 

他方 と の 点 に つい て 、 中 国 側 損 し た と ころ 、 既 世 1991 年 2 月 日 本 か ら 才 
を 得 た い 、 鉄 道 技術 の 重点 分 野 に つい て 内 部 で 検討 し 、 上 財部 の 承認 を 得 た も の 
を 資料 と し て 取り まとめ て いる 。 ( 別 添 _ 資料 参照 ) 中 国鉄 道 部 と し て は 、 同 
資料 に 取り まとめ られ た 方 針 は 、 現 在 も 変更 し て いな いと し て お り 、 そ の 鉄道 
技術 に お ける 日 本 か ら の 協力 希望 重点 分 野 は 、 a) 速度 向上 b) 安全 関連 
c ) 新しい 設計 ・ 施 工 技 術 で ある と し て いる 。 と これ ら 重 点 分 野 は 、 前 述 の 長期 
専門 家 の 指 摘 する 重点 分 野 と 全く 同じ で ある 。 

と れ ま で の 鉄道 分 野 に 対す る 個別 専門 家 派遣 分 野 の 協力 実 積 を 踏ま え 、 長 期 
専門 家 の 指 摘 及 び 中 国鉄 道 部 の 意向 を 併せ 、 考 慮 する と 今後 の 日 本 か ら の 個別 
短期 専門 家 の 派遣 スキ ー ム で は 、 こ と れ ら の 鉄道 技術 三 分 野 に 絞っ て いく と と が 
望ま し いと 考え られ る 。 

担 し 、 中 国 側 に よる と 速度 向上 分 野 で は 7 つ 、 安 全 分 野 で は 7 つ 及 び 新 し い 
設計 ・ 痛 工 技 術 で は 5 つの 細分 化し た 技術 領域 を あげ て いる 。 と これ ら 組 目 の 技 術 
領域 に 関す る 協力 の 必要 性 は 各 年 度 毎 の 要望 調査 表 を 踏ま え 、 随 時 検討 し て いく 
と と に な る 。 し か し 、 と と で 重要 な こと は 単に 年 度 毎 に 要望 に 対す る 専門 家 派遣 
の 必要 性 を 検討 する に と ど ま ら ず 、 中 国 の 鉄道 分 野 に 対す る 個別 派遣 専 門 家 の 
分 野 ・ 人 数 ・ 派 遣 期間 等 に つい て 今後 数 年 (3<5 年 程度 ) を 展望 し た 見 通し を 
た て る と と で ある 。 

と の た め に も 、 さ ら に 中 国 側 の 今後 数 年 に 評 た る 展望 の 中 で の 見 通し を た て 、 
日 本 か ら 派 遣 を 希望 する 専門 家 の 分 野 (指導 科目 ) ・ 派 遣 人 数 ・ 派 遣 期間 等 に つ 
いて の 具体 的 な プラ ン を 提出 し て も ら う と と が 肝要 で ある 。 


な お 、 中 国鉄 道 部 と し て は 、 日 本 か ら の 協力 を 得る を めこ れ ら 三重 点 分 野 に 
締 る 前 提 と し て 次 の 大 原則 に より 中 国内 で の スク リー ニン グ を 行っ た と し て いる 
と これら の 原則 は 
a) 中 国 で で きる 技術 分 野 ・ 領 域 つ 中 国鉄 首部 技術 者 を 充当 
b ) 中 国 で 少し し か 分 か っ て いな い 技 術 分 野 ・ 領 域 つ 外国 か ら の 技術 
協力 を 要請 
co ) 中 国 で 全然 で き な い 技 術 分 野 ・ 領 域外 国 か ら の 技術 協力 を 要請 
(この 分 野 ・ 領 域 で は 、 特 に 次 の ステ ッ プ と し て 何 を すべ きか 
何 を 導入 し 、 ま た 何 を 購入 すれ ば 良い か の アド バイ ス が ほし い ) 
の 3 点 で ある 。 
また 、 中 国 側 と し て は 、J I CA ベ ー ス の 技術 協力 に は 、 民 間 の ノウ ハウ で 
し か る べき 対価 を 支払 う 必要 の ある 鉄道 技術 の 分 野 ・ 領 域 は 含め ず 、 そ の 期待 も 
し て いな いと し て いる 。 (さら に だ 、 日 本 と の 技術 協力 に 関わ る 中 国人 技術 者 に は 
この と と を よく 理解 する よう 指導 し て いる と し て いる 。) 


6-1-5 今後 の 派遣 人 数 に つい て 

中 国鉄 道 部 と し て は 、1992 年 2 月 の 時 点 で 日 本 と の 技術 協力 計画 等 を と り ま と 
め た 際 、 と れ ら 三重 点 分 野 の 協力 を 円 滑 に 行い 、 課 題 を 達成 する た め 1992 年 
か らら 5 年 間 に 評 り 、 毎 年 2 0 名 の 日 本 人 短期 専門 家 の 派 遣 を 望ん で いる と し て 
いる 。 

と の 短期 専門 家 派遣 人 数 年 は 、 個 別 専門 家事 業 に よる 中 国鉄 道 部 へ の 協力 が 
開始 され た 頃 と 同 程 度 の 規模 で ある 。 別 の 表現 を すれ ば 、 こ とれ まで 多 人 数 の 短期 
専門 家 派遣 が 1 0 数 年 に 古っ て 実施 され て き で お り 、 い わけ ば 特別 扱い され て 
きた が 、 さ ら に 今後 も 特別 扱い を 継続 し て ほし いと いう と と と 受け と れる 。 


と の 特別 扱い に つい て は 、ODA 予 算 の 効果 的 ・ 効 率 的 執行 の 面 か ら も 毎年 
同じ 大 規模 の 短期 専門 家 派遣 継 続 は 難し い 状 況 で ある と と を 本 調査 団 か ら 中 国鉄 
道 部 に 説明 し た 。 今後 に つい て は 、 短 期 専門 家 の 派 遣 分 野 を 前 記 の 3 分 野 に 絞り 
つつ 、 業務 内 容 も 精査 し 、 中 国 側 の ニー ズ に より マッ チ し た も の に し て いく こと 
が 必要 で ある 。 と の た め に は 、 場 合 に よっ て 派遣 期間 を 1 ヶ月 以上 に する 必要 性 


くれ ば 1 案件 = 1 指導 科目 に 12 人 の 専門 家 で 対応 し て いく と と が で きる 
ケー ス も か な り 出 て くる と 予想 され る 。 と の よう に みて くる と 1992 年 度 ペ ー ス の 
4 指導 科目 に 対し 、 1 6 人 の 短期 専門 家 派遣 と いう や り 方 で は な く 、 年 間 で 仮に 
4 指導 科目 と 仮定 すれ ば 、 1 6 人 を 相当 下回る 専門 家人 数 で も 初期 の 目的 に 充分 
対応 で きる よう 指導 科目 に 絞り 込み を か け 、 ま た 、 専 門 家 の 派 遺 期 間 を 1 ケ月 
以上 に する 等 工夫 ・ 改 善 し て いく 余地 が ある と 考え られ る 。 

また 、 と れ と 関連 し て 、 今 年 度 要請 を 含め 、 こ と れ ま で の 指導 科目 は 、 細 分 化 さ 
れ た も の で は な い の で 、 1 案件 = 1 指導 和 料 目 た つい て 4 一 5 人 の 日 本 の 専門 家 が 
必要 な 内 容 と な っ て いる 。 し た が っ て 、 仮 に 要請 全体 に 対し 、 人 数 削減 を 行う と 
すれ ば 1 案件 = 1 指導 科目 の 人 数 を 削減 する の で は な く 、 案 件 = 指導 科目 の 数 を 
減ずる や り 方 で 対応 し て ほし い 和 旨 中 国 側 か ら 強 い 要 望 が あっ た の で 今年 度 (1993 
年 度 ) は と の 考え に 沿っ て 対応 する の が よい 。 

他方 、 調 査 団 か ら 今 後 、 1 案件 = 1 指導 科目 に 対し て 必要 な 日 本 の 専門 家 の 数 
に つい て は 、 現 在 の 4 て 5 人 か ら 1 一 2 人 に 削減 し て いく と と も 検討 すべ き と 
し た の に 対し 、 中 国鉄 道 部 と し て も 、 指 導 科 目 内 容 を も っ と 絞り 込む な ど 必 要 に 
応じ 、 そ の 方 向 で 検討 し た いと し た 。 


6-2 長期 派遣 専門 家 

1979 年 一 1992 年 度 ま で に 1 5 人 の 長期 専門 家 を 派遣 し て きた 。 専門 家 の 泊 中 
分 野 は 鉄道 運転 (1 人 ) 、 鉄 道 土木 (7 人 ) 、 鉄 道 電化 (3 人 ) 、 鉄 道 信 号 (2 
人 ) 及び 鉄道 技術 ( 1 人 ) の 計 6 分 野 で ある 。 大 き な 流 れ と し て は 、 鉄 道 の 土木 
分 野 と 電気 ・ 信 号 通信 と と ら え る と と が で きる 。 
専門 家 の 派遣 期 間 は 、1988 年 度 及び 1992 年 度 派遣 の 2 人 の 鉄道 土木 専門 家 の 
2 年 間 を 除き 、 残 り 1 3 人 は いずれ も 1 年 の 任期 で 業務 を 行っ て いる 。 そ れ ぞ れ 
の 鉄道 技術 分 野 で の アド バイ ス 業 務 の 他 、 短 期 専門 家 の 活動 後方 支援 等 に より 
相当 の 協力 成果 を 上 げ て きた 。 


6-2 一 1 長期 専門 家 の 業 務 内 容 

し か し な が ら 、 こ の よう な 長期 専門 家 の 派 遣 分 野 ・ 期 間 及 び 実 績 か ら 指 摘 で き 
る 問題 の ー つ は 、 1 年 の 派遣 期 間 で 長期 専門 家 と し て の 充実 し た 業務 活動 を 充分 
行い 得る か と いう 点 で ある 。 鉄 道路 線 総 延長 53.000 キ ロ 以 上 、 職 員数 330 万 人 
以上 、 輸 送 量 は 旅客 で 2.610 億 キロ 、 貨 物 で 10,600 倍 トン で あり (日 本 の それ 
ぞ れ 1.2 倍 、4 6 倍 ) 、 国 土 面積 も 日 本 の 約 2 6 倍 で あり 地形 ・ 地 質 の 変化 人 富 
ん で いる 。 中 国 の 鉄道 に 対す る 長期 専門 家 と し て アド バイ ザー 的 役割 で 技術 壇 力 
を 行う に は 、 現 場 の 事情 把握 が まず 必須 と 考え られ る 。 て の 現場 事情 の 把握 に は 
少な く 見 て も 3 ヶ月 ^ 半 年 ぐら い を か ける 必要 が ある と 考え られ る 。 

と の よう な 観点 の みか ら 考 えて も 懇 を 落ち 着け て 適格 な アド バイ ス 業 務 を 行う 
に は 1 年 の 任期 は 短 か す ぎる と 考え られ る 。 や は り 、1 人 2 年 の 派 遺 期 間 は 必要 
で あろ う 。 ま た 、 短 期 専門 家 派 遣 が 1 チー ム 2 て 6 人 で 年 間 4 て 6 チー ム 派 遣 さ 
れ て きた た め 、 長 期 専 門 家 が こと の 受入 れ 準 備 に 業務 面 で の 大 き な エ ネル ギー と 
時 間 を 費やし て き て いる 現実 が ある 。 長 期 専 門 家 と し て の アド バイ ス 業 務 と いう 
より も ゃ も 、 短 期 専 門 家 チ ー ム の 受入 れ 準 信 の 合計 に アド バイ ス 業 務 を 行わ ざる を 
得 な いよ うな 面 が 強かっ た の で は な いか と 考え られ る 。 


今後 は 、 短 期 派遣 専門 家 の 巣 務 内 容 形態 を 変え 、 事 前 に 中 国 の 鉄道 技術 に 関す る 
情報 収集 を より 充実 させ る 、 あ る い は 短期 専門 家 の 派 遣 を より 絞り 込ん で 案件 の 
数 (また は 派遣 専門 家 の 人 数 ) を 減ずる 等 に より 、 現 状 より も 長期 専門 家 の 短 期 
専門 家 に 係る 受入 れ 準備 業務 費 を 大 幅 に 軽減 する 必要 が ある 。 少なくとも 、 長 期 
派遣 専門 家 の ア ドバイ ス 業 務 が 主 で 、 短 期 専 門 家 の 受 入れ に 係る 業務 は 従 と な る 
よう 改善 し て いく 必要 が ある 。 

路線 の 延長 計画 及び 電化 は 中 国鉄 道 部 の 基本 重要 方 針 で あり 、 と の 面 で も 課題 
は 多く 、 日 本 か ら の 長期 専門 家 の ア ドバイ ス の 効果 が あっ た 。 


6-2-2 長期 専門 家 の 配 属 先 及 び カ ウン ター パー ト の 配置 

長期 専門 家 の 中 国鉄 道 部 内 で の 配属 先 は 当初 か ら 外事 司 と し て きた 。 同 司 は 
対外 的 な 渉外 を 主 業務 と し て お り 、 他 の 鉄道 部 内 の 司 ・ 局 に 対し 、 長 期 専 門 家 の 
活動 ・ 活 用 を 幅広 く 働き か ける こと が で きる 利点 を 有 し て いる 。 他 方 、 同 司 は 
現業 部 門 を 持た な い の で 、 技 術 的 な 面 に つい て の アド バイ ス 業 務 が 中 心 と な る 
長期 専門 家 の 活 用 を 図る た め 、 他 の 現業 司 ・ 局 か ら 長 期 専門 家 の カ ウン ター パー 
ト と な る べき 技術 者 を 指名 し 、 外 事 司 へ 配置 換え する 等 の 措置 を と る 必要 が 生じ 
て くる 。 

長期 専門 家 の カ ウン ター パー ト は 、1979 年 派遣 開始 後 約 3 年間 は 、 他 の 現業 
語 ・ 局 か ら 技 術 者 を 指名 し 、 長 期 専 門 家 に 張り つけ る や り 方 を と っ て きた 。 
し か し 、 そ の 後 は 必ず し も る 特定 の カウ ンタ ー パ ー ト を 指名 し て 長期 専門 家 に 張り 
つけ て お ら ず 、 中 国 側 の その 時 の 必要 に 応じ 、 複 数 の 技術 者 等 に アド バイ ス 業 務 
を 行っ て いる 。 や や ルー ス な 形 で の 複数 カウ ンタ ー パ ー ト が 存在 し て いる こと と 


な る 。 


と の よう な や や 不 特定 の カウ ンタ ー パ ー ト 配置 に な っ て きた 背 太 に は 、 日 本 人 
の 長期 専門 家 は 中 国 側 か ら み る と 専門 分 野 が 狭く 、 中 国 側 技術 音 を は じ め 鉄 道 
関係 者 が 考え る 1 人 の 専門 家 が 有 し て いる は ず と 考え る 技術 の 幅 に 差 が ある こと 
が あげ られ る 。 と これ は 、 中 国人 技術 者 が 日 本 の 長期 専門 家 に カウ ンタ ー パ ー ト と 
し て 張り つい て も 、 幅 広い 知識 ・ 技 術 が 身 に つけ られ な いと 考え る こと つ な 
が っ て いる 。 中 国鉄 道 部 は 、 技 術 面 で も 未だ 、 多 岐 に 渡る 問題 ・ 課 題 に 対応 し 、 
アド バイ ス し て も ら え る 専門 家 が ほし いわ け で ある 。 

し か し な が ら 、 現 実に 日 本 で の 専門 領域 は 、 中 国 側が 考え る よう な 幅広 いも の 
だ な っ て いな い の で 、 現 実 的 な 対応 と し て は 、 幅 広い 専門 技術 を 有 し て いる 専門 
家 の 派遣 元 機関 等 に 間接 的 に 技術 情報 提供 等 の 協力 を 依頼 し な けれ ば な ら な いと 
考え られ る 。 

また 、 カ ウン ター パー ト の 配置 に つい て は 、 間 題 が 起き て か ら ア ドバイ ス を 
得る た め に 長期 専門 家 の と と ろ に 技術 者 を 送る や り 方 で は な く 、 も っ と 計画 的 
問 題 解 決 ・ 提 案 等 を 行う た め の ア ドバイ ス 業 務 を 行い 、 そ の 計画 だ 従い 、 カ ウ 
ンタ ー パ ー ト も 同様 に 計画 的 に 配置 し て お く と と が 望ま れる 。 


6-3 研修 員 受 入れ 
6-3-1 現状 と 問題 点 

1979 年 に 電気 、 車 輌 及び 運行 管理 の 自動 化 に つい て の テー マ に より 、2 6 名 の 
研修 員 の 受入 れ か ら 出 発し た この 制度 は 、 こ の 1 4 年 間 に 延 べ 234 名 に 達し た 。 

中 国鉄 道 部 及び 関係 先 機関 と の 協議 を 通し て 、 中 国 側が 日 本 の 協力 と その 効果 
に 対し 、 中 い 関心 と 現状 対す る 問題 意識 を 持っ て いる と と が 明らか に な っ た と 
と も に 、 こ れ ま で の 我が国 の 協力 が か な り の 成果 を 上 げ て いる と と が 分 か っ た 。 
さら に JI CA の 研修 を 高く 評価 する と と も に 、 日 本 で の 研修 を 通し て 中 国 側 は 
日 本 の 官民 と の 人 的 交流 、 民 間 ベ ー ス に よる 機材 の 購入 契約 及び 日 本 の 鉄道 技術 
研究 所 と 中 国鉄 道 部 科学 技術 院 と の 間 で 3 年 間 の 共同 研究 を 締結 する と と で 合意 
する な ど 、 そ の 効果 は 多大 で ある 。 一 方 、 今 後 改 善 す べき 点 も 浮上 し て き て いる 
と と は 事実 で ある 。 

と れ ま で の 1 4 年 間 の 研修 員 の 受入 れ の 間 記 国鉄 が 解体 され 、J R 各 社民 党 
化 さ れ た 。 そ れ に と も な い ソ フト 面 の 有料 化 及び 企業 秘 審 に 関わ る 部 分 の 研修 の 
困難 さ 等 、 日 本 側 の 受入 れ 態 勢 の 問題 が 生じ て き て いる 。 

1991 年 より 研修 員 の 受入 れ は 、 そ れ ま で の 複数 の テー マ か ら 単 一 の テー マ で の 
研修 に 変更 に な り 、 研 修 期 間 も 1 ケ 月間 と 短縮 に な っ た 。 と の た め 、 中 国 側 の 
技術 者 より 日 本 で の 研修 に つい て 、 専 門 分 野 で の 高度 な 研修 、 ま た 現場 で の 視察 
を 通し て 、 中 国 が 現在 抱え て いる 技術 的 な 間 題 点 に つい て の 日 本 側 技術 者 と の 
意見 交換 等 の 時 間 が 全く な く 研 修 の 効果 が 必ず し も 充分 に 上 が っ て いな いと の 
指摘 が 一 部 帰国 研修 員 か ら 出 て いる 。 と れ は 、 日 本 側 の 受入 れ 機関 で ある JR 等 
の 人 の や りく り が 難し く 、 ま た ルー ティ ン ワ ー ク に 追わ れ て 事前 に 充分 な 準備 が 
で き な い と いう 厳し い 現状 に よる も の で ある が 、 そ の よう な 状況 に お いて も 研修 
参加 者 に 充分 な 研修 が で きる よう 日 本 側 で も 予算 面 も 含め て 何ら か の 対策 は 必要 
で ある 。 


6-3ー2 今後 の 改善 点 

日 本 で の 研修 記 参 加 す る 中 国 側 技術 者 は 、 日 本 より 短期 専門 家 が 現地 に お いて 
講義 を する セミ ナー に 参加 し た 者 の 中 か ら 鉄 道 部 が 中 心 と な っ て 各 関 係 機関 に 
人 数 を 割り ふっ て いる た め 、 参 加 者 の 立場 に よっ て は 日 本 で の 研修 の 捉え 方 及び 
希望 する 研修 内 容 が 違う た め 、 そ れ ぞ れ 充 分 対応 で きる 研修 内 容 に する と と は 
現在 行なっ て いる 画 一 的 な 研修 (同一 日 程 、 同 一 行動 ) で は 不可 能 で ある 。 

これ は 、 中 国 側 の カウ ンタ ー パ ー ト の 定義 の 認識 不足 に 起因 する が 、 現 状 で は 
長期 専門 家 の 固 定 し た C ノ P (技術 移転 対象 者 ) が 中 国 側 の 事情 で 配置 され て お 
ら ず 、 今 後 も 期待 で き な い 以上 これ まで 通り 中 国 各 機 関 より 技術 者 が 日 本 で 研修 
を 受け る も の と 思わ れる の で 、 日 本 側 の 研修 の 対応 の 仕方 に 配慮 する 必要 が ある 
。 鉄 道 部 と し て は 、 短 期 専 門 家 と 研修 員 の 受入 れ と の 組み 合わ せ の 効果 が 高い と 
評価 し て いる 以上 日 本 側 と し て も 要請 が あっ た 研修 員 1 人 1 人 に 適し た カリ キュ 
ラム を 作成 し 、 共 通 項目 に つい て は 合同 で 、 そ し て 研修 期間 に つい て も 参加 する 
研修 員 が 幹部 クラ ス (高級 工程 師 等 ) で は 、2 >3 週間 、 若 い 人 な ら ば 現場 で 
1 ー2 グ 月 程度 の 研修 が で きる よう 配慮 する 必要 が ある 。 

また 、 研 修 員 の 受入 れ 人 数 に つい て も と れ ま で 多 人 数 の 研修 員 を 受入 れ て お り 
中 国 の 鉄道 の 発展 多大 な 貢献 を し て いる と と 、 さ ら に 民営 化 さ れ た JR 各社 に 
国鉄 時 代 の よう に 途上 国 信 対 する 鉄道 技 術 協力 の 予算 と 使命 が 期待 で き な い 以上 
今後 の 協力 に つい て は 、 研 修 内 容 の 質 の 向上 を 図る と 同時 に 研修 人 数 の 削減 に つ 
いて も 検討 すべ き 時 期 に き て いる と 思わ れる 。 

その た め に は 、 受 入れ 機関 に 充分 な 研修 を し て も ら え る よう に 、J ゴ [CA の 研 
修 経費 の 増額 及び 中 国 側 C プ P 研 修 員 の 正式 要請 書 (A 2、A3 フ ォ ー ム ) の 早 
期 入手 さら に は 希望 する 研修 内 容 に つい て 、 日 中 双方 で 充分 検討 する と と が 重要 
で ある 。 
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へ 一 - 1  ] 二 F 可 と た ュ 2 半 分 症 F イ ff 当 語 生計 まほ て 下 本 催 う 
18983 年 月 日 


胡 名 | ERR 


指導 料 目 
派 道 形態 | も ミナ -/ 7 ドル イイ ー/ は 史 / 角 人 / て 9 人 | 泊 道 基 間 
① 要 請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所) 

る 目 富 較 - 成 度 


(⑪) 泊 遺 期間 中 の 効果 *・ 反応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


(2) 期待 され る 技術 移転 効果 派遣 内 容 の 浸 衣 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー ア ッ プ ・ 借 款 等) 


| 


⑬ 深 道 に 対す る 意見 (当初 針 画 の 妥当 性 、 反 省 * 改善 すべ き 事 項 ) 


現在 の 勤務 個所 連絡 先 
Tel 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 個所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 、 一 らら  F 55 と < ュ 生 = 理生 注 和己 ぎ 科 F イロ 前 届 王 和 ま て 中 国有 條 りう 


1998 年 月 日 
姓名 awwsres 


細 


WM 
選 靖 形態 | ミナ ー/7 ド ルイ チー/ 計 7 も 9 を ER 
① 要 靖 内 容 。 | 守 了 剛 剛 ( 場 ) | 人 数 | 日 時 数 | 


(1) 専門 家 齋 請 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


( 切 その 後 の 成 果 (技術 内 容 の 浸 誠 度 一 技術 伝 揺 v プ ロジ ェクト の 活用 等 ) 


⑬ 受入 に 対す る 意見 (当初 時 画 の 受 当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) | 


| Me 
e 1 


注 ) スペ ー ス 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 
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一 ユ 守 仁王 と ス 、 30 半生 生ま 半人前 還 和民 を て 曰 2 に 仙 り う 


1988 年 月 日 
1 
氏 名 | 受入 時 所 放 ・ 隊 名 
研修 科目 0 2 
受入 形 態 | 可 / 上 、 た / 無 / ト Ccy27t98 EE 山国 
の 研修 コ ー ぇ 内 容 訓 修 剛 関 人 数 | 時 数 
@ 自 本 - 悦 - 成 度 


(1) 研修 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


切 研修 成果 (研修 内 容 の 浸 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー テ ッ プ ・ 借 款 等) 


トー 


Bl 


⑬ 研修 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 


| の 生還 連絡 先 
Te 1 
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注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さゆ 。 


8 一 会 研 末 人 人 き と ス 、 理生 半 半生 王 F 人 同 刷 先 エ 学 を て で 回 間 信 9 う 
19888 年 月 日 


eee 9 | 


研修 形態 | / 赤 :t ミ )-/ 朋 / ト ルー ニッ 97《08 . | 折 間 期 間 ] 
ュ ーー > 内 容 修 村 ( 場 所 ) | 人 数 | 日 時 数 


@ 目 - 栖 逮 成 度 
(1) 研修 期間 中 の 内 容 把握 理解 度 


2) 研修 後 の 成 果 (研修 内 容 の 混 季 度 一 技術 伝搬 ・ プ ロジ ェクト の 活用 等 


L 研修 に 対す る 意見 (当初 計画 の 世 当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 


現在 の 勤務 作 所 ul 
B 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 個所 は 番号 を 明示 し て 列 紙 に 記入 し て くだ さい 。 


|』 gm 行程 | 導き 
4 月 10 日 ( 土 ) 10:00 成田 発 つ 15:00 北京 閉 

4 月 11 日 (日 ) 11:00 一 14:00 CA 長期 専門 家 

国際 協力 事業 団 中 華人 民 共和 図 事務 所 
大 便 館 (志村 書記 官 | 
北京 鉄路 選 

中 国鉄 路 工 程 総 公司 
OECF・IICA 長 期 専門 家 | 
北京 発っ 広和 州 着 

広州 鉄路 集団 公司 | 


列 事 
広州 発 一 >10:54 深 直 騰 
14:00 広 深 鉄路 局 公司 


列車 
13:34 . 深 赴 共 一 > 広州 着 
18:20 広 外 発 一 20:30 上 海 閉 


上 海 鉄路 局 14:00 糞 浦 江 視 察 
同 済 大 学 14:00 浦東 地区 視 察 


上 海 地下 鉄 14:00 地下 鉄 試乗 
上 海 発 (列車 ) っ 


(列車 ) っ 14:00 洛陽 着 
隊 道 工 程 局 
浴 陽 機関 車 基地 ノ 三 菱 電 機 カ ガツ 4・ チ ム 
4 月 25 日 (日 ) | 16:00 三菱 電機 サッ スチ は 

20:12 洛陽 発 (列車 ) 一 + 


4 月 26 日 (月 ) Ji6 負 査 団 と 
合同 調査 
(以下 同じ ) 


(列車 ) 一 一 10:30 北京 着 
14:00 鉄道 科学 研究 院 
4 月 27 日 ( 火 ) 9:00 通信 信号 公司 14:00 鉄道 科学 研究 院 


| 月 日 行程 休 者 | 
4 月 28 日 ( 水 ) | 9:00 鉄 間 気化 各局 


14:00 北方 交通 大 学 管理 学院 
4 月 29 日 ( 木 ) 8:35 北京 発 (列車 ) … 10:35 天津 着 


11:00 鉄道 部 電化 局 電気 勘 測 設計 院 
14:00 鉄道 部 第 三 勘 測 設 計 院 

16:38 天津 発 (列車 ) ~ 18:27 北京 閉 
9:00 鉄道 部 専業 設計 錠 

15:00 鉄道 部 北京 二 七 検 車 工 惹 


資料 整理 
鉄道 部 外事 司 


鉄道 部 外事 司 

日 本 海外 経済 協力 基金 北京 弁 事 妊 
10:00 ]ICA 事 務 所 
北京 発 - 一 成田 着 


4 月 30 日 ( 金 ) 


較 
5 月 1 日 ( 土 ) 
5 月 2 日 (日 ) 


5 月 3 日 (月 ) 


5 月 4 日 ( 火 ) 


調査 団 団員 名 
中 垣 長 睦 (団長 ノ 総 括 ) J CA 派 遺 事業 部 派 追 第 二 課長 
曳 地 和 博 (団員 協力 効果 評価 ) J1CA 研 修 事業 部 研修 第 二 課 
馬場 節子 (団員 ノ 通 訳 ) 日 本 国際 協力 を セン ター 研修 監理 員 


熊 谷 叶 (コン サル タン トノ 総括 ) JARTS 技 術 顧問 
堀 常 男 (コン サル タン トン ノ 電 気 ) JARTS 技 術 願 問 


日 中 鉄道 協力 一 覧 (その 1 ) 


「 協力 形 組 1979 年 度 1980 年 度 198 1 年度 
7 日 中 国交 正 党 化 ) | 還 借 区 に 係る EN か 名 (79 年度 分 ) | 第 2 回 日 中 間 父 会 設 開催 (実科 者 人 
大 平 正孝 総理 訪中 全国 録音 拉 昌 設 を 82 年 意義 催す る こと に 合 飼 ) 


出来事 人 道 技術 協力 計画 登 艇 名 ( こ 
1 れ に より 日 中 鉄 壮 技 術 協力 開始 ) 
写 ・ 所 間 作 六 設 計画 () 
円 借款 | 北京 ・ 誠 生島 鉄道 拓 計画 (0 
人 舎 隊 ・ 広 電鉄 誠 充 計 画 の ) 


第 1 回 日 中 賠 僚 会 城 較 供 第 1 回 日 中 鉄道 協力 実央 会 設 開 供 


衣 移 朱 ・ 名 目白 間 鉄 道 時 設計 画 (1 
区 北京 ・ 秒 皇 鳥 賠 鉄道 拡充 計画 (⑪ 
衣 凌 語 ・ 広 者 癌 鉄 道 撤 光 計画 


京 発 才 ・ 石 日 所 間 鉄 道 吉 設計 画 (B) 
六 北 京 ・ 息 記 問 鉄 道 流 完 計 画 (m 


開 仙 鉄道 近代 化 計画 調査 竣 追 近代 化 計 画 調査 外 近 代 化 計 固 商 
| 式 石 農 輸 送 多 道 如 設 針 画 調 変 
電気 (79.12-80.6) 電気 80.6-80.12) 男気 (81.I-8L7) P9 
長期 立 門 家 尊 転 (79.12-80.6) 電気 80.6-80.12) 電気 (81.7-82.1) 


加 転 (81.1.81.7) 


北京 ・ 天 津 問 輸送 増強 ( 雪 道 ) 


列車 運行 管理 の 自動 化 に つい て の 
等 査 及び 意見 の 提案 (5 名 ) 


上 EESTI 
その 他人 寺 ) (9 る ) 


の 江 水 防止 と 捗 現 (4 名 ) 


安直 所 と 電車 級 の 設計 (5 名 ) 
電車 線 の 検 沸 保 守 (3 名 ) 


プロ ジェ クト 
方 式 技術 協力 
自 宮 調 査 団 


符 D 下 要 は 事後 矢 乱 調 呈 ま 條 記念 て 具 数 記 ) 
等 う ※ 富 は 中岡 偶 7 生 放 今 . 


鉄道 協力 一 覧 (その 2 ) 


[ 1982 年 度 1983 年 度 1984 年 度 
赤 祭 際 総 理 和 日 大 電導 総和 記 束 日 伯 式 如 鉄 部 長 日 ( 多 道 夫 力 
島木 普 幸 総理 訪中 中 人 根 康 氷 誠 理 店 中 門 素 フォ ー ラ ム 開 催 に 合 登 ) 


細田 運 殺 大 臣 訪 中 (第 1 回 フォ ー 
ラム の 85 年 5 月 東京 開催 に 合意 ) 


商 沈 電 ・ ね 日 所 間 鉄 道 尋 設 計画 V) 


区 ・ 石 回 所 韻 鉄道 尋 
商 北 京 ・ 拓 揚 鳥 科 鉄道 坂 完 計画 ((V) 


設計 画 () 
衣 北 京 ・ 誠 


円 借 


六部 才 ・ 室 半 則 鉄道 沈 化 計画 () 
京 広 者 ・ 告 腸 則 鉄道 拡 沈 計画 (① 


具 師 岡 鉄 追 拡充 計画 (V) 
護 部 才 ・ 


穫 屯 前 医 導 電 化 計 画 
載 広 者 


華 虎 調査 ・ 称 環 岡 鉄 道 和 化 計画 


廊 者 ・ 室 鶏 間 鉄道 電化 計画 
式 広 州 ・ 告 語 剛 鉄道 電化 計画 
直上 浴 者 市 天 速 鉄 道 問 術 計 男 


運転 (82.783.?) 
土 林 ( 83.3-843) 


箇 気 (33.7-84.7) 
土 本 (83.3- 89. 3) 


長期 専門 泰 


電気 (84.7-85.7) 
土 示 (84.3.8 5.3) 


2 設計 施工 に 係わる 共 3 


と 指導 (4 名 )※・Pe2 
充 者 ・ 石 日 所 問 映 茂 設計 指導 


充 者 ・ 
(2 名 ) 


Pr 
大 璃 山 IA の 僅 抗 ・ 立 需 の 設計 ・ 施 


k 大 感 山 2 入 の 地 直 良 、 間 水 区 間 の 
設計 ・ 施 (4 名)X Ps 
中 で 部 誤 橋 、PC 中 長大 描 の 計 回 、 設 


直 の 痢 導 (4 名 ) 

北京 ・ 率 人 息 島 剛 AT 電 化 の 設計 ・ 施 
工 の 鍛 導 (6 名 ) Fe 

北京 ・ 
導 (2 名 ) 


と 指 拓 (4 る ) っ 
豊 台 ・ 大 同 岡 電化 の 岡 題 点 の 調 
変 ・ 指 導 (4 名 ) 


車両 


電気 


(3 名 ) To 


碁 又 統 に お ! の 拓 4 
名 ) PU 


大 簡 山 ! 二 次 工 と 防水 (4 名 ) 
施工 管理 と 組織 (6 名 ) 

北京 ・ 泰 挟 鳥 科 管 化 の 和 家 化 施工 
(2 名) 

北京 ・ 泰 畠 島 間 き 
(5 名 ) 

踏切 設備 (4 名 ) 


直 汐 私 と 通信 


6 7 名 ) 
設備 、 登 報 座 (5 名 ) 


泰 皇 鳥 岡 の 電波 障害 対策 の 指 k 齋 


の 人 る 4 


人 氷 を の 5 る Pe 


央 出力 党 気 擬 賠 還 の て EHP 


PE 測定 技 条 (4 名 ) 6 

鉄道 管理 孝 痛 数 久 (5 名 ) 

寺前 飼 理 70940 3 名 ) 
璃 山 履 北 の 地 人 所 未 

疫 計 ・ 施 工 (4 名 か 災 P68 

後生 (6 

京 泰 紋 の AT 和 常 化工 事 の 施工 技術 

(5 名) 

京 泰 紋 の AT 沈 化 鉄道 の 錦 営 、 管 理 

(5 名) 


区 周 の 


重 両 と 切 造 の 試 用 に 関す る 型 定 技 
術 (4 名 ) 


方 式 技術 協力 


自民 調査 団 


日 中 鉄道 協力 一 覧 (その 3 ) 


1987 年 度 


{ 協力 痛 避 1983 年 度 1986 年 度 
山下 和夫 運 還 大 臣 訪 中 中 算 根 遇 弘 総理 訪中 橋本 脚 太郎 退 輸 大 臣 訪 中 (第 5 回 
主 な 出来 事 日 中 間 僚 会 議 出 席 の た め ) 
土 海 列車 事故 
円 伯 夫 京 弟 者 ・ 室 半周 鉄 追 多 化 計画 (⑪)] 衣 部 才 ・ 宝 夫 間 鉄道 電化 計画 (HO)| 文 到 者 ・ 室 用 周 鉄 造 電化 計画 (LV) 


疫 広 者 ・ 告 了 剛 鉄道 拡 売 計画 (1)| 衣 広 電 ・ 衡 陣 間 鉄道 天 充 計画 (| 吉 広 州 ・ 


千 三 則 鉄 道 拡充 計画 (IV) 


7.8- Pt 
土木 (87、 11- 0 3) 


了 発 調査 | 大 貞 者 快速 鉄道 整備 計画 | 上 交 都 市 全 名 備 計 画 
KC8S.6- P25 人 才気 (86.6-873). Ps7 
長 有 専 交 誠 土木 (33.3-86.3) 土 示 ($6.3-87.3) 
BSEINZ き DC 『 | 六合 技術 (3 名 )『sm 
会 茂 (4 名) 『22 大 瑞 山 ME 9 新居 施工 技術 


(5 名 ) P39 


北京 西 駅 の 如 設 及び 営業 


軌 追 状 表 の 欄 測 、 評 価 及び 保守 管 
理 (4 名 ) 
都市 1 人 


(4 名 ) Ps ・ 
在 来 線 改 廊 と 設計 (4 名 ) ぐぅ 
軸 と 設 
水 負 AT 生 : まき 系 5 ト 道 邊 用 聞 信 投信 の 多 全 答 天 と 
上 器 彼 術 (2 名 ) P 項 、 測 補 技 入 (4 る ) Ps, Se | 条 膨 時 (5 名 ) Tss 
負 期 | 就 拓 錦 AT ま 党 方 式 居 営 保守 技術 
専門 家 | 電気 2 を ) Pso 
諾 道 用 7' 9 が "3 制御 電子 交換 機 
し と だ) 00 村 お Ed に 時 ば VC 
車両 
2 8 六 堂 覆 党 (2 も ) 
鉄道 経営 管理 (3 名 ) 鉄道 管理 経験 (4 名 ) 鉄道 研究 と 民 聞 全 評価 
その 他 座 道 技術 規定 額 の 制定 及び その | 高速 列 理 都 市 旅客 輸送 (6 名 ) |(2 名 ) 
答 理 (4 名 ) P*e で ffo 
北京 駅 地下 癌 絡 線 14% に 賠 す る [922 計 、 強 化 土 と 土質 固定 強 | 款 路 の 強化 技術 (4 名 ) 
本 水 | 計 男 と 設計 (3 名 ) 化 技術 (5 名 ) 大 が ? 橋 の 設計 、 施 工 (4 名 ) 
1 施工 技術 (1 名 ) 鉄道 経営 管理 (工事 管理 )( 4 名 ) | 鉄道 工事 0 ゲッ ト の 全体 設計 技術 、 
ーーー ト 徐 道 用 7" 叉 人 御井 子 区 抽 概 | 受 き 電 系 弥 の 絶 要 強 調 、 試 験 設 |3 
(3 名 ) 備 、 測 定 法 (3 名 ) 
電気 泰 線 光 77 信 ブリ ィ ジ 多 遂 電子 境 動 (3 名 )※ P7o 
研修 員 設計 、 放 工 技術 (3 名 )※ P63 
3 商科 線 党 化 鉄道 BT き 電 方 式 の 設 
NO 褒 0 に に うら こし と ここ 
車両 
運転 
- | 匠 中 技術 捕 報 の 近代 的 女 管理 方 | 旅 答 す 2(6 名 ) 
その 他 ] 法 (4 名 ) 
鉄道 燈 送 管理 と 会 計 管 理 (2 名 ) 
鉄道 管理 学院 ( 子 作 調 変 団 派 避 ) 音 理 学院 (事前 調 変 団 派遣) | 鉄道 管理 学院 (実施 調 衣 団 派 遣 ) 
プロ ジェ クト (長期 調査 員 派 遣 ) R/D 協 名 
方 式 技術 協力 長期 専門 家 (87.6-90.7 ) 
短期 専門 家 7D( 6 名 ) 
自 欧 調 変 団 
そ の 他 | 第 1 回 専門 家 7- 区 ( 於 東京 ) 第 2 回 専門 家 オ -( 於 北京 ) 


 : 埋設 部 等 鉄 閣 施 以外 の 案件 


日 中 鉄道 協力 一 覧 (その 4 ) 


1 紹 力 形 庄 目 1988 年 度 1989 年 度 1990 年 度 
竹下 登 総理 訪中 夫 稚 総理 来 日 
人 天安 円 事件 
商 癌 才 ・ 宇 和 則 鉄道 宛 化 計画 (V) | 広大 同 椅 皇 鳥 漠 鉄 己 地 設計 画 (1D| 六 拘 水 ・ 商 挟 四 鉄道 走 設 計画 


商 大 回 素 鳥 己 問 鉄道 志 設 計画 (⑪ 


大 北京 地下 鉄 埋設 計画 (⑪) 支 室 欧 中 衛 問 電化 新 線 填 設 SO 


帳 全 才 北京 地下鉄 地 計画 () 大 神林 ・ 革 上 間 多 道生 
開発 調 租 | 天天 津 市 快速 人 道 直 設計 財 大 天 達 市 記 束 狂 各 設計 画 天天 津 市 快 如 鉄道 設計 
っ 1 吉 気 ( 継 拉 ) 土 示 (89.2-91-2) 中 気 (90.4-9L4) 2 
し は ホ 愉 圭 玉 (継続 
鉄道 設 工事 の 安全 対策 及び 防 | 長大 PA* の 地質 調 衣 (5 名 ) 
災 技 術 ( 4 名 ) Ps9 新型 挫 染 基礎 と 区 席 地 全 対 葉 
1(5 名 ) 
号 筆 信 政 開 に よる 輸送 力 環 強 1 0-  。 。 。 . tt ATS- ED4OKERT3YP 痕 私 
(4 名 ) 
人 二 SOTMK SE 本 道 の た づ 迎 信 の 3 上 72( 9 名 ) Pt 
車 科 と 寺 受 の 保守 技術 (3 名 ) 
NIOH の 部 力 車 馬 務 肌 の 押 境 と 勤務 改善 
の た 
と の 他 | 玖 ・ 暫 須 設 備 と す せ 2 の 入 の 計画 | 列車 運転 入 及び 補 全 答 理 6 
及び 電 事 化 (4 名 ) 5 名) 
執 遺 状 表 検 瑞 技 術 (4 名 ) 鉄道 玉 設 工事 の 安全 対策 及び 肪 | 長大 IM4y の 地 気 調 宜 (5 名 ) 
0 商 技 術 (5 名 )2 。 に ココ こう ミニ コニー ミニ > 
電気 | 移動 式 無線 和 話 次 涼 ( 5 名 ) 
車両 竣 査 に お ける L 及 び pt の 自 | 車 笛 と 納 受 の 採 守 技 術 (5 名 ) 
凍ら こ oe コ 
OCGKZG/0 02 2 列車 送 較 汰 及び 安全 管理 | 
(5 名 ) 1 
鉄道 管理 学院 (計画 打ち 合せ 調 変 | 鉄道 管理 学院 (評価 調 夫 団 派 造 ) | 鉄道 管理 学 衝 ( 芝 回 調 租 団 派 居 ) 
団 派 條 ) 長期 専門 家 ( 舞 締 ) 長期 専門 家 ( 継 拉 ) 
長期 専門 守 ( 災 肝 ) 短期 専門 の F)(9 名 ) 短期 末 門 い PO 名 ) 
方 式 技 術 協 力 (ZD( 2 名 ) (7D(18 名 ) 
研修 内 CFD(4 多 ) 
7D(4 名 ) 
自 異 調査 団 
第 3 回 導 門 家 ー( 乏 京 ) 運輸 省 災 託 「 鉄道 突 全 対策 調 秋 」 |S&O 財 団 海外 交流 基金 事業 
そ の 字 「 炊 道 部 朋 人 (5 名 ) の 担 へ J 
(90.1} ) 


夫 : 電設 部 等 鉄道 部 以外 の 案件 


日 中 鉄道 協力 一 覧 (その 5 ) 
島 力 形 己 | 1991 年 度 1992 年 度 


キキ 出来事 海 品 総 理 訪中 1 
次 納 水 ・ 商 兵 賠 鉄道 吉 設 計画 (⑪)| 胡 北京 市 地下 匠 ( 第 二 期 ) 趣 設計 画 GD[ 大 北 京 市 地下 扶 ( 第 二 期 ) 填 設 計 
座 神 ホホ ・ 閉 県 岡 鉄道 志 設 計画 (⑪0] 京 南 補 - 泌 明 向 鉄 道 如 設 填 画 ) . 1 画 ⑪ 

護 南 鹿 ・ 混 明 問 鉄 導 速 設計 画 (D [広田 氷 ・ 商 丘 問 鉄道 如 設 計画 () | 衣 南 宰 ・ 混 明 問 鉄道 直 設 計画 (⑪) 
文 北京 市 地下 鉄 (第 二 期 ) 坦 設計 | 語 各 : 中 衛 岡 定 化 新雪 建設 填 画 (ID 広 黄 水 ・ 商 丘 間 鉄 導 建 設計 画 (⑪) 
画 (⑪ 大 神林 ・ 斗 県 思 鉄 道 如 設計 画 (⑪) | 広 室 鶏 ・ 中 衛 韻 電 北 新 級 居 設 計 
商 室 鐵 ・ 中 衛 問 電化 新 線 建 設 画 (Q) . 8 
画 (①) 区 神 示 ・ 期 県 岡 鉄道 束 設 計画 (⑪) 
天海 平泉 州 ・ 肖 席 鉄 道 下 設 計画 


1993 年 度 妥 請 等 


円 借款 


団 発 調査 | 次 重 諾 市 人 速 封 道 交通 計画 天 重 診 市 据 遠 幸 道 交通 叶 画 


る 気 (91.4-92.9) PSY 電気 (91.4-92.) 電気 
AR 土木 (9.4-92.4) 土 未 93.3-94.3) 人] 土 末 . 
| 失 中 員 技 術 (4 名 ) 高速 鉄道 の 幸 邊 技術 (4 名 ) 還 弘 鉄 造 IM, 快速 施工 (4 名 ) 
中 衝 の 癌 詩 - 時 作 - 才 工 (4 名 ) | Ak 施工 和 符 (4 名 )※ TGt | つり 椅 ち 7 ん 工事 技術 (4 名 ) 
Pes 高速 鉄道 の 受電 技術 (4 名 ) 高速 電化 鉄道 設計 技術 (4 名 ) 
電気 沿 速 電化 鉄 寺 引き 電 シ ステ ム 
し た 0 NE な たま た 
専門 家 | 車両 
運転 迄 鉄 道 の 層 転 保安 
た の 人 の 前 拓 び 人 店 得 と 家人 S29 人 4 る 上 設計 技術 (4 る ) 
(9 名 ) 1 な 2 
単線 鉄道 長大 じ 秒 快速 施工 (5 名 ) 
高遠 鉄道 の 受 守 技術 (5 名 )※ r9z 
研 疹 財 | そこ デコ トド ミコ ここ デニ ドコ ーー ニニ エン ニラ デニ で で ュ マ ーー コー こつ で エー ニー デマ 
を か 生生 
その 他 | 鉄道 交 防 尋 技術 (5 和 | 高 鉄 設計 技術 (5 名 ) 
昭 鉄道 管理 学院 
を 必 期 専門 家 ( 綴 - 91.7) 
短期 専門 家 (7D(5 名 ) ょ 
1 「 妖 道 営 業 管 理 和 部 」 
和 攻 変 団 「 鉄 電工 事 の 油 基 ・ 計 と 施 | 「 道 設 管理 
3 人 「 列 車 ご み の 処 理 技術 と 設備 
「 和 道 経 理 管理 と 運 ] 
第 4 回 専門 家 ー 入 ( 於 北京 ) 共同 研究 
て の 他 | 「 語 人 鉄 道 「 季 導 壮 に お ける トン ネ 
5 ル 琉 口 被 工 部 の 主導 工 法 」 
[新型 長大 抵 絶 線 雪 道 回 路 ] 


大 : 地 又 部 生 鉄 道 次 外 の 衝 件 


前 〒 米 若 エ 


1 . 


1 選 ぼ 徐 を まま 人 計 選 服 を 


Aー1 専門 家 派 己 事 業 (日 本 促 ) 


* 
ゃ 
に 】 
ゃ 
* 
ゃ 


1979 一 80 年 度 ゃ ゃ で で < で で で es 
1981 一 82 み PE 
1988 一 8 4 か oo 
1985 一 86 カ oe 
1987 一 88 カ EE 
1889<90 み PE 
1881 一 82 か PE 


【J 
* 
w 
ゃ 
ゃ 
ゃ 


・B 一 1 研修 員 受 入 事業 (日 本 側 ) ・ 


ゃ 
e 
ゃ 
< 
る 
e 


- ムー2 専門 家 派 伺 事 業 (中 国 側 ) 


w 
の 
ゃ 
e 
ロロ 
し 2 


・B 一 2 研修 員 受 入 事 業 (中 国 側 ) 


ゃ 
ロ 
っ 
* 


.。Bー2 ー カーー (JICA 外 ) 


注 1) 日 付 原 に 並べ て ある 。 


P1 


(P1 一 10) 

(Pi1 一 17) 
(P18<25) 
(P26<40) 
(P41 一 48) 
(P50~-54) 
(P55~58) 


P58 


P60 


P65 


P78 


2 ) 氏名 材 に つい て 空欄 の 表 は 専門 家 の 報 告 書 に 基づい て 作成 し た 


表 で ある 。 


へ 一 ユ 1 - 下 明 喧 そり で スッ - 層 F 革 き 区 詩人 誠 本 っ 葉 E 末 = 〈 御 = 吉 條 時 ) 
1993 年 3 月 2 日 


氏 名 永 供 宏 純 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 国鉄 外務 部 参事 補 
指導 料 月 輸送 力 増強 - 派 道 ! 1980. 3.24 
派遣 形 態 | ナン "人 9 ニノ 技術 指導 役務 提供 ノ そ の 他 期 間 | 1980.4.26 
①⑪ 要 請 内 容 (TOR) 本 属 撲 関 (場所 ) 数 日 時 数 
| を ・ 大 給電 に 関する 近 了 カ 中 国 鉄道 部 4 4 日 
@ 目 翌 達 成 度 
(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 
(別紙 ) 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 退 度 一 深度 化 7#-727* ・ 借 款 等 ) 
(別紙) 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 


(別紙) 
現在 の 勤務 箇所 連 絡 先 JRO92-2888 
日 本 テレ コム (株 ) 九州 支店 Te1. NTYO92-472-0088 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明 示し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 、 一 ユ -F 且 に ジ で ュ 寺 生き 選 お ま F イ HfT 訓 古代 主 を (白人 > 
《 画 和 氏 う No.。1 


了 名 永 入 宏 純 MM 外務 部 参事 補 


(1) 派 遺 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

ア 。 鉄道 部 本 部 及び 電気 工事 担当 箇所 の 幹部 職員 約 1 0 人 に 対し て 、「 日 本 に 於 ける 鉄 
道 通信 の 現状 」 に つい て 、 紹 介 と 説明 を 行っ た 。 暫 疑 は 活発 に 行わ れ た 。 

通訳 ( 楊 汰 芳 -- 女 性 ) は 、 熱 意 溢れ る 人 で あっ た が 、 投 術 知識 が 不 十分 な の 
で 一 人 一 人 の 理解 状況 を 確認 し な が ら 、 話 を 繰り 返す 必要 が あっ た 。 こ の た め 、 た ま 
た ま 英 語 が 通じ る 本 部 の 楽 (Lu ) 工程 師 (本 社 電 気 工事 担当 課長 で 本 ブ ロジ ェクト 
の 責任 者 ) に 対し て 、 定 め ら れ た 講義 時 間 外 に 符 別 質 医 を 実施 し 、 当 工程 師 か ら 、 全 
員 に 次 の 日 の 講義 開始 まで に 内 容 を 微 底 さ せ て 貰っ た の で 、 理 解 は か な り 行き 届い た 
と 岩 える 。 
ィ . 鉄道 通信 設備 及び その 運営 の 実態 、 鉄 道 工場 で の 通信 設備 製作 の 現状 を 調査 し 、 問 
是 点 の 摘出 と 改善 貸 の 提言 を 行っ た 。 

・ 中国 鉄道 は 、 貨 物 輸送 が 主体 と な っ て お り 、 従 っ て 操車 場 に お ける 貸 車 の 方 路 別 仕 

分 けが いか に 迅速 行わ れる か が 、 輸 送 の 大 き な 関門 の つと な る 。 

迅速 な 方 路 別 仕分 け を 行う 為 に は 、 貨車 組 成 通 報 シス テム が 十分 に 機能 し て いる 必 


要 が ある 。 
MS 
[A 操 車場 
貨車 組成 状況 デー タ を 作成 する ( 総 て 中 国 漢字 ) ーーー ッ > 自転 車 で 翻訳 者 の 所 


に 配送 し 、 翻 訳者 (大 抵 6 7 人 配置 ) が 予め 定め られ た 4 つの 数 字 に 置き 換 
える ーーー ッ > 電信 送信 担当 者 に 自転 車 で 配送 し 、 電 信 担当 者 は B 操 車場 へ デー 
タ を 送信 する 。 
[ B 操 車場 ] 
電信 担当 者 は 、 ム 操車 場 か ら の デー タ を 受信 し 、 自 転 車 で 凌 訳 者 へ 配送 する - 
ーー 翻訳 者 は 、4 つの 数 字 で 組み 立て られ た デー タ を 中 国 漢 字 文 に 翻訳 し 、 
自転 車 で 貨車 仕分 け 担当 者 へ 配送 する ーーー ッ > 貨車 の 仕分 け 入 れ 替 え を 行う 。 
問題 点 1 、 中 国 に は 、 忠 国 漢字 文 し か な い 。 漢字 は 総 て 「 四 声 」 と 称す る 発音 (抑揚 ) 
が あり 、 こ れ で 文字 一 つ ー つ が 音 と し て 区 別 で きる 仕組 み と な っ て いる 。 
日 本 の イ 、 ロ 、 ハ の よう に 「 音 」 そ の も の の 文字 が な い 。 
「 四 声 」 で 区 別 さ れる 菩 字 を 電気 信号 で 伝送 する に は 、 数 字 の 組合 せ し か 
な い 。 
その 数 字 の 組合 せ は 、 中 国 漢字 の 数 だ け 用 意 する 必要 が あり 、 翻 訳者 は 分 
厚い 翻訳 表 に よっ て 、 数 字 の 訂 列 を 漢字 文 に 、 或 は その 逆 に 、 と 云う 操作 
を 行っ て いた 。 
間 題 点 2 は に 2 デー タ の や り 取 り に 時 間 の 無 
(が 多い 。 
問題 点 3. 就業 の 場所 が 少な く 、 軍 隊 と 鉄道 が 雇用 の 最大 の 場 と な っ て お り 、 働 事 を 
作っ て いる 感 が ある 。 
問題 点 3 は 別 と し て 、 1 、2 の 問題 は 解決 し な いと 、 組 成 通報 の 膨大 な 遅れ が 貨車 の 迅 
速 な 運転 に 大 き な 支 障 を 及ぼ し て いる 実 能 で ある の で 、 最 終 提言 に お いて は 、 次 の 提言 
を 行っ た 。 
・ 提 車場 内 の 関係 信 所 相互 の 通信 シス テム の 確立 
・ 組 成 通報 の 手段 と し て 、 翻 訳 が 不 必要 な ファ クシ ミリ の 採用 
・ 通 信 ケ ー ブ ル の 品質 向上 
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・ 通信 設 備 製作 工場 に 於 ける 、 品 質 管 理 の 徹底 方 と 工程 管理 の 再 検討 

・ 裸 線 通信 路 の 搬送 通信 、 或 は マイ クロ ウェ ー ブ 通 信 へ の 脱皮 

・ 列 車 無線 に よる 、 列 車 指令 の 迅速 、 確 実 な 実施 

・ 線路 内 作業 員 と 列車 運行 指令 と の 通信 連絡 手段 の 構築 
以上 の 提言 は 、 提 言 の 場 で 中 国鉄 道 部 に 大 き な 反 罰 を 呼ん だ と 考え る 。 但 し 、 中 国 の 当 
時 の 国力 を 考え る と 、 総 て を 一 気 に 進め る こと は 無理 が ある の で 、 フ ァ ク シミ リ を 徐々 
に 導入 し て 行く こと か ら 始 め る よう 指導 し た 。 8 


(2) 期 待 さ れる 技術 移転 効果 .( 派 遣 内 容 の 浸 穫 度 一 深度 化 九 h-7y7”・ 借 誤 等 ) ] 
. 担当 痢 の 失 成 が 、 高 い 役職 者 で あっ た し 、 ま た 、 技 術 研究 所 の 職員 も 含ま れ て いた の で 
日 本 の 現状 に 興味 が 高く 、 指 導 内 容 は 十分 に 伝わっ た と 感じ て いる 。 

反応 と し て 、 顕 著 な 例 の ー つ は 、 フ ァ ク シミ リ の 引合 い が 日 本 電気 (株 ) に すぐ に 来 た 
こと で ある 。 

当時 の 「 鉄 道 通信 - 一 鉄道 通信 協会 発行 」 の 雑誌 を 鉄道 部 は 購入 し て お り 、 そ の 記事 に 
つい て 、 楽 工程 師 か ら 何 度 か 手紙 の や り 取 り を し た 。 

その 後 第 二 回 派遣 と し て 、 北 垣 氏 が 赴 い た の で 、 肖 遂 度 以降 の 話 は その 報告 に 委ね る 。 
借款 が あっ た か どう か は 、 聴 いて いな い 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 
・ 提 言 が 前 提 に な っ て いる 場合 、 出 発する 前 に 彼 の 地 の 状 況 を も う 少 し 詳細 に 知っ て 、 
経済 状態 その 他 の 事柄 を 踏ま えて 、 こ こま で は 、 と 云う 落し どこ ろ を 作っ て お いた 方 
が 良い の で は な いか 。 
実現 の 可能 性 の な いこ と も 、 余 り に も 日 本 と 閣 え ば し た く な る こと も あり 、 困 惑 する 
こと も ある と 感じ る 。 

・ こ ちら の 担当 者 が 、 コ ロコ ロ 変 わる の も 問題 と 感じ た 。 

癒着 は いけ な い が 、 や は り 、 長 い 付 き 合 い が 必 要 で は な いか 。 

・ 皆 に 渡し て 欲し いと 云っ て 資料 を 与え て も 、 個 人 で 仕舞 込ん で し まう 。 

紐 織 で 、 皆 で 事 を 進め る と 云う 感じ で は な く 、 自 分 が 人 の 知ら な い 知 識 を 持っ て いる 
こと が 、 生 き 残 る 存在 価値 が ある こと の よう で 、 な か な か 知識 が 広 ま ら な い 。 

知識 、 情 報 の 共有 に つい て 、 当 時 は 疑問 を 感じ た 。 

・ 現 在 は 、 中 国 が 遅れ ? て いる と 云う こと か も 知れ な い が 、 何 千年 に 渡っ て 日 本 は 種々 
. の 知識 を 与え て 貫 っ て 発展 し て 来 た 。 し か し 、 近 年 こち ちの 勝手 で 彼 の 地 に 土足 で 踏 
み 込 ん だ こと が ある 。 そ れ は 、 我 々 の 世代 で は な い が 、 そ れ ら の こと を 踏ま えて 物 を 
云い 、 対 応 す べき な の に 大 変 に 不 遥 な 対応 を 感じ る 場面 が あっ て 、 時 々 こぼさ れ た こ 
と が ある 。 日 本 人 の 悪い 癖 を 見 た と 思う 場面 も あっ た 。 

・ 向 こう 側 の 熱心 さ の 祭り 、 夜 ホテ ル の 部 屋 まで 押し 掛け られ た と 云う こと も 聴い た 。 
外国 に いる と 、 や は り 忠 張 し て 疲れ る 。 ま た 、 当 時 は コピ ー 搬 も 少な く 、 資 料 準備 に 
夜 遅 く 、 或 は 朝 早く 行動 する 事 も 多く 、 睡 眠 時 間 が 不足 が ちと な る 。 

不全 な 申し 入れ と な ら な いよ うに 、 注 意 は 必要 だ が 、 健 康 管理 も 必要 な の で 、 こ の へ 
ん 予め 了解 を し て お いて 貰っ て 置く こと も 必要 と 感じ た 。 

・ フ ラン ス は 、 海 外 鉄道 技術 協力 専門 集団 が あり 、 国 内 鉄道 の 専門 家達 を 一 定 の 条件 で 
本 来 の 所 属 機 関 で の 待遇 に 差 が な いよ うに 扱っ つっ て いる と の 話 も 聴い た 。 

全般 的 に は 、 日 本 に 追い つき た いと 希望 する 国 に 対す る ソフ ト 面 の 援助 と な る が 、 高 
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年 齢 の 専門 家 が 結構 有効 と も 思え る 。 - 
若い 人 、 高 年 齢 者 取り 混ぜ た 専門 家 集団 を 国 と し て 機関 作っ て 置く べき で は な いか 
と 感じ る 面 も ある 。 


へ 、 一 ー ユ - テ F 明 角 KR 起 机 芝 徐 評 全 半 詩 〈( 四 村人 條 りう 
1993 年 4 月 2 日 


鉄道 技術 研究 所 
氏名 渡辺 息 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 電力 機器 研究 室 
主任 研究 員 


指導 科目 | 北京 天津 問 電化 設備 (電力 供給 系 統 の 研究 指導 ) | 派遣] 1980.8.27 


の 


少 人 | た ノー 盾 役務 提 供 ノ その 他 | 間 | 1980.10.25 


| の 要 請 内 容 (TOR) 配 展 機 関 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
北京 ・ 天 津 問 電 化 設備 計画 に 関す る 講義 及び | 中 国 鉄道 部 2 1 日 
計 議 天津 

(電力 供給 系 統 、 変 電設 備 ) 電化 工程 局 外 | 約 40 
@ 目 標 連 成 度 


(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

電化 設備 の 一 般 的 講義 、 討 議 に は 、 天 津 、 大 原 、 成 都 か ら も 参加 し 、 熱心 に 行わ れ た 。 
その 後 受講 者 か ら 6 名 選び 、 北 京 ・ 天 津 問 を モデ ル と し て 、 和 電化 基本 計画 を 実際 に 行い 、 
細部 に わた っ て 指導 し た 。 こ の 計画 で の 電化 方 式 は 、 日 本 の 新幹線 等 の 方 式 (AT 方 式 電 
化 ) で あり 、 中 国 で は 始め て の 経験 で あっ た 。 (中 国 は B〒 和 電化 方 式 ) 

この 基本 設計 の 方 法 は 、 そ の 後 北京 ・ 泰 皇 島 間 の 電化 に 於 て 応用 され 、 同 区 間 は AT 方 
式 電 化 が 実現 され た 。 

中 国 の 技術 者 は 、 基礎 学力 が あり 、 し か も 熱心 に 受講 、 討 議 等 に 対応 し て いた の で 、 教 
育 的 効果 は 、 非 常に 大 きか っ た と 推察 され る 。 


(2) 期 待 さ れる 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸透 度 一 深度 化 74-7y7*・ 借 款 等 ) 
極め て 僅か な 人 員 で あっ た が 、 下 記 項 目 に つい 技術 指導 を 行っ た 。 
1. 電力 供給 方 式 (変電 所 設計 、 き 電 回 踏 設計 、 高 周波 問題 、 電 源 不 平衡 ) 
2. AT き 電 方 式 の 物理 的 理解 、 電 圧 降 下 、 故障 電流 計算 法 、 保 護 シ ステ ム 
これ ちら の 指導 内 容 に 関す る 技術 移転 は 、 確 実に 行わ れ た も の と 信じ て いる 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事項 ) 

当初 計画 は 、 了 丁度 電化 計画 が 進め られ よう と し て いた 時 点 で あっ た の で 、 非 常に 良かっ 
た 。 ま た 、 中 国 の 技術 者 は 、 非 常に 難 心 に 受講 し て お り 、 今 後 の 中 国鉄 道 生 化 技術 が 更に 
向上 され る も の と 期待 し て いる 。 


注 、 報 告 書 は 、 教 材 と し て 活用 され る よう 、 易 し く 又 で きる 限り 詳細 に 解説 を 行っ て 作 
成 し た 。 


現在 の 勤務 仙 所 連 絡 先 JR057-2644 
電気 技術 開発 介 中 @: 由 。 NTT 03-ー3833-3668 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


2 電 三 に 
1993 年 3 月 29 日 


| 東京 電気 工事 選 
氏 名 | 宮 株 上 真 党 派遣 時 所 属 ・ 職 名 主任 技 侯 


| 北京 ・ 天 津 間 電 化 設備 (電力 供給 系 続 の 研究 指導 ) ] 派 道 | 1980.8.27 


ン 


派遣 形 態 | た ノイ サーン 技 称 指 導 / 役 務 提 供 ノ その 他 期 問 | 1980.10.25 


⑩ 要 請 内 容 (TO) 配属 機関 (場所) | 人 数 | 日 時 数 
北京 ・ 天 津 間 和 電化 設備 計画 に 関す る 講義 及び [| 中国 鉄道 部 約 20 2 1 日 
討議 (電車 線 関係 ) 天津 

電化 工程 局 外 

@ 目 棟 傍 成 度 


(1) 派 遺 期 間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

電化 設備 に つい て の 講義 、 討 議 に は 、 中 国 の 天津 、 太 原 、 成 都 か ら も 参加 し 、 終 始 熟 必 
に 受 誠 及 び 討 議 が 行わ れ た 。 

日 中 両国 の 技術 者 が 、 長 期間 肌 を せっ し て 技術 交流 を し た こと は 、 和 電化 設備 計画 を 一 歩 
前 進 さ せる の み で な く 、 日 中 両者 の 相互 理解 を 一 層 深 め 、 技 術 力 向上 が 成 さ れ 、 技 術 協力 
の 成果 を 挙げ る こと が で きた と 信じ て いる 。 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 一 透 度 一 深度 化 カ -7y7* ・ 借 款 等 ) 
電車 線路 設備 の 各種 設計 条件 、 き 電 系 統 及 び 架 線 方 式 、 電 車線 構造 、 強 度 計算 等 詳細 に 
わた り 、 非 常に 熱心 に 討議 が 行わ れ 、 電 化 に つい て の 技術 は 十分 理解 され た と 思わ れる 。 
架線 方 式 (3 も 系 へ ビー シン ブル カテ ナリ ー) 、 固 定 ビ ー ム の 採用 に つい て の 提言 も 行 
っ た 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 
最終 報告 守 作 成 時 点 に も 、 電 車線 関係 で 3 名 の 方 が 共同 作業 に た ず さ わ られ 、 立 派 な 報 
告 書 が で きた 。 今後 に お いて も 、 こ の よう な 技術 協力 が 行わ れる こと を 期待 し て いる 。 


現在 の 勤務 箇所 ] 開 絡 先 
千 基 電 気 工業 提 長野 支社 Te1・ NTTO262-26-0980 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 入所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 、 一 1 ユ 1 5 で うう 選 キ を 計 F f 誠 丁 筐 E 革 (て 息 本 島 『) 
1993 年 2 月 26 日 


| IE 内 
氏 名 | 濱田 和 一 | 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 仙台 電気 工 事 選 
| 引 主任 技師 
指導 科目 北京 ・ 天 津 間 電 化 基本 計画 の 作成 派 遺 | im.3 | 
派遣 形態 | た ノル イー ン 技術 指導 役務 提供 その他 ] 

⑩ 要請 内容 (TOR) 了 尼 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
1 . 京山 線 (北京 ・ 天津 間 ) 電化 計画 調査 中 国 鉄道 部 4 1 日 
2 電化 に よる 信号 遂 信 誘 補 償 対 策 に 関す 
る 事項 
3、 AT 方 式 電化 の 還 送 量 想定 、 電 源 設 備 計 
画 
4. AT 方 式 電化 シス テム 、 き 電 保 護 方 式 、 
遠 胡 制 御方 式 に つい て 、 中国 鉄道 部 技師 に 
対す る 請 義 及 び 討 議 

@ 昌 人 成 度 」 
(1) 派 遺 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


< ン 


期 開 | 1980.12.13 


[ 


( 別 経 ) 


1 に ーー 
(2) 期 待 さ れる 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 角 度 一 深度 化 7 ぇ 0-7 ッ 7* ・ 借 数 等 ) 

交流 電化 の BT 及び 直接 き 電 方 式 は 、1975<1980 年 に か け て 、 四川 、 湖 北 、 貞 
西 省 に お いて 、 約 1 500 km の 電化 キロ の 実績 を 有 し 、 中 国 の 技術 力 は 評価 で きる 。 
中 国 派遣 時 の カウ ンタ ー バ ー ト の 努力 に 期待 し て いる 。 そ の 後 の 状況 及び 技術 移転 の 推移 
に つい て は 知る すべ も な く 、 今 回 の 評価 調査 結果 を 注目 し て いる 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、- 反 省 ・ 改善 すべ き 事項 ) 
・ 技術 協力 に は 限界 が あり 、 特 に 機器 の ノウ ハウ (特許 関連 ) を 徹底 的 に 聞き 、 即 製品 
化す る 傾向 が あり (国際 特許 条約 非 加盟 ) 、 日 本 側 メ ー カ か ら の 資料 提供 は 慎重 が ち 
で あっ た 。 
S 国内 で の 装備 期間 が 極め て 短く 、 現地 で の 対応 に 苦 虐 し た 。 (短期 専門 家 派遣 の 立場 
か ら ) 
・ 中 国 側 か ら の 提供 資料 は 皆無 で 、 現 地 調査 で の 予備 知識 を 得 ら れず 、 報 告 書 作成 時 に 
し ば し ば 変更 が あり 、 又 新た な 要請 が 生じ た ケー ス が 多かっ た 。 


現在 の 勤務 箇所 ] 連絡 先 JRO71-2868 ] 
関西 設備 サー ビス (株 ) 常務 取締 役 Te1. NTT 06-341-3871 ] 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記 BB 入 し て くだ さい 。 


ペー ユエ 生ま F 人 刊 語 箕 E 肢 ( 自 本 偶 7) 
《 号 本 系 氏 う 
- 国鉄 
氏 名 満 田 和 一 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 仙台 電気 工事 局 


主任 技 世 


(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 担 握 ・ 理 解 度 ) 
・ 香 化 に よる 通信 誘導 補償 に つい て の 関心 は 高く (北京 ・ 天 津 間 、 都 市 近郊 ) 、 諸 義 に 


・A 下 き 電 方 式 の き 電 保護 方 式 (AT き 電 回 路 の イン ピー ダン ス 特 性 と 履 隊 検出 ) 、 


・ 変 電 所 遠隔 制御 方 式 の うち 、 き 電 回 路 故 障 検出 、 連絡 信 断 回 線 の メカ ニ ズム に つい て 


・ 中 国 便 に は 、B 下 方 式 は 現存 し て お り 、 変 電 所 ロケ ーション を 例 に AT 方 式 と の 比較 


於 いて も 質問 が 押 中 し た 。 


電 所 遠隔 制御 方 式 ( 鉄 研 上 形 ・ 山 陽 新幹線 方 式 ) の 専門 別 討議 3 日 間 (鉄道 
当 3 名 、 電 車線 担当 3 名 、 電 力 担当 1 名 、 通 信 担 当 3 名 ) 及び 電化 チー ム 総 括 講義 7 
日 間 (中 国 側 1 0 名 ) を 実施 し た 。 


日 本 側 通信 担当 ( 北 坪 氏 ) と 共同 で 、 中 国 側 通信 担当 3 名 、 変 電 担 当 3 名 に 集中 講 載 
を 実施 し た 。 


に つい て 講義 し た 。 


講義 及び 討議 等 に お いて 、 非 常に 熱心 に 受講 し て お り 、 関 心 度 も 高く ある 程度 の 理解 は な 
され て いた と 思う 。 


人 一 ユ 村 門 守 泊 起 要 姜 人 坪 便 前 生生 護 〈 曰 李 候 う 
1993 年 1 月 29 日 


氏 名 | 大 内 順 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 国鉄 外務 部 参事 
給 送 力 増強 沙 道 | 19al 
ーー 1.16< 7.31 

派 中 形態 | た ンー 技術 指導 役務 提供 ノ そ の 他 | 期間 

の 要 請 内 容 (TOR) 本 履 機 関 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
1 技術 陣 力 実施 計画 の 連絡 及び 調整 中 国 鉄 部 197 晶 
2 短期 専門 家 派 及び 研修 員 受 入 に 関す る 

事項 
3 北京 ・ 天 津 、 大 回 ・ 素 島 問 輸 送 力 電 強 

に 関す る 指導 

@ 目 標 。 連 成 度 


(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 
港湾 部 で 素 皇 島 新 港 整 備 が 進め られ つつ あり 、 大 同 ・ 新 皇 島 間 の 石炭 輸送 を 早急 に 
名 始 ・ 堆 強 す る 必要 に せま られ て いた 。 
一 方 郎 州 ・ 広 州 問 の 線路 改良 に お いて 、 大 聞 山 トン ネル 工事 の 難所 に 道 遇 し 、 ト ン 
ネル 掘削 の 技術 協力 の 必要 が 生じ 、 土 木 の 技 術 協 力 が 開始 され た 。 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 肖 衣 度 一 深度 化 信 -777* ・ 借 革 等 ) 
鉄道 電化 技術 と し て は 、 従 来 独力 実施 し て いた BT 方 式 電化 に 加え 、A 華 方 式 電化 
技術 の 一 応 実現 に こぎ 着け た 。 ま た 、 変 電 所 の 遠隔 制御 方 式 も 実用 化 さ れ た 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 
日 本 か ら の 技術 指導 は 、 電 化 に つい て は 繰り 返し 実施 し て きた が 、 受 入 側 に 組織 
的 に 導入 普及 する 体制 が 整っ て お ら ず 、 個 人 指導 の 集団 的 形態 と な か っ て お り 、 こ の 
体制 は 、 当 分 変化 が な いと 考え られ 、 指 導 の 量 に は 際限 が な い 。 


現在 の 勤務 箇所 連絡 先 
日 本 鉄道 建設 公団 Te1. NTT 03-3506-1805 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


ペー 本 倒 うう 
19983 年 2 月 23 日 


ョ 
氏 名 府川 有 治 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 国鉄 外務 部 参事 
指導 科目 | 電化 技術 調査 派 適 | 1981 
3.25< 4.28 

派遣 形態 {た "ポイ ダー グ 技 術 指導 役務 提供 / そ の 他 期 問 

① 要 請 内 容 (TOR) | WW (9 所 | 人 数 | 日 時 数 
1 . 変電 所 示方 制御 及び 故障 点 標定 西安 鉄路 局 3 5 日 
2、 電 気 鉄道 の 運営 組織 . 天津 鉄路 局 
3. 電化 設備 の 運用 、 安 全 確 保 電気 化工 程 局 
4. 通信 誘導 


| ⑫@ 目 宰 達 成 度 
(1) 派 期間 中 の 効果 ・ 反 応 内容 提 握 ・ 理 解 度 ) 


要請 内 容 に も と づい て 、 各 ブロ ッ ク 毎 に 技術 討議 を 行う 予定 で あっ た が 、 実 状 は 日 本 
の 技術 紺 介 に と ど ま っ た 。 日 本 の 関係 図書 の 相当 数 が 中 国語 に 翻訳 され お り 、 中 国 側 も 
折 念 的 に は 知っ て いる が 、 実 物 に 接し て いな いた め 、 質問 が 多く 出さ れ 内 容 も 予定 し た 
範囲 外 に 及ぶ こと も あっ た 。 関係 する 事 は 何で も 吸収 し よう と する 意欲 を 感じ た 。 


人 “ 明 間 | 


(2 期待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸透 度 一 深度 化 7#p-797* ・ 借 款 等 ) 
当時 、 中 国 は A 丁 方式 電化 シス テム 、 変 電 所 の 地方 制御 、 履 狂 点 標定 を 採用 する 予定 
で あり 、 更 に 技術 交流 を 深め て いく 必要 が ある と 思わ れ た 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 愛 当 性 、 友 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 
事故 例 の 討議 の な か で 、 例 題 と し た 事故 に 対す る 日 本 に お ける 処分 、 六 則 に 質問 が 集 
まり 議論 が か みあ わな いこ と が 多かっ た 。 
私 の 場合 は 、 何 回 か 中 国 を 訪れ 、 ま た 日 本 が 受け 入れ た 中 国 の 研修 員 の 応対 も し た の 
で 、 だ ん だ ん 中 国 側 の 本 音 も 了 貢 に 入っ て くる よう に な っ た 。 同じ テー マ の 技術 協力 で そ 
の 都度 人 が 変わ る の は 考え る べき で ある 。 


現在 の 勤務 箇所 連 絡 先 
永楽 電気 株 式 会 社 Te1. NTT 03-3491-2165 


往 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 、 一 コ 寺下 呈 5 ミュ 著 き 多 計 F 件 包 丁 王 に 主 ( 下 本 > 
1993 年 3 月 26 日 


- 鉄道 技術 研究 所 
氏 名 大 五 勝 、 | 折 遺 時 所 属 ・ 職 名 | 自動 制御 研究 室 室長 
指導 科目 AT S 及 び 通 信 装 置 の 設計 | 道 | 1981.6.30 
派遣 形態 | 代 た ノル ト "" イ 9"ー グ 技術 指導 役務 提供 ノ そ の 他 期 間 | 1981.7.29 
⑨ 要 請 内 容 (TOE) 好 属 機 剛 (場所 ) | 人 数 日 時 数 
新型 A〒S の 方 式 討議 中 国 鉄道 部 3 0 日 
AT S 関 連 機器 製造 技術 の 評価 外事 局 
自動 交換 機 、 通 信 網 の 設計 手法 


@ 目 宇 達 成 度 


(1) 派 遣 期 間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

鉄道 部 、 鉄 道 工場 、 沿 線 現場 機関 等 各所 で 、 講 義 及 び 討 議 を 行い 、 活 発 な 意見 交換 を お 
こ な っ た 。 

日 本 国鉄 の 永年 に 互 る 事故 防止 施策 、 製 造 現場 に 於 ける 末端 工員 に 至る まで の 品質 向上 
意識 に つい て 、 特 に 深い 感銘 を 与え た と 思わ れる 。 当 時 、 日 本 で も 開発 途上 で あっ た バタ 
ン 付 A4T S に つい て 、 特 に 強い 興味 を 示さ れ 、 中 国 版 へ の 展開 を 提案 し た 。 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 透 度 一 深度 化 7#0-7y'・ 借 著 等 ) 

中 国 側 の 全体 計画 が 貧弱 で あり 、 製 造 技術 及び 導入 資金 等 の 面 か ら 、 改善 の 実は 挙がっ 
て いな いよ う で ある 。 ま た 、 日 中 双方 と も 事後 の フォ ロー アッ プ が 余り 行わ れ て いな いよ 
う で ある 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 

技術 交流 に 対す る 熱意 は 強く 感じ られ る が 、 中 国 側 参加 者 の 個人 的 舞 味 に 基づく も の で 、 
組織 と し て の ニー ズ と 実行 計画 と の リン ク は 時 いよ う で ある 。 

参加 メン バー も 、 将 来 性 豊か な 若年 層 は いな か っ た 。 


ト 
現在 の 勤務 箇所 連 絡 先 
三菱 電機 偶 交通 事業 部 Te1. NTT 03-3218-2653 


往 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


ペー 1 FE 分 を ま F イ 同和 てく 折 本 個 う 


1993 年 8 月 17 日 


国鉄 (主任 技師 ) 
氏 名 | 岡田 勝也 浜 遺 時 所 属 ・ 職 名 | 構造 物 設計 事務 所 
指導 科目 | トン ネル の 湯水 防止 並び に 補修 
| 財形 馬 | / 7 / 池 / 要 / 69 | 1981.8.5 9.18 
⑩ 相 籍 内容 (TOR) 部 必 機 関 (場所) | 人 数 | 日 時 数 
浴 線 大 包 ト ン ネ ル 温 水防 水 対策 と 衛 路 盤 変 状 | 外山 ・ 西 安 21 人 | ni0B 
対策 に つい て 
御 ・ 広 委 南 領 ト ン ネ ル 施 工 K 伴 う 変 状 対策 放 26 人 | 旨 
5 0 人 


トン ネル 漏水 防止 並び に 補修 対策 鉄道 部 


⑪ 


⑳ 


@ 目 標 培 成 度 
派遣 期 間 中 の 効果 反応 (内 容 担 握 ・ 理 解 度 ) 


実際 に 困難 を きた し て いる 問題 で あり 、 現実味 の ある 熱心 な 討論 が 行わ れ そ の と と に よっ て 中 国 
側 の 反応 は 非常 に 良かっ た 。 

トン ネル も 建設 する の で 手 一 杯 で あっ た が いよ いよ 保守 の 問題 が 目 の 前 に き て 関心 の 高き を 示し 
て いた が 、 実 際 の 応用 に は も う 少 し 時 間 が か か り そ う で ある 。 


期待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 基 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー ア ッ プ * 借 款 等 ) 


大 色 山 〒 の 補修 及び 南 鈴 生 の 洪水 対策 ・ 地 表 沈 下 に よる 在 来 線 の 安全 運転 に 及ぼ ぎす 影響 に つい て 
の 提案 は 大 変 次 考 に な っ た と の こと で ある 。 

また 講義 に お いて な され た トン ネル 防水 の 経験 は 中 国 の 既設 トン ネル の 保守 及び 建設 中 防水 処理 
対し た い 。 


派遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 受 当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) ] 


犬 包 山 〒〒 の 路盤 変 状 対 策 工 は 、 活 線 中 で の 排水 抗 設置 が 望ま し い が 難 工事 で あり 、 実 現 が 難し い 
EEE 
まい 。 

トン ネル 防水 に つい て は 使用 資材 が 日 本 と 中 国 で は 異な る た め 直 接 的 に 役立つ と は 思え な い 。 


現在 の 勤務 個所 JR 総研 連絡 先 | 
浮上 式 鉄 道 本 部 土木 部 長 -|T e 1 08-8274--8544 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 一 ユ 5 を ま F fi 市 半生 琶 〈 曰 本 志 う 
1993 年 3 月 2 日 


氏 名 | 平山 覧 着 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 国鉄 外務 部 主 遍 


指導 科目 変電 所 と 電車 線 の 設 『 派 遺 ] 1981. 9.10 


の 


派遣 形態 ンー ノ 技術 指導 役務 提供 / そ の 他 期間] 1981.10.23 


の 要請 内 容 (TOR) 配 層 関 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
AT 式 化 の 電車 線 設計 に 対す る 計 二 及び | 中国 鉄道 4 4 日 
討議 

@ 目 押 人 成 度 


(1) 派 遣 期 間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

中 国 側 に は 、B 華 方 式 の 既存 交流 電化 設備 が あり 、 電 車線 設備 に つい て は 、 ム AT 方式 も 
BT 方 式 と 殆ど 同じ で ある た め 、 理 解 が 早かっ た 。 

支持 物 に つい て は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 影響 を 受け て お り 、 固 定 ビ ー ム が 皆無 で 、 駅 棋 内 は ス 


パン 線 ビ ー ム 設備 が 殆ど で あり 、 和 架線 調 整 に 苦慮 し て お り 、 固 定 ビー ム 方 式 に 興味 を 持っ 
て いた 。 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸透 度 一 深度 化 刀 p-7 ッ 7" ・ 借款 等) 

中 国 仙 の 受講 者 は 、 系 統 の 割 が は つっ きり し て いる 。 例 えば 、 電 車線 の 支持 物 関係 、 架 
線 関係 な ど グ ルー プ が で き て お り 、 講 義 す る と その 分 野 の 人 が 真剣 に 聴き 、 他 の グル ー プ 
の 者 が 質問 を し よう も の な らち 、 そ の 専門 分 野 の 人 と の 討論 が 始ま る 。 

UP 総合 的 に 判断 で きる 者 を 育て な いと 、 な か な か 技術 の 遂 透 伝承 は 難し 
いと 思い ます 。 H | 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 療 す べき 事項 ) 
国内 で の 準備 期間 が 極め て 短く 、 講 義 の 後 も 夜 翌日 の 資料 作成 を 行う こと と な り 、 昔 労 
を し まし た 。 


現在 の 勤務 人 箇所 連 絡 先 JRO91-2561 
J 尼 九州 電気 部 電力 課 Te1. NTTO93-332-6617 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


ヘー 1 ユ FE を まま ET 当 半 王 其 ほ く 帳 本 條 りう 
1998 年 3 月 89 日 


| = | 男 
氏 名 | 意 谷 好 忌 派 遺 時 所 属 ・ 職 名 | 大 宮 工 場 ・ 機 関 車 課 
指導 科目 | ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 保守 修 紛 ] 
人 形態 | / 7RMO- / 前 / 胡 本 / て 08 | 前 間 1981.11.1112.25 


④ 要請 内 容 (TOR) 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 保守 修繕 金 般 に 互 り 、 日 本 の 
実状 と 考え 方 に つい て 講義 
( 車 前 に 4 名 の 専門 家 が 調査 ) 


各 工 場 で 調査 し 技術 指導 を 行っ た 。 


本 履 機 関 ( 場 所) | 人 数 | 日 時 数 | 


七 工 場 (北京 ) 21 人 12 日 


大 連 ・ 党 四方 (人) 


@ 目 禁 達 成 度 
派 遺 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 
中 国 で は 工場 で 製造 と 保守 が 行わ れ 一 つの 工場 で 全て 自前 で 調達 する シス テム で ある 。 し か も 


各国 の 揚 関 車 を モデ ル と し て 国産 化 に 努め て お り そ れ な り で 立派 に 製造 し て いる 。 し か し 日 本 
の 保守 体制 関心 が 深く 熱心 に 聴 謝 し 、 各 工場 で も その 提言 に 耳 を 傾け て いた 。 


(2) 期待 され る 技術 移転 効果 ( 派 道 内 容 の 浸透 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー テ アップ ・ 借 吉 等 ) 


イメー ザル ッ エンジン ・ 及 び オ イル タン ク の 高 分 子 准 間 浴 拉 薬剤 の 机 配 合 と 便 用 方 潜 を マス ター 
D し の 保守 は 奄 綴 と の 戦い で あり 、 職 場 環境 を 清潔 に する こと が 有効 で も る こと を 凍 調 し 、 そ れ 
が 浸透 し 、 栓 査 基準 を も 制定 し た と の こと で ある 。 

また 保守 は 経験 工学 で あり 故障 や 修理 の アー タ が 資 重 で ある こと を 説き 検 租 * 修理 デー タ の 統計 
処理 に つい て 向上 させ た 。 


⑬ 演 幅 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改善 すべ き 事 項 ) 


中 国 側 の 評価 も 高く 効果 が あっ た 技術 協力 で あっ た 。 
し か し 一 回 の み で 終わ っ て いる の は その 定着 に や や 不安 を 感じ る 。 


現在 の 勤務 人 箇所 連絡 先 
日 本 交通 機械 〒 e 1 048-722-9058 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ ーー + * 王 に IS3 9 5 fm ( 円 本 條 すう 


1993 年 2 月 23 日 


氏 名 府 有川 有 深 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 国鉄 外務 部 参事 
指導 科目 | 京 秦 線 AT 電化 設計 派 遣 -|.1982 
-・6. 2 て 7.17 

派遣 形態 | ドナ ノイ ポー 技術 損 導 役務 提供 その 他 期間 

①⑩ 要 請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所) | 人 数 | 日 時 数 
1 . AT 変電 所 の 設計 講義 電気 化工 程 選 4.6 日 
2. AT 電車 線路 の 設計 講義 電気 化 各 測 
3. 中 国 側 設計 内 容 の 技術 評価 設計 研究 室 

@ 目 林 達 成 度 
(1) 派 遺 期 間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把 握 ・ 理 解 度 ) 

中 国 側 に 、 初 め て の AT 電化 を 時 非 成功 させ た いと の 意気 込み が 感じ られ 、 質 問 も 具 


体 的 で 的 確 な も の で あっ た 。 

ー 方 、 中 国 側が 行っ た 設計 に つい て は 誇り と 自信 を 持っ て お り 、 誇 り を 傷つけ られ た 
と 感じ た と き は 種々 の 角度 か ら 反論 が 出さ れ 、 日 本 式 の 考え を 理解 し て も ら う の に 長 時 
間 を 還 す る こと が あっ た 。 技術 担 導 に 当たっ て 留意 すべ き 事 と 思う 。 


注 ) スペ ー ス 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 宙 透 度 一 深度 化 カ !-7y7* 
換 討 の 結果 、 中 国 側 で 行っ た 設計 は 良好 で 実用 に 耐え る と の 結論 を 得 、 そ の 旨 の 技術 
評価 報告 書 を 提出 し た 。 そ の 結果 に 基づき 、 京 秦 線 は AT 方 式 に より 電化 され た 。 
国際 入札 の 結果 、 変 電 所 機器 、 剖 方 制御 設備 等 に 、 日 本 の 製品 が 使用 され て いる 。 


・ 代 款 等 ) 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 
JI CA か ら 派 遣 され た 技術 評価 チー ム が 算出 し た 機器 の 価格 と メー カー が 入札 し た 
価格 と の 間 に 相 当 の 差 が あっ た と 聞い て いる 。 中 国 側 の 信頼 を 失わ な いた め に も 、 投 術 
評価 と 工事 質 算 出 は 別 チ ー ム で 行う 方 が よい と 思っ た 。 


永楽 電気 株 式 会 社 正人 @: よ 。 NTT 03-3491-216.5 


現在 の 勤務 箇所 層 計 先 


LCR2R92K2E だ さい 。 


ヘー - 1  :] 届 F 下 に ェ 選 ぼう ま 悦 生 で 移 ま F 人 抽 肖 本 穫 清き く 由 本 條 っ 
1998 年 2 月 22 日 
ks 


国鉄 
海 野 隆 哉 派 道 時 所 属 ・ 職 名 
> 構造 物 設計 事務 所 


指導 科目 | ェ ン 石 線 の 耐 明 設 時 

派遣 形 態 | か / 7 た / 北杜 / 完 只 /tW | 1982 8.1610.01 
、 @ 胡 請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
唐山 地震 に よっ て 鉄道 構造 物 も 少な か ら ぬ 被害 

受け た 。 州 昨 所 ( 港 ) 問 じ 新 線 を 建設 す | 鉄道 部 揚 待 所 (北京 ) | 83 名 | 14 日 


る 当り 途中 で 大 地震 帯 を 横切る の で こう 云っ た 
強 肖 地 区 で の 鉄道 構造 物 の 生 哉 設計 へ の 指導 依頼 


@ 目 標 運 成 度 
(]) 派 遺 期 間 中 の 効果 * 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 
酔 震 設計 の 方 針 は 比較 的 アメ リカ 型 の も の で あっ た が 文献 に つい て は か な り 読 まれ て いる が 地 に 足 


が 付い た 耐 辻 設計 と は な っ て いな いと 感じ られ た の で 今回 の 講 装 は 大 い に 役 に 立つ も の と 考え られ 
る 。 


人 期待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 遂 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー ア ッ プ * 借 区 等 ) 


石 線 の 大 橋梁 の 設計 は 完了 し て 施工 の 段階 で や あっ た が 工事 の 進捗 状況 に 合わ せ た 技 術 協力 に な る 
担当 者 の 審 接 な 打合せ が 必要 で ある 。 (こと の 点 に 関し て 現地 調査 で は 講 二 に よる 内 容 を 取入れ だ 


よう 
と の と と で あっ た 。) 


⑧ 派遣 対 する 意見 (当初 計画 の 記 当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 


dd た MA の 
示 の っ だ 。 

地質 ・ 橋 梁 と 建物 ・ 給 配水 施設 の 施設 の 酔 震 設計 が 要望 内 容 で ある が お 互い の 専門 が 異な る の で 
2 人 X ら ヶ月 で な く 4 人 1 ヶ月 が よい (次 年 度 に 後者 に つい て 別途 専門 家 派遣 を 実施 し た 。) 


現在 の 勤務 箇所 連 
J 民 東日本 建 工 部 T 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


e 潮 


先 
1 


ヘー 人 9 う 
1988 年 8 月 16 日 


鉄道 研究 所 
氏 名 | 持 永 敬 彦 派遣 時 所 属 ・ 職 名 
主任 研究 員 
指導 科目 | 試験 線 た お ける 車両 と 軌道 の 試験 に 関す る 測定 技術 ES 
形態 た / 7 た / 製 / 右 本 / 69W mm | we ws 
2 948 ーー 
⑨ 要請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所) | 人 数 | 日 時 数 | 
環状 記 験 線 に お ける 鉄道 車両 及び 雪 導 動力 学 総合 | 鉄道 科学 研究 院 
試験 技術 指導 (環状 試験 線 ) 


*82. 実態 調査 お よび 指導 計 遂 
783. 中 国 側 現象 試験 測定 ノ 機 材 供与 計画 
*84. 供与 機材 で 日 中 協同 測定 


@ 目 標 達 成 度 
(1) 派 遺 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


中 国 側 技術 者 の レベ ル は 高く 又 熱 心 で 力 不足 を 感じ る 程 日 本 側 提供 の 測定 機材 は 性 能 よく 好評 
(取扱 を 指導 ) 


(2) 期待 きれ る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 浸 秀 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー ア テア ッ プ < 借款 等 ) 


文献 で の 知識 は 十分 ある が 、 実 地 に 協同 で 測定 し た 意 装 は 大 きい 。 
動力 学 的 試験 方 法 に つい て フォ ロー し て いな い 。 

中 国 の 重 条 琶 道 型 式 の 標準 制定 重 要 な 役割 を 果す 。 

輪軸 落下 試験 装置 を 同院 実験 場 で 設計 製造 し て 試験 に 使用 。 


派遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 仁 、 反 省 ・ 改 善 すべ き 事 項 ) 


軌道 車両 の 勤 力学 全般 に つい て 講義 依頼 あり 短期 間 で 困難 デー タ 燃 理 技術 に つい て は 今後 
軌道 試験 束 に 相当 の 開発 が 必要 ( 米 製 が 速度 式 を 購入 し た ) 


現在 の 勤務 箇所 連絡 先 
(株 ) 日 本 線路 技術 調査 部 長 T_e 1 3852-8594 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


へ 一 1 PF 還 KR 包 事 薄 生ま 1 本 娠 生生 琴 (て 四 字 仙 りう 
1993 年 3 月 3 日 


| 東京 電気 工事 局 
氏 名 着 林 区 派遣 時 所 属 ・ 職 名 主席 
| ja 北京 ・ 秦 皇 鳥 間 AT 電 化 派 遺 | 1983.5.13 
派遣 形態 | ドナ ノ 7 ト "イザ ー プ 技術 指導 役務 提供 〆 そ の 他 期 間 | 1983.6.13 

①⑪ 要 請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所 ) | 人 数 | 日 時 数 
AT 方 式 電 化 の 設計 施行 の 講義 及び 討議 中 国 鉄道 部 20 1 0 日 

(電車 線 関係 ) 上 
30 

区 

⑨⑫ 目 禁 達 成 度 ・ 


(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 
中 国 側 の 資料 提示 は 殆ど な く 、 一 方 的 な 技術 指導 と な っ た 。 
中 国 側 技術 者 は 、B 華 方 式 電 化 の 実績 が ある の で 、 討 議 は 活発 に 行わ れ 、 質 問 も 専門 的 で 
細部 に 互 る も の が 多く で た 。 
中 国 側 に と っ て は 、 技 術 取 得 の 面 で 効果 が あっ た と 思わ れる 。 


(2) 期 待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 理 序 度 一 深度 化 カ 0-7 ウ 7* ・ 借 款 等 ) 

日 本 の 電化 技術 、 ノ ウ ハ ウ の 吸収 に 熱心 で は ある が 、 す ぐに 日 本 製品 の 導入 に は 結び つ 
か ぬ よ うだ 。 し か し 、 将 来 高速 化 、 大 容量 化 を 進め る 時 に は 必要 に な る と 思わ れる の で 、 
息 の 長い 協力 が 必要 で ある 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 
イン フラ 基盤 が 日 本 と 癌 う の で 、 そ れ に 適合 し た 技術 協力 が 必要 と 思わ れる の で 、 中 国 
の 実情 を よく 理解 し た 愛 員 を 継続 し て 派遣 する 必要 が ある 。 


現在 の 勤務 箇所 連 絡 先 
JR 東海 建 工 部 電気 工事 課 Te1. NTTO52-571-4590 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 入所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


ペー 人 島 う 
1993 年 3 月 27 日 


国鉄 
氏 名 佐 藤 議 吉 派 伺 時 所 属 ・ 職 名 | 構造 物 設 計 事務 所 


指導 科目 | 旬 線 の 家計 (建築 物 ・ 給 排水 設備 ) に 関す る 技術 指導 
派遣 形 胡 | か - / 7 ド RY す - / 朋 生 / 鎌 除 / t9W | M 
①⑥ 要請 内 容 (TOR) 配属 機関 (場所 ) 数 | 日 時 数 


高 震度 階 地域 に お ける 建築 及び 給排水 設備 の 爾 震 | 現地 視察 
設計 関す る 技術 指導 お よび 講 義 
曲阜 * 了 臨 泊 ・ 唐 山 


技術 指導 お よび 構成 
(目標 ) 講義 一 天津 7 日 


供 石 線 308km 1977.12- 1985 
(石炭 輸送 ) (1981.4 着工 ) 


1983.5、18 一 6.17 


@ 目 標 培 成 度 


ーーーーーーーーーーーー テ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーー- ゴ | 


(1) 派遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 


公 石 線 の 建築 お よび 給排水 設備 の 設計 は ほぼ 完了 し て いる 一 部 は 施工 中 で ある の で 今日 の 技術 指 
導 に より 可能 な 限り 取入れ る と と も に 今後 の 参考 に し て 貰う 地盤 * 基 礎 ・ 上 部 骨組 ( 徐 震 藤 ) 、 
給水 設備 に 分 け て 日 本 の 考え 方 を 計 装 し 、 提 言 を し な が ら 中 国 で の 地震 に 対す る 経験 も 少な く 
今後 の 課題 と し て 残っ て いる 。 地 震 対 策 に 目 を 向け て きた と いう 段階 で ある 。 


期待 きれ る 技術 移 転 効果 (派遣 内 容 の 浸 浮 度 一 深度 化 フ ォ ロ ー ア ッ プ ・ 借 款 等 ) 


建築 材料 も レン ガ が 主体 で あり 鉄 材 セメント 基礎 抗 も 資 重 で ある と いう 国情 の 違い も あり 春 居 設 
計 を 鉄道 建築 に 本 格 的 に 取入れ る に は まだ 時 間 が か か る で あろ う が 建 築 構 造物 の 規模 が 大 きく な 
る で あろ うし 、 地 震 の 被害 た 無関心 で は いら れ な く な る 叶 代 が くる 。 現 状 と し て は まだ 関心 は あ 
っ て も 採用 まで は 到 っ て お ら ず 今後 の 課題 で あろ う 。 


⑲ 派遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 世 当 性 、 反 省 ・ 改善 すべ き 事 項 ) 


設計 が ほぼ 終わ っ て いる 時 期 で あり 派遣 は も っ と 前 の 段階 で 実施 すべ き で あろ う 。 耐 租 設 計 の 本 
格 的 採用 の 時 に 再度 日 本 の 経験 を 参考 に し て 貰う こと は 有意 義 で あろ う 。 


現在 の 勤務 罰 所 連絡 先 
東日本 鉄工 * 浦和 工場 T e 1 048ー852-9151 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 個所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


ヘー ユ 専門 家人 邊 要 評 要 後 証人 往 調 本 本 <〈 四 人 條 う 
1993 年 3 月 23 日 


日 本 国有 鉄道. 
氏 名 真 野 展 哉 派遣 時 所 属 ・ 職 名 | 車両 設計 事務 所 補佐 
指導 科目 鉄道 車両 sw 
派遣 形態 | ミン "イザー 技術 損 導 役務 提供 ンプ その 他 期 ・ 問 | 1983、9.30 
⑩ 要 請 内 容 (TOR) ] 部 属 機 関 ( 場 所) | 人 | 日 時 数 
大 出力 電気 機関 車 の モー タ 設 計 技術 指導 中 国 鉄道 部 2 0 日 
株 州 工場 
研究 院 
交通 大 学 
技術 者 ・ 担 当 者 | 約 20 


⑫@ 目 標 達 成 度 


(1) 派 遣 期間 中 の 効果 ・ 反 応 (内 容 把握 ・ 理 解 度 ) 

主 電 動機 に つい て 約 3 山々 間 、 主 変圧 器 に つい て 約 1 週間 の 講義 を 、 担 当 者 別に 平行 し て 
行っ た 。 ( 主 変圧 器 に つい て の 講義 は 、 要 請 内 容 外 の 追加 項目 で ある 。) 

講義 内 容 は 、J NR 車両 設計 事務 所 と し て な し 得る 範囲 内 に お いて 、 車 両 設計 に 関す る 
基本 事項 に 関し て 講義 し た 。 特 に 、 車 両 と し て の シス テム 設計 が 重要 で ある と の 点 を 強調 
し て 行っ た 。 H 

車 商 設 計 (E 紫 ) に 対す る 基本 的 事項 は 、 理 解 さ れ た も の と 思う 。 


(2?) 期待 され る 技術 移転 効果 (派遣 内 容 の 漫 遂 度 一 深度 化 #B-7y7* ・ 借 雪 等 ) 

中 国 側 は 、H 形 8 南 の EL 機 製 作 が 目標 の よう で あっ た が 、1 9 8 6 年 派遣 時 に 、 一 応 
韻 山 4 型 と し て 試作 され て お り 、 性 能 に 関し て は 不明 で ある が 、1 9 8 0 年 以来 の 専門 
家 派遣 に よる 技術 指導 等 に より 、 或 程度 の レベ ル に 達し て いる も の と 思わ れる 。 

( 注 ) 講義 の 最終 日 に は 、 車両 (EL 機 ) 仕様 に つい て 、 そ の 基本 と な る 資料 を 渡し た 。 


(3) 派 遣 に 対す る 意見 (当初 計画 の 妥当 性 、 反 省 ・ 改 善 す べき 事項 ) 

要請 内 容 と 、 実 際 の 講義 に 対す る 要求 内 容 に 於 いて 、 異 な る も の も あり 、 特 に 中 国鉄 道 
受講 者 は 、 半 数 以上 が 製作 工場 の 技術 者 で あり 、 そ の 立場 か ら の 質問 等 が 多く 、 こ の 領域 
に 関す る 事項 に 対し て は 、 上 分 な 対応 は で き な か っ た 。 

製作 上 の 詳細 (メー カ に 放す る 事項 ) に 関し て は 、J 1 CA ペー ス 以 外 で 行う べき で は 
な いか と 思う 。 


現在 の 勤務 箇所 連 結 先 JR092 
J 民 西日本 福岡 支社 運輸 課 Te1. NTT 092 


注 ) スペ ー ス が 不足 する 箇所 は 番号 を 明示 し て 別紙 に 記入 し て くだ さい 。 


